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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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なかがき










　クリック？

　クラック！




　今日のお話は、『いばら姫ひめ』。




　なかなか子どもができない、王さまと、おきさきさまがありました。

　あるとき、おきさきさまに女の子が生まれて、王さまは大よろこびでパーティーを開くことにしました。

「友だちも、しんせきも、しりあいも、みんな呼んでおいわいしよう」

　そうしてたくさんの人がパーティーに呼ばれました。

　それから国じゅうのまほうつかいも呼びました。生まれたお姫さまがしあわせになれるように、良いうらないをしてもらうためです。

　王さまは十二人の、良いまほうつかいをしょうたいしました。

　パーティーにやって来た女のまほうつかいたちは、次々とお姫さまのために、良いうらないをしました。

「お姫さまは、だれもがおどろくほど美しくなるでしょう」

「お姫ひめさまは、だれにでもやさしくする心のきれいな方になるでしょう」

「お姫さまは、一生ゆたかにくらして、お金に困ることはないでしょう」

　そうやって、お姫さまのための幸せなうらないが十一人続きました。そして、いよいよ十二人めのまほうつかいがうらないを始めたとき、外から冷たい風とともに、パーティーに呼ばれなかった悪いまほうつかいがとびらの前に立っていました。

「よくも私をなかまはずれにしてくれたね」

　悪いまほうつかいは言いました。

「おかえしに私が、姫にのろいをかけてやろう。姫は十五のとき、糸車の針にさされて死ぬだろう！」

　そして悪いまほうつかいは両手を広げて大声でそう言うと、みんなをギラギラ光る目でにらみつけて、帰っていきました。

　王さまも、おきさきさまも、お客たちも、とてもおどろきました。

　すると、まだうらないをしていなかった十二人めの良いまほうつかいが、みんなの前にすすみ出て、こう言いました。

「のろいを、ぜんぶ消すことはできません。でも弱めることはできます。お姫さまは死ぬのではなく、百年のあいだ眠ねむりつづけるでしょう」

　パーティーが終わると、王さまは国じゅうの糸車をのこらず焼きすてさせました。

　そして月日はながれて、やがてお姫さまが十五のおたんじょうびをむかえました。この日、王さまとおきさきさまは、ようじがあっておでかけしていました。

「お父さまと、お母さま、早く帰っていらっしゃらないかしら。きょうは私のたんじょうびなのに」

　お姫さまはたいくつして言いました。

　そしてお姫さまは今まで登ったことのない、お城の塔とうに登ることにしました。

　塔を登っていくと、やがて小さなとびらがありました。

「あら、こんなところにお部屋があったのね」

　お姫さまがとびらを開けると、部屋の中には一人のおばあさんがいて、糸車の前に座っていました。

　お姫さまは糸車を見るのは初めてです。

　なにしろ国じゅうの糸車は、ぜんぶ焼かれてしまったのですから。

「おばあさん、こんなところで何をしているのですか？　これは何ですか？」

　お姫さまがたずねると、おばあさんは笑って手まねきしました。

「こっちにきてごらん、よく見せてあげよう」

　お姫さまがくるくる回る糸車に近づいて、さわろうとすると、




　ちくり！




「いたい！」

　糸車の針がお姫ひめさまの指にささりました。

　そのとたん、お姫さまはたちまちその場にたおれて、ねむりこんでしまいました。

「ハッハッハッ！」

　おばあさんの笑い声がひびきました。おばあさんはあの悪いまほうつかいだったのです。

　お城に帰ってきた王さまとおきさきさまは、それを聞いたとたんに二人ともねむりこんでしまいました。そしてお城のけらいたちも、めしつかいたちも、次々にみんなたおれて、ねむってしまいました。

「コケ……」

　ちょうど鳴こうとしていたにわとりも、そのままねむってしまいました。

　馬も、犬も、お城にいたものは、みんなねむりこんでしまいました。

　みんながねむりにつくと、お城のまわりにみるみるいばらが生えて、たちまちのうちに高くしげって、お城をとりかこんでしまいました。

　それから月日がながれ、

「あのいばらにかこまれたお城の中には美しい姫がいるそうだぞ」

　というウワサが、まわりの国にまで広がりました。

　ウワサをききつけてたくさんの王おう子じたちがやってきましたが、いばらのしげみに入ったら最後、しばらくすると体をうごかすことができなくなって、二度と外に出ることができませんでした。

　そしてまた月日がながれて、あるとき一人の王子さまが、やはりいばら姫のウワサを聞きつけてやってきました。

　王子さまがいばらのしげみにやってくると、どうしたことでしょう、いきなりしげみのあちこちでいばらに花が咲き、王子をむかえ入れるようにしげみがひとりでに、右と、左とに、分かれました。

　しげみの中にできた道をとおって、王子さまはお城にたどりつきました。

　王子さまが広間に入ると、そこにはけらいたちも、王さまも、おきさきさまも、みんなねむりこんでいました。

　王子さまは広間をよこぎり、塔とうの上にのぼって、そしてこべやに入り、そこでねむっているお姫さまを見つけました。

　そのあまりの美しさに、王子さまはおもわずお姫さまにキスをしてしまいました。

　そのとたん、お姫さまはパッチリと目をひらき、そしてうれしそうに、王子さまの顔を見つめました。

　そうすると、たちまちお城じゅうのみんなが目をさましました。王さまもおきさきさまも、へいたいもけらいも、馬も、犬も目をさましました。

　鳴いたところで眠ねむってしまったにわとりも、

「……コッコー！」

　とつづきを鳴いて目をさましました。

　こうしてのろいはとけました。

　のろいのとけたお姫ひめさまは、王おう子じさまとけっこんし、いっしょう楽しくくらしました。

　そうそう。

　王子さまがお城にやってきた日。

　それはお姫さまが眠ってから、ちょうど百年めだったのです。




　………………







　　　序章　　おしろのめざめ







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　教室で友達と話をしていたら、うっかり怖い話が始まった。




「……あのね、あのね、友達からこんなハナシ聞いたの。その友達の友達の知り合いに、すっごい美男と美女の夫婦がいたんだって」




　意気込んで話し始めたのは、このグループでは一番背のちっちゃい娘むすめ。

　彼女は噂うわさが大好きで、こうなると誰も止められない。噂が嫌きらいな子もいない。きゃあきゃあ言いながら、誰も止めない。

「二人の夢はねー、二人に似た美人の子供を作って、美人ばっかりの、幸せな家庭を作ることだったの」

　彼女は、少女たちの作る輪の中で、身を乗り出して話を続けた。

「で……ある時とうとう二人に子供ができたんだけど、その子供はね、なんでかすっごいブサイクだったの」

「えー、それって……」

　ひそひそと楽しそうに茶々を入れる少女たち。

「違うよ。最後まで聞いてよ。ガッカリした二人はある日その子を連れて、公園の池のボートに乗ったのね。で、二人は池の真ん中までボートを漕こいでいって、まわりにだーれもいないことを確認すると…………子供を池に突き落として、殺しちゃったんだって」

「えー、ひどい」

「で、二人は事故だったって噓うそついて、いかにも悲しがってるふりしたから、警察も事故として処理しちゃったんだって」

　そこで、ここから本番だと言わんばかりに、彼女は声の調子を雰ふん囲い気きたっぷりな低いものに変える。

「それから何年か経たって、また夫婦に子供ができたの」

「……」

　くすくすと、静かに盛り上がる少女たち。

「今度の赤ちゃんは前の子と違って、両親に似たすごくかわいい赤ちゃんだったのね。二人は喜んで、今度はすっごい可愛かわいがって、愛情を注いで育てたの。それで子供はすくすくと成長したんだけど……その子が喋しやべれるようになった頃、ある日、家族三人で公園を歩いてたら、その子が『ボートに乗りたい』って言い出したの」

「……えー」

「そう、前の子供を殺しちゃったボートじゃない？　二人は気が進まなかったけど、子供には甘あまかったから仕方なく子供をつれてボートに乗ったの。それで池の真ん中に近づいてくると、子供はそれまで初めてボートに乗ってはしゃいでたのに、急に静かになって、ボートの外を向いて、黙だまっちゃったのね。で……心配になった二人が子供に話しかけようとすると……その子は急に口を開いて二人に向かって、言ったの。……『今度は落とさないでね』」

　きゃーっ、と盛り上がる少女たち。またか、と煩うるさそうに目を向ける、その少女たちの輪の近くにいる、同じクラスの何人かの生徒。

「……でね、その夫婦はそのあと、おかしくなった旦だん那なさんが子供と奥さんを包ほう丁ちようで刺さし殺しちゃって、本人も精神病院に入れられちゃったらしいよ。その旦那さん、捕まった時も病院でもずっと子供を殺したことをぶつぶつ呟つぶやいてて、それで前の事故が、本当は事件だったって分かったんだって」

　皆の反応に、満足げに後ご日じつ談だんで話を締めくくる彼女。

　少女たちは聞かされたその噂うわさ話ばなしに、それぞれ思うところを勝手に述べ合って、話はなおも盛り上がる。

　みんな楽しそうに怖がったり楽しんだりしている。ただ────輪の中にいながら皆とは違い、一人だけ浮かない顔をしている、真ま喜き多た莉り緒おを除いてはだ。




「……あれ？　莉緒、そんなに怖かった？」

「怖かったってゆーか……気分悪かった」




　少し顔色の悪くなった顔を覗のぞき込んで言う友達に、莉緒はそう答えた。

　とある田舎いなか町まちの、中学校の一年の教室。そこに通う莉緒は、着物柄がらの飾りがついた髪かみ留どめで結ばれている、背中くらいまでの長さがある、真まっ直すぐ過ぎて日本人形じみている黒髪の先を弄もてあそんだ。

「莉緒、怖い話キライだったっけ？」

「そんなことないけど……これはダメ。苦手な話」

　下を向いたまま首を振り、莉緒は言う。

　莉緒には嫌きらいな話があった。それは『生まれ変わり』の話だ。それは怪談としてだけではなく、たとえ感動的な話として語られていても嫌いだった。

「あー、わかるわかる」

「……それわかってないでしょ」

　適当に同意されて、莉緒はじっとりと視線を上げて友達を見る。

「わたしが何となく嫌いなだけだよ。そういう話。生まれ変わりとか、馬鹿みたい」

「え、何でー？」

「なんでって…………馬鹿みたい」

「……あんた何でも『馬鹿みたい』だから、わかんねー」

　けらけらと笑う友達。莉緒としてもそれ以上は説明できないし、する気もないので、曖あい昧まいに苦笑いして見せる。

　そうしていると、友達の一人が気がついて、言った。

「あー……莉緒、それあれでしょ。あんたの名前、死んだお姉さんと一緒ってやつ」

「えー！」

　途と端たんにざわつく少女たち。莉緒は別に隠かくしているわけではないので仕方なく、その言葉に頷うなずいた。

「……うん」

　その途端に皆の「えー！」という声は大きくなった。

「なにそれ、あんたの親最悪ー」

「まあね……」

　完全に同意だが、言われて楽しいものでもないので、莉り緒おはただ視線を落として、髪かみの毛の先を弄もてあそぶ。

　莉緒の両親は、赤ん坊の頃に事故死したというお姉さんの名前をそのまま莉緒につけた。

　死んだ〝莉緒〟の、生まれ変わりのつもりらしい。だがそんなのは両親の勝手で、莉緒にとってはただひたすらに複雑な気分だ。

　小学生くらいの時は大いに自分のアイデンティティに悩んだ。

　今も悩んでいないとは言い難がたい。

　だから莉緒は、生まれ変わりの話は嫌きらいだ。

　そんなものはない、と思っている。ない、と思いたい。できるだけ考えたくない。なので生まれ変わりの話は嫌いなのだ。

「……『生まれ変わり』なんか、ないよ」

　莉緒は、言った。

　その莉緒の思わず言ってしまった言葉に、新たな話題を提供された少女たちは、またてんでに思うところを述べて、盛り上がり始めた。

「まあ、ないよねー」

「えー、私はあると思うな」

「……」

　失敗した、と思ったが遅かった。

　まあそれでも、わざわざ話をやめさせて空気を悪くするほどのものではないので、莉緒は話題には参加せずに、聞き流すことにした。

　だが、

「でも……もし『生まれ変わり』がないなら、さっきの話は作り話ってことになるよねー」

　一人が言った。

　先程の噂うわさを提供した彼女は、ちょっと不満そうに、その作り話疑惑へ物もの申もうした。

「えー、そんなことないよ。本当にあった話だって」

　彼女は言った。

「えー」

「ほんとだって。私の友達の友達の、知り合いだもん。名前も分かってるし」

「えー、ほんと？」

「ほんとほんと。旦だん那なさんと子供のほうはわかんないけどねー、奥さんの方は、『リカさん』っていうの」

「えー」

「事件は新聞に載のったって言ってたもん。間違いないって……」

　そういう事件としての具体的な話ならば莉り緒おも興味があったが、どっちにせよ『生まれ変わり』がらみの話なので、莉緒はあまり聞かないようにする。

「……」

　だが、そうやって話題に参加せずに物思いをしているうちに、莉緒は少し、思い立ったことがあった。

　さっきの話を、お父さんやお母さんに話したら、どんな反応をするだろう？　と。

　生まれた莉緒に、無む邪じや気きに死んだ〝莉緒〟の名前をつけた両親が、こんな酷ひどい結果に終わった生まれ変わり話を聞いたらどんな感想を言うだろう？　と。

　少しは莉緒の苦しみに────思いが至って、くれるだろうか？　と。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生せい還かん者しやが多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏うらで被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくしてまた、さらなる〈童話〉が始まる。
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　　　一章　　森の城の姫の噂







　　　　１




　乱れた呼吸。

　張り詰める緊張。




　────ぽたっ、ぽたたっ、




　軋きしみそうな空気の中、だらりと下げた左腕うでの華きや奢しやな指先から、フローリングの床ゆかに、次々と血の珠たまが落ちる小さな音。

　冷え切った手と、その白い肌はだを伝う、赤く生温かい血。

　そしてそれが湧わき出す、腕の内側の白い肉に、カッターナイフで刻まれた、断面から染しみ出した血で象ぞう嵌がんしたかのように赤い、真ま一いち文もん字じの深い傷。

　ひりひりと焼けるような皮ひ膚ふの痛みと、芯しんを重く貫くような肉の痛み。




「…………くっ……！」




　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべてそれらを感じながら、苦痛と敵てき意いによって、その硬質な美び貌ぼうを険しく歪ゆがめた時とき槻つき雪ゆき乃のは、豪ごう奢しやなゴシックロリータの衣装に包まれた背中を背後のドアに押し付けて、真正面を睨にらみつけていた。

　立っているのは、夕暮れの薄うす暗がりが降りている、洗練された応接間。

　床も壁も柔やわらかい色の木調で統一され、中央に近代的なデザインのソファとテーブルが置かれている、据すえられた大きなアクアリウムがぼんやりと蛍けい光こう灯とうの白い明かりを漏もらすそんな応接間で、雪乃はたった一人、赤い柄えのカッターナイフを右手に握にぎり締めて前を見据すえ、じっと立っていた。

「………………！」

　追い詰められた獣けもののような視線の先には、部屋の前を横切っている廊ろう下かが露あらわになった、開けっ放しのドア。

　応接間と同じ内装で統一されている、おそらくはデザイナーの手によると思われる、木張りでありながら人工的な印象のある廊ろう下かは、白い光と濃い影が同時に床ゆかに落ちていた。

　それは都市の住宅としては破は格かくに広いその廊下に、壁に沿って等とう間かん隔かくに、金属製のラックと水すい槽そうが並べられているせいだった。廊下を強く彩いろどる、その人工的で不自然な陰影は、立ち並ぶ水槽それぞれを照らす蛍けい光こう灯とうの光が、夕刻という時刻を圧する明かりとそれにも増した濃こい影を廊下に落として作り上げているのだった。

　人工的で強く、しかしぼんやりとした、不安を煽あおる陰影。

　そんな無機質な白い光が漏もれ、どす黒い影が澱おりのように溜たまっている、開け放たれたドアの向こうに見えている、切り取られた廊下の一部。




　ふーっ、ふーっ……




　異様に静まり返った周囲の空気に、雪ゆき乃の自身の呼吸の音が響く。

　そして廊下に並ぶ、たくさんの水槽が立てている空気ポンプの「ぶぅーん」という耳障ざわりな音が空気に混じり、耳から入って鼓こ膜まくと脳を振動させて、そして意識にまで染しみ込んで、正気を削けずり取ってゆくかのように周囲に満ち満ちていた。




　ふーっ……




　雪乃はそんな光景を鋭い目で見据すえたまま、苦痛と敵てき意いと緊張に引き攣つった表情で、荒い呼吸を繰り返しながら部屋の中に立つ。

　毛を逆さか立だてて身構える手て負おいの獣けもののような、張り詰めた凶きよう暴ぼうな雰ふん囲い気きを全身から撒まき散らしながら、雪乃は視線をドアへと、そしてドアの陰になった廊下の奥へと、意識を集中させて、警けい戒かい心も露あらわに睨にらみつける。

　雪乃は追い詰められていた。

　気がついた時には、何もかもが遅かった。

　廊下の奥から、やがてここにまでやって来るであろう〝モノ〟。ここで止めなければならなかった。何故なぜなら雪乃が背にしているこのドアに向こうには、襲おそわれても何の抵抗もできない田たの上うえ颯さつ姫きたちが、息を潜ひそめて隠かくれているのだ。




『……さあ、あなたの恐怖と、憎ぞう悪おの準備はいい？』




　くすくすと、雪乃の耳元で亡ぼう霊れいの声が囁ささやく。

　肩かたの辺りにのしかかる冷気と翳かげり。そんな気配と共に、雪乃によく似た美び貌ぼうを、雪乃とは全く印象の違うゴシックロリータに包んだ時とき槻つき風かぜ乃のの亡霊は、嬲なぶるかのような暗く楽しげで艶なまめかしい笑みを、その貌に浮かべた。

『可愛かわいい雪ゆき乃の。しっかりなさいな。あなたの憎にくしみは、こんなところで負ける程度のものだったのかしら？』

「……うる……さい」

　雪乃の答える声は、余よ裕ゆうなく、かすれている。

　その呻うめくような雪乃の呟つぶやきが聞こえてしまったのか、颯さつ姫きの声が、背後のドア越しに、心配そうな声をかけてきた。

「ゆ……雪乃さん、大丈夫ですか？」

「……！」

　だが今の雪乃にとっては、それさえも邪じや魔まだった。

　気が散る。そして何より、そんなドアに張り付くほど近くにいられては、いざとなった時に危険だった。

「……颯姫ちゃん……危ないから、もっと下がった方がいいわ」

　怒ど鳴なりそうになっているのを押し殺した声で、雪乃は言う。

　その反応を見ながら風乃が『ふふ……』と意地悪く笑うが、雪乃は表情の苛いら立だちを濃くしただけで、それ以上は何も言わなかった。

　言えなかった。それどころではなかった。

　それほどに追い詰められていた。今まさに〝彼女〟はここに近づいて来ていて、そしてどこにも、逃げ場がなかった。

　完全に不意を撃うたれた。〝彼女〟は死んでいたはずだったのだ。

　そして雪乃が気がついた時にはすでに、この家は〝彼女〟が抱かかえていて溢あふれ出した〈悪夢〉によって、完全に〝隔かく離り〟されていたのだ。

　出られない。

　逃げられない。

　そして戦う準備も、万ばん全ぜんではない。

　全すべては〝彼女〟の〈悪夢〉のままに進んでいた。

　もうすぐここに現れるだろう〝彼女〟の『意のままに』ではなく────〝彼女〟がその精神に宿して周囲に撒まき散らしている、〝彼女〟自身の、『恐怖のままに』だ。







　────〈異端ヒアテイ〉。







　己の内にある、神と己との〈悪夢〉に吞のみ込まれた者。

　意識の底から〈悪夢〉を汲くみ出して撒まき散らす、忌いまわしい奇き跡せきの泉。

　最も悲劇的な加害者にして、最も悪質な被害者。

　来る。家の奥から。

「………………」

　息を潜ひそめる。耳を澄すませる。

　家の奥にわだかまる冷たく暗い静寂へと、感覚を研とぎ澄ませる。

　しん、とわだかまる家の静寂は、空っぽでありながら心臓を押さえるように重く、そして同時に静せい謐ひつで、その奥に何の動くモノの気配も感じられない。

　と────




　ぺたり、




　そのとき不意に雪ゆき乃のの耳に、ドアの向こうから小さく、湿しめった裸足はだしの足音が聞こえた。

「…………………………っ！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、雪乃の体内が緊張し、額ひたいに浮かんだ汗あせの粒つぶが、つ、と流れた。

　肌はだに汗を感じ、緊張と苦痛のため肩かたで息をしながら、それでも雪乃はきっとドアに目を据すえて身構えた。追い詰められた重い呼吸をするたび、自分の胸の中で肺が脈動し、口こう腔こうと喉のどを空気が通ってゆく感かん触しよくが、ありありと感じられる。




　ふーっ……ふーっ……




　じっと、待つ。

　左腕うでの傷はその間も、ずっと鼓こ動どうに合わせて、強く鈍どん痛つうを発して疼うずいていた。

　傷と傷の周りの肉はひどく熱を持っていたが、逆に指先は時間が経たつごとに、どんどん冷たく冷えていった。そんな冷たい指先を、ひどく生温かい血がつーっと伝い、そうする間にも次々と指の先で珠たまとなって、みるみるうちに肥こえ膨ふくらんで、自らの重みに負けて落ち、小さな重い音を立ててフローリングの床ゆかにぽつぽつと赤い斑はん点てんを穿うがっていた。




　ふーっ……ふーっ……




　体力と気力の、熱っぽい消しよう耗もう。

　それらが心身を蝕むしばんでゆく中で、雪乃はそれに耐え、じっと待ち構える。

　鋭く細めた目。張り詰めた意識と、景色けしき。

　そして、その意識と景色を、




　ぶぅー……ん……




　とポンプの稼か動どう音おんが、小さく絶え間なく、ノイズのようにかき乱し続けている。

　空気と聴覚を、うっすらと覆おおうノイズ。

　この絶え間ない振動性のノイズは心から余よ裕ゆうと集中力を、そしてさらには周囲の世界から現実感までをもじわじわと削けずり取り、その中で緊張に晒さらされている雪乃の精神をじりじりと消しよう耗もうさせていた。

　ただ水すい槽そうの蛍けい光こう灯とうに照らされるばかりの、夕闇やみが落ちた部屋とドア、そして廊ろう下か。

　ただそれだけの単純な景色けしきが、「ぶぅーん」というポンプの音と緊張の中で、徐じよ々じよに現実感を失っていき、立体感のない、ノイズがかった平面の映像のように見えてくる。

　そして、その現実感のない景色の中に響く、ひどく空々しい、足音。




　ぺた……




「…………………………！」

　じっと息を潜ひそめる。しかし怖おそれと緊張に張り詰めながらも気づいた時には、それを前にしている感覚にはまるで景色と意識に霞かすみの薄うす幕まくがかかったような、他人ひと事ごとのような現実感のなさと違和感とがへばりついていた。

　もっと適切に表現するなら────夢を見て、その光景を前にしているような感覚。

　まるで空気に見えない靄もやが混じり、それが現実を侵食して、全すべてを夢に変えていっているような、そんな感覚。

　世界が、現実が、意識が、濃度の強い夢に侵食されてゆく感覚。

　気づいた。これは今まさに〈泡ほう禍か〉の源泉たる〈異い端たん〉が〈悪夢〉を撒まき散らし、周囲の世界を歪ゆがめながら、ここへと近づいてきている気配だ。

　普通の人間なら、とっくに意識までも侵略されている強烈な〈悪夢〉の気配。

　静かなドアの向こう、まだ見えぬ廊下の奥から、空気が歪むような気配が、ゆっくりと、しかし圧倒的な圧力をもってこちらにやって来ている。




　ぺた……




「………………」

　静寂とノイズの奥から、小さな足音。

　ひどく大きく聞こえる、自分の呼吸と、自分の心臓の鼓こ動どうの音。




　ぺた……




　近づいてくる。

　ゆっくりと。ゆっくりと。




　ぺた……




　廊ろう下かの向こうから。そしてその時、ただ家具と水すい槽そうと血の臭においが微かすかに混じっているだけだった応接間の中の空気に、廊下から漂ただよってきた明らかに別種の臭いが強く混じって、むっ、と鼻の中へと流れ込んできた。

「っ！」

　それはつんと鼻を刺さす、強い焦げの臭いだった。

　布の焼けた臭いだった。

　革の焼けた臭いだった。

　それから、髪かみの毛の焼けた臭い。

　そして……肌はだが、肉が、酷ひどく焼け、焦こげた臭い。




　ぺたっ……




　それらが入り混じった強烈な臭いと共に、景色が歪ゆがんで見えそうなほどの異様な気配を纏まとわせて、〝あれ〟の足音が近づいてくる。

「……う……く……！」

　その臭いを吸い込んだ雪ゆき乃のは、カッターを持った手の袖そでで口を覆おおい、表情を歪めて、思わず小さく呻うめいた。

　みるみる意識の底から湧わき上がる自分自身の恐怖と、胃の底からこみ上げる不快感。

　雪乃の抱かかえる〈悪夢〉の一端である────人間の、焼ける臭い。




　ぺたっ……




　その臭いを放ちながら、また足音が、一歩。

「…………っ！」

　息を吞のむ。瞬まばたきが止まる。そんな目の前にある、壁を切り取ったかのように開け放たれたドアと、その向こうに見えるひどく現実感を欠いた印象の、水槽の照明に照らされて人工的な光と影に満たされた廊ろう下か。

　その廊下の床ゆかに、とうとう影が差した。

　陰になった廊下の横合いから、複数の光源に照らされて、輪りん郭かくがぼけた、酷ひどく縦たてに引き伸ばした人間の頭部の影が足音と共に顔を覗のぞかせた。

　そして。




　ぺた……




　足音が進んで、

　影が大きく前に出て、




　ぺた……




　光源で影が歪ゆがんで消え、

　とうとう入口の端はしに、生なま身みの人影が黒く垣かい間ま見みえて、




　ごく……




　と息を吞のみ、胃と心臓があまりの緊張と恐怖に痛いほど絞しぼり上げられて。

　引き攣つり、強こわ張ばった顔で目を見開いた目の前で────







　入口の向こうから、ミイラのように細く真っ黒な炭化した指がぬーっと這はい出して、ざり、と炭ヒフが砕くだける小さな音を立てて、ドアの枠わくを摑つかんで──────







　………………

　…………………………！
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「……えーとさ、敷しき島しま」

「おう？　なんだシラノ」

「夏休みの課題はさすがに写させてやれないけど、大丈夫？」

「おいおい何いってんだ安心しろよシラノー。今年こそはちゃーんと課題をやる、デキル男になりますよ。俺おれは」

「……白しら野の、この馬鹿は小学校の頃から毎年言ってたぞ」

「いやいや佐さ和わ野の、俺も高校生ですよ？　今年からはやるって」

「中学一年の時にもそう言ってたが」

「俺もさすがに懲こり……」

「噓うそつけ。敷しき島しまが学習したことを翌日まで覚えてるわけがない。『もしも』などあり得ない絶対事実だ。少しは考えて発言しろ」

「酷ひどい!?」

「あはは……」




　……そんな会話の記き憶おくを最後に、学校の友人たちとはしばらく会えない、白野蒼あお衣いの高校一年の夏休みが始まった。

　思えば夏休みというもののイメージは蒼衣の中で年々変わっている。小学校の頃は屋外と太陽と植物のイメージだった。

　それが、高校受験などが身に迫せまりだした中学二年あたりからだんだんと変わり始めた。そして今となってはすっかり、室内とクーラーと補習のイメージになってしまっている。

　小学校頃の蒼衣は、細部の記憶はかなり曖あい昧まいだが、夏休みにはよく母親に連れられて祖父母の家に遊びに行っていた。

　いわゆる里帰り。しかも両親共に田舎いなかを出て暮らしているため祖父母の家も二つあり、孫まごに会いたい双そう方ほうの祖父母のために両方へ帰っていたせいで、夏休みのほとんどを自宅以外の場所で暮らす、少年時代を過ごしていた。

　思い返せば小学校の頃の夏休みの思い出を占しめているのは、それぞれの田舎の自然と、田舎の家で宿題をやっていたこと。

　それから田舎の友達。だが、そうした祖父母たちも中学校卒業までの間にみんな亡くなってしまい、蒼衣自身も高校受験を控えるようになって、いつの間にか夏休みは学習塾のための時間になっていった。

　そうして、無事高校に入学して、今。

　蒼衣の学校は補助授業の多い進学校で毎日それなりに忙しく、しかも幸いなことに蒼衣自身も頭は悪くなかったため、どちらかというと蒼衣の成績よりも無趣味さの方を心配していた両親は、蒼衣を進学塾には行かせないことにした。

　つまりこの夏休みは蒼衣にとっては初めての、特にすることの決まっていない夏休みになるはずだったのだ。

　しかし蓋ふたを開けてみると、両親の危き惧ぐしていたそんな事態には、幸いにもならず、蒼あお衣いは夏休みが始まってからは、毎日決まって午後になると、制服を着て出かけていた。

　郷土史などを研究をしているという『部活動』のため。蒼衣のその説明を、両親は『年寄り臭くさい』と評したが、それでも息子むすこにできたジグソーパズル以外の打ち込む趣味を、心から歓迎した。

　……そして、今日も。




「蒼衣ー？　今日お父さん帰って来なくて、お母さんも夜出かけようと思うんだけど、晩御飯どうする？」

「えー？」




　蒼衣が玄げん関かんで靴くつを突っかけていると、母の圭けいの声が台所から呼んだ。

　靴を履はき、玄関に立った蒼衣は、家の奥に顔を向ける。この年頃の男子としては線の細い顔立ちに浮かんだのは困こん惑わく。ごく小ぢんまりとした建売住宅の、ダイニングキッチンまで直行の短い廊ろう下かの向こうで、のれんをかき分けて顔を覗のぞかせている母親に、蒼衣は軽く頭を搔かきながら表情そのままの答えを返した。

「そういうことはもっと早く言って欲しかったんだけど……」

「どうするの？」

　蒼衣の抗議などなかったかのように、再度、母は訊きく。

「今日も遅くなるんでしょ？　何かチンできるもの作っとく？　それとも、外で食べるか買うかする？」

　蒼衣は眉まゆを寄せて、少し考える。

「んー……じゃあ、買うか食べるかするよ」

「千円で足りる？」

「どうだろ」

「あ。あの綺き麗れいな子と食事する？　じゃあもっと要いるわよね。うふふ……」

「千円でいいよ……」

　妙みように嬉うれしそうに茶ちや化かす圭に、蒼衣は疲れたように肩かたを落として答え、上がり口から学校指定のスポーツバッグを持ち上げて、溜ため息いき混じりに肩にかける。

　………………




　　　　†




「食事かあ……」




　蒼あお衣いは、夏の街の下で白い日の光を、目を細めて見上げて、呟つぶやいた。

　直射日光以上に空気の熱に炙あぶられているような気もする昼下がりの暑しよ気きの中。蒼衣は電車を降りて駅を出て、いつもの道を、いつもの店へ向けて歩いていた。

　商店街から少し奥に入り、急に町並みが古くなる一角。

　塀へいの中に大きな庭木も目立ち、それらの葉が青々と日に照らされている光景のある道を、しばらく行った先にある建物、『神か狩がり屋や』へと向けて、蒼衣は歩いてゆく。

　やがて見えてくる、看かん板ばん。




『神狩屋──古こ物ぶつ・骨こつ董とう・西洋アンティーク』




　厳いかめしい文字でそう書かれた看板が下がる、白ペンキ塗りのモダンな古い建物。

　普段からとにかく薄うす暗い独特の印象がある、昭和時代の写真館を改装した、この古物屋。そんな様子をしたこの店は、夏の日差しの下にあってなお、明るく見えるどころか、かえって外から見える店てん舗ぽ内の暗さが強調されているという、妙みような有様になっていた。

　ただの通行人なら、中に入るのを躊ちゆう躇ちよするところだろう。

　だが、もうすでに勝手知ったる状態である蒼衣にとってはそんなことはなく、その暗さは自分の頭の上から降り注ぐ日光と、熱風のような空気から逃してくれる、ありがたい避ひ難なん所に見えた。

「こんにちはー」

　そして蒼衣は気候の良い季節には開けっ放しになっている、古くなってひどく音を立てるドアを開けて、そう奥へと呼びかけながら中に入る。心地よく肌はだを撫なでる影と空調の効いた空気。学校がある時も、ほぼ毎日放課後に通いつめていたこの〈ロッジ〉だが、夏休みになってからはどうかというと、その時間が単純に延びていた。

　昼から。あるいは朝から。

　休みに入った途と端たん、これ幸いと時間の全すべてを〈騎き士し〉としての活動に費やそうとする、雪ゆき乃のとできるだけ長く、一緒にいようとしてだ。

　しかし今のところ、蒼衣のその目もく論ろ見みは、思っていたほどには成功していなかった。

　夏休みによって活動の時間が増えたのは、蒼衣と雪乃だけでなく、実は学校には行っていない颯さつ姫きも────子供が平日に出歩いても怪しまれないため────むしろ蒼衣と雪乃以上にあちこちの〈ロッジ〉から引っ張りだこになっていて、その付き添いとして雪乃が出ていることが、かなり多かったせいだ。

　……そういう現実が、最初の蒼衣の呟きの、背景になる。

　蒼衣としては雪乃を食事に誘うのは望むところだが、その時に雪乃が暇ひまかどうかは、正直なところ分からなかった。

　現に昨日きのうも、夕方になってから急に颯さつ姫きが遠方の〈ロッジ〉に呼ばれて、雪ゆき乃のはそれについて行ったばかりだ。今日には帰って来ているはずで、そういう意味では今日はチャンスではあるのだが、今日もそうならない保証はない。そして仮に誘ったとしても雪乃がそれに応じるかは、雪乃の都合以上に保証はないのだった。

　そして、




「こんにちは。来ました」

「やあ、白しら野の君。今日もお疲れ様」




　そんなことを考えながら店に入った蒼あお衣いに、カウンターの店主が応じた。

　神か狩がり屋やこと鹿か狩がり雅まさ孝たかは、いつも代わり映えしないよれよれのシャツに時代錯さく誤ご気味な印象のベストを着込んで、空調が効いていてもなお埃ほこりっぽい古道具の匂においが染しみ付いた商品棚だなが立ち並ぶその奥、レジカウンターに座って、何かの帳面から顔を上げた。

　神狩屋は蒼衣が来たことで、帳面の記入に使っていた、磨みがきぬかれた万年筆をカウンターに置く。

　その以前聞いたところでは、かなりとんでもない値段がする、古いながらも手入れが行き届いた万年筆に比べて、神狩屋自身は例のごとく自分の身を構いつけていないようで、若白髪しらが混じりの髪には今日も寝ね癖ぐせの痕あとがあった。

　棚に並ぶ古道具のように、いつもの光景だ。

　そしてもう一つ、今日はここに、普段はいないことが多い、もう一つの生きたアンティークがいた。

「あ……」

　いつも蒼衣たちが使っている、カウンター脇わきの丸テーブルに。

　その椅い子すの一つには、いつも通りの颯姫や雪乃の姿はなく、代わりに普段は奥の書庫に閉じ籠こもるようにして過ごしている幼い少女────夏なつ木き夢ゆ見み子この、大きなウサギのぬいぐるみを抱だき締めて、膝ひざに乗せた分厚い童話の本に目を落としている、アンティークドールのような姿が、ちょこんと座っていた。

「今日は夢見子ちゃん、こっちに出てるんですね」

「ああ、うん」

　蒼衣の言葉に、神狩屋は頷うなずく。

「白野君がうちに来てから、結構状態がよくなってるんだ。感謝してるよ」

「いえ……」

　自分のことを横で話題にされても微動だにせずに本に目を落としている、過去の災さい厄やくで心が壊こわれた少女。

　蒼あお衣いの返答は一応謙けん遜そんだが、しかし同時にそうではない部分も大きい。

　自分が夢ゆ見み子この症状の好転に寄与している自信は、蒼衣には未だにないのだった。

「こんにちは、夢見子ちゃん」

　蒼衣はいつものように反応のない夢見子にそう話しかけて、それから隣となりの椅い子すの脇わきに、自分のバッグを降ろす。

　そして顔を上げると神か狩がり屋やに顔を向け、

「あの、ここにいないってことは、雪ゆき乃のさんと颯さつ姫きちゃんは……」

　と、入って来た時にまず思ったことを、そう言って訊たずねた。

「ああ、うん。あれからまた別の〈ロッジ〉からお呼びがかかってね。今朝けさそっちに向かってしまったんだよ」

　蒼衣の問いに、神狩屋はどこか済まなそうに答えた。

「……やっぱり」

　ここに二人がいないということは、そんな気がしたのだ。母親が余計なことを言ったせいで少し意識していた蒼衣は、まあそんなもんだよなあ……と肩かた透すかしをされた気分になって、軽く溜ため息いきをつく。

「颯姫ちゃん、大忙いそがしですね……」

「そうだね。颯姫君には申し訳ないけど、便利だから〈血脈リニツジ〉なんだ」

　蒼衣の溜息を別の意味に解釈して、神狩屋も溜息をついた。

「そもそも〈断だん章しよう〉は自由に使えない人が大半だし、ほぼ自由に人の記き憶おくを消すなんて仕事ができる〈断章保持者ホルダー〉も、ごく僅わずかだからね」

「あ、いえ…………はい」

　蒼衣はそれでも特に誤解は解かず、頷うなずく。

「良くないことだとは思いつつ、どこも颯姫君たちには頼りっきりだ。しかも最近、一人減ってしまったわけだから、残された颯姫君の負担も増えてしまった。どうにかしたいんだけど、どうにもならないのが現状だ」

「はい……」

　その事件を目の前にしていたがゆえに、頷くしかない蒼衣。蒼衣たちが抱かかえる〈断章〉の中でも特に有用で、母系遺伝する〈断章〉を血筋として残した〈血脈〉。その持ち主である颯姫は、ついしばらく前に同じ〈血脈〉である妹を目の前で失ったばかりで────ただでさえ悲しいその出来事があった上、その妹がカバーしていた区域にも颯姫たちが出向かなくてはならなくなったのだ。

　自分の記憶を自分の〈断章〉に喰われ続けている颯姫。

　明るい彼女はそれらの辛つらさなど、おくびにも出さない。

　時々困ったように、笑うだけ。

　そして蒼あお衣いは、死んでしまった妹のことを彼女がちゃんと憶おぼえているのかどうか、本人に訊たずねることが、その返事を聞くのが怖くて悲しくてやるせなくて、あれから今まで、ずっとできないでいたのだった。

「……どうにかしたいですね」

「そうだね」

　二人、溜ため息いき。

　だがそれ以上、そのことについて建設的な話題は続けることができない。

「……とりあえず、お茶でも淹いれよう」

　少しの沈ちん黙もくの後、神か狩がり屋やは打ち切る宣言とも言えるように、話題を変えた。

「待ってるといいよ。夜までには、雪ゆき乃の君も颯さつ姫き君も帰ってくるはずだよ」

「はい……」

　そして神狩屋はレジカウンターに手を置いて、「よっ……」と小さく掛け声をかけて妙みように年寄りくさい動作で、椅い子すから立ち上がろうとした。

「あ、僕が淹れますよ」

　蒼衣は、慌あわてて言う。

「お仕事中でしょうし、僕がしますよ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。問題ないよ」

　神狩屋は曖あい昧まいに笑って手を振ったが、そのときカウンター奥にある戸の向こうから、古めかしい電話のベルが鳴る音が聞こえて、途と端たんに神狩屋の表情が困った。

「……どうぞ」

　蒼衣は、神狩屋を電話へと促うながす。

　神狩屋はそれを見て小さく肩かたを竦すくめ、

「じゃあ、お願いするよ」

　と済まなそうに言って、ぱたぱたと小走りに、戸のすぐ向こうの電話台で鳴っている家電話へと向かって行った。

「……ふう」

　蒼衣は奥へ引っ込む神狩屋を見送ると小さく息をついて、それからテーブル近くの戸と棚だなに、ティーセットを出すために向かった。

　とりあえず今は何も考えたくなかった。蒼衣は紅茶を淹れる作業に集中する。

　トレイに載のった紅茶の道具一式を取り出し、夢ゆ見み子この座る丸テーブルへ。カップもティーポットも本格的だが、やり方は本格とはほど遠く、箱の中からティーバッグ入りの茶葉を三つ取り出して、そのままポットの中に放り込む。

　そして棚の電気ポットから、ティーポットに直接お湯を。

　ただしお湯の量だけは、目分量であっても几き帳ちよう面めんに見る。

　同じ紅茶淹いれでも、これを気にするのは蒼あお衣いと、それから颯さつ姫きだけだ。神か狩がり屋やも、それから雪ゆき乃のも、お湯の量さえいい加減だ。

「ん」

　空調の効いた古道具屋の空気の中に、温かい紅茶の香りが広がる。

　そんなティーポットをテーブルに置くと、蒼衣はレジカウンターの壁にかかっている古い時計で時間を見、抽ちゆう出しゆつを待つまでの時間を確認して、ふとずっと本に目を落としたままの夢ゆ見み子こを見た。

　ビスクドールのようにひらひらの服を着て、人形のように動かない夢見子。

　抱だき締められた、『不思議の国のアリス』に出てくるウサギの大きなぬいぐるみは、まるで人形が人形を抱いているようで、微笑ほほえましさと同時に違和感も感じさせる。

　そして、

「あ……お茶菓が子し、どこだろ」

　蒼衣はそこで、それに思い至った。

　多分、こうしている夢見子は外界への反応が薄うすいので、直接お菓子を握にぎらせるまで、ずっとこのままだ。

　ティーセットはいつも同じ場所だが、お菓子はすぐに減って無くなるものだ。

　そして買い足される時に同じ場所にあるとは限らず、時々は冷蔵品だったりもするので、置いてある場所が一定しない。少なくとも今まで見ていたティーセットの近くには見当たらなかった。

「台所……かな……」

　ひとり呟つぶやいてそちらの方を見やる、蒼衣。

　あるいは戸と棚だなの別の場所。もしそうなら、手間が省けるのだが。

　そうして……一いつ瞬しゆん迷った蒼衣が、戸棚の方へと戻ろうとした、その時だった。

　目を離した蒼衣の腕うでを、




　きゅっ、




　と夢見子の小さな体温の高い手が急に摑つかんで、蒼衣は呼び止められたように振り返り、そのまま夢見子を見下ろしたのだった。

「ん？　何……」




　途と端たん、目が合った。




「……!!」

　大きく見開かれた夢ゆ見み子この目。ぞっ、とそれを見た瞬しゆん間かん、背中に怖おぞ気けが走った。

　そのとき反射的に感じたものは、例えるなら作り物の人形が目を離した瞬間顔を上げ、それと目が合った時に感じるものと同種の恐怖だった。意思も感情もないはずのモノが突然明確な意思をもって、自分を見ているのに気づいた、そんな恐怖。

「………………あ……」

　そして、その誤認とも言える恐怖を慌あわてて自分の中から消し去った、その時。

　蒼あお衣いは不意に、気がついた。

　誤認ではない、本当のモノに。

　腕うでを摑つかみ、目を見開いた無表情で自分を見上げている少女、その手首を──────







　少女が膝ひざに置いている本のページの間から悪夢的に細く白い腕が伸ばされて、ぎし、と摑んでいる光景が、はっきりと目に入ったのだった。







「…………………………っ!!」

　空気が凍こおった。ぞわ、と全身に、鳥とり肌はだが広がった。

　その光景に声もなく、しかし振りほどくこともできずに、その場で摑まれたまま硬こう直ちよくし、瞬まばたきもできずに目を見開いた。

　停止した空気に、顔の皮ひ膚ふが引き攣つるほどの恐怖の感情が満ちる。

　ひっ、と息が止まる。心の壊こわれた少女の中に残された、色濃い〈悪夢〉の景色けしきが、形を持って現れて、少女の腕を摑んでいる。

　そして────




　ぞろ、




　とページの間から、びらびらとした骨のない、ひしゃげた白い指が這はい出して。

　目を見開き、息を吞のんで硬直している目の前で、ちろちろと舌したのように数すう瞬しゆん、蠢うごめいて。

　直後、




　ぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろぞろ、




　とページの間から爆発的に嵩かさを増して湧わき出し、鍋なべが吹きこぼれるようにページを押し上げて盛り上がり、引きずり出すようにその根元のひしゃげた長い腕うでを這はい出させて、何本も何本も何本も本の縁ふちから垂れ下がって──────




「──ひっ────!!」




　悲鳴を上げる寸前の息を大きく吞のんだその瞬しゆん間かん、突然背後で古い戸が開く、騒そう々ぞうしい軋きしんだ音が立った。

「……っ!!」

　顔を引き攣つらせて思い切り振り向いた。しかしそこに見えたのはさらに現れた〈悪夢〉ではなく、どこか真剣な表情をした神か狩がり屋やで────その瞬間に蒼衣の周りにあった異常な空気は、幕が落ちたように消えてなくなっていた。




「な…………」




　言葉にならない、蒼衣。

　すぐさま振り返って夢ゆ見み子こを見たが、彼女の膝ひざの上にある本は、何の異常もなくそこにあるだけで、いま見たものは錯覚のように消えてなくなっていた。

　一いつ瞬しゆん何事かと驚く、神狩屋。

　しかし蒼衣たちの様子から、すぐに神狩屋は異常と、何が起こったのかを、完全に悟さとった様子だった。

　この状態で起こったであろうことと言えば、一つしかない。

　夢見子がその小さな心身に抱かかえている〈断だん章しよう〉────すなわち、近くにいる人間がこれから巻き込まれることになる、大きな〈泡ほう禍か〉が形作る『童話』を予言するという、〈グランギニョルの索引ひき〉と名づけられた彼女の〈悪夢〉の欠片かけらが引き起こす異常現象。

「か、神狩屋さん…………今……」

「うん、わかってる」

　神狩屋は眼鏡めがねの奥の目を鋭く細め、すでに作っていた厳しい表情をさらに厳しくして、まずは夢見子に歩み寄ってその前にしゃがみ込んだ。

　視線の高さを合わせるようにして夢見子を覗のぞき込み、その小さな肩かたに手を置き、そして神狩屋はそのまま夢見子の様子を気き遣づかいながら、蒼衣に向かって真剣な声だけを向けて、話しかけてきた。

「白しら野の君、こうなったからには、もう決まりだと思う」

「な、何がです……？」

「君の助けが必要だということがだよ」

　神か狩がり屋やは蒼あお衣いの引き攣つった問いにそう答え、言葉を続けた。

「いま連絡があって、雪ゆき乃の君と颯さつ姫き君が今日向かった先で、不測の〈泡ほう禍か〉に巻き込まれたそうだ。白しら野の君指名で応援のお願いが来たんだよ」

「僕ですか!?」

「現場が〈泡禍〉で隔かく離りされて、出られなくなったらしい。僕もこれから向かおうと思うんだけど、白野君、来れるかい？」

「…………！」

　一いつ瞬しゆん答えに窮きゆうする蒼衣。

　そして蒼衣は、夢ゆ見み子この膝ひざから童話の本が、章題の扉とびら絵えを開いたまま、床ゆかへすべり落ちるのを見た。




『いばらひめ』




　床で開いたページには、色鉛筆調の挿さし絵えと共に、そうタイトルが書かれていた。

　蒼衣は、それを無言で見下ろす……




　　　　†




　……こうして、夏休み最初の、この事件は始まった。

　そしてこれは────蒼衣がこれまで学校の生徒として過ごしてきた九年ばかりの中で、最も長く、そして同時に最も早く過ぎ去った夏休みの、始まりでもあった。
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　　　二章　　茨の内の眠の城
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　　　　グリム童話『いばら姫ひめ』




　むかし、王さまとお妃きさきさまがありました。

　二人には子どもがおらず、いつも「なんとか子どもが欲しいものだ」と言いながら暮らしていました。

　ところがあるとき、お妃さまが水浴びをしていると、蛙かえるが一匹ぴきあらわれました。

　そして、

「お妃さまの望みは叶かなうでしょう。すぐにお姫さまがお生まれになりますよ」

　と口をききました。

　蛙の言った通り、お妃さまは美しい女の子を産みました。

　王さまは大いに喜んで、大きなお祝いの宴えん会かいを催もよおすことにしました。

　これには親しん戚せきも友達も顔見知りもみんな呼ばれただけでなく、神じん通つう力りきをもった賢女たちも呼ばれました。しかし賢女たちはこの国に十三人いましたが、彼女たちの食事につかう黄金の皿は十二枚しかないので、一人は呼ばれませんでした。

　立派な宴会が終わると、賢女たちは赤ん坊のお姫さまに、贈り物をしました。一人めが美徳を、二人めは美しさを、三人目は富をという風に、この世の望ましいものをめいめい呪じゆ文もんを唱となえて、それぞれ贈りました。

　こうして十一人が贈り物を終えたとき、いきなり十三人めの賢女が入ってきました。一人だけ呼ばれなかったこの女は、誰にも挨あい拶さつなどせずに、

「お姫さまの運命は、十五歳さいになると紡錘つむに刺さされて死ぬことになるだろう！」

　と声を張り上げ、そのまま大広間を出て行ってしまいました。

　あまりのことに皆が恐れおののいていると、十二人めの賢女が進み出ました。彼女はまだ贈り物をしていませんでしたが、さすがにこの不ふ吉きつな呪のろいは取りのぞけず、しかし和やわらげることはできるので、

「お姫さまは死ぬのではなく、百年のあいだ死んだように眠ねむり続ける」

　と言いました。

　王さまはお姫ひめさまのために、国じゅうの紡錘つむを焼いてしまうようにお触ふれをだしました。

　さて、そのお姫さまですが、賢女たちから贈られたものが残らず現れて、美しくて淑しとやかで親切で賢い、誰もが可愛かわいがらずにいられないお姫さまになりました。

　こうしてお姫さまが十五歳さいになった日のこと、王さまとお妃きさきさまがお出かけして、お姫さまが一人でお留る守す番ばんをすることになりました。お姫さまはお城を歩き回って見物し、やがて古い塔とうを見つけました。せまい階段を上がり、小さな戸を見つけて開けると、そこには紡錘を手にしたおばあさんが一人座って、麻あさをつむいでいました。

「おばあさん、こんにちは。何をしているの？」

「糸をとっております」

　お姫さまが声をかけると、おばあさんはそう答えました。

　お姫さまは初めて見る、回っている紡錘に手をのばしました。するといつかの呪のろいの言葉の通りに、紡錘が指に、ちくりと刺ささりました。

　そのとたんに、お姫さまはそばにあった寝台にたおれこみ、眠ねむりに落ちてしまいました。深い眠りはお城じゅうに広がって、ちょうど帰ってきた王さまとお妃さまも、宮中の人たちも、馬も、犬も、鳩はとも、蠅はえも、それどころか竈かまどの火と焼肉も、しくじった小こ僧ぞうをひっぱたこうとしたお料理番も、そのまま寝てしまいました。

　風も眠ってしまい、お城の周りでは葉っぱ一枚動かなくなりました。

　そんなお城の周りには茨いばらが生いけ垣がきのように伸び始め、日に日に高くなって、とうとうお城が見えなくなるほど覆おおってしまいました。

　眠っている美しいお姫さまの言い伝えが、国じゅうに広がりました。

　お姫様はいばら姫と名づけられ、それを聞きつけた方々の王おう子じたちがやって来ましたが、茨を抜けて無理矢理中に入ろうとしても引っかかって、誰も上手うまくいかず、中で動けなくなってむごい死に方をするのでした。

　そうして何年も何年も経たったある日のこと、一人の王子がこの国にやって来て、おじいさんがいばら姫の伝説を話しているのを耳にしました。

　王子さまは、

「何を恐れることがあるだろう。ひとつ行って、その美しい姫に会ってこよう」

　と言いました。

　止めるおじいさんの話も、王子さまは聞きませんでした。

　しかしこの日、ちょうど百年の年月が過ぎていて、いばら姫が目を覚ますことになっている日が来ていたのです。

　王子さまが茨の生垣にやって来ると、そこには大きな花が一面に咲いていて、ひとりでに道を開けました。きず一つつかずに王子さまが中に入ると、庭には馬や犬、屋根には鳩、台所にはお料理番が小僧をひっぱたこうとした格好のまま、下働きの女はにわとりの羽根をむしろうとした姿のままで眠ねむっていました。

　奥へ入ってみると、広間には家け来らいたちが、玉ぎよく座ざの近くには王さまとお妃きさきさまが倒れて眠っていました。そして王おう子じさまが最後にあの塔とうにやってくると、そこにはいばら姫ひめが横になって、眠っていました。

　姫があまりに美しいので、王子は姫に口づけしました。

　するとそのとたん、いばら姫の目がぱっちりと開きました。

　二人が連れ立って塔をおりると、王さまが、お妃さまが、家来たちが目を覚ましました。庭では馬が、犬が、鳩はとが、壁の蠅はえが目を覚まし、台所の火と焼肉が燃え出し、お料理番が小こ僧ぞうをひっぱたき、下働きの女はにわとりの羽根をむしりました。

　王子さまといばら姫のご結婚式が、立派にあげられました。

　二人は生涯、幸せに暮らしたということです。




　………………




　　　　†




　その打ちっ放しのコンクリートでできた近代的デザインの大きな家は、一見すると箱のように、あるいはあえて嫌いやな言い方をするならば巨大な墓ぼ石せきのように見えた。




「ここが……」




　その日の夜遅く、〝現場〟に到着した蒼あお衣いは、上部に鉄てつ条じよう網もうが取り付けられ、その奥に庭にあるらしい竹林の頭を覗のぞかせている、高い塀へいに囲まれたその家を前にして、それ以上の言葉を続けられず、ぽつりと呟つぶやいた。

　最初は、颯さつ姫きはこんなところまで〝応援〟に出なければならなかったのかと驚いたほどの、新幹線まで使った遠方の都市の住宅街。

　そこに建つ、その蒼衣の住む町でもたまに見るデザイナーの手によるらしい浮いた外見の家の周りは、すでに何がしかの〈効果エフエクト〉によって無人となり、颯姫や神か狩がり屋やに応援を頼んだのだろう〈ロッジ〉の出迎えと思われる、一人の女性以外には誰も存在しない、異様な静けさに満ちた空間になっていた。

　そして……




「や、神狩屋サン、ご足そく労ろうかけちゃったね」




　近くでタクシーを降り、ここまで歩いて来た蒼あお衣いと神か狩がり屋やを、家の前に立っていた女性が軽く手を上げて出迎えた。

「どうも」

　神狩屋が会え釈しやくを返す。蒼衣もその隣となりで頭を下げ、挨あい拶さつする。

「はじめまして」

「ん」

　女性は軽いのか鷹おう揚ようなのか、その中間くらいの気安さで蒼衣の挨拶に応こたえる。眼鏡めがねをかけて黒髪かみを長く伸ばし、猫ねこを思わせる妙みように人ひと懐なつっこそうな笑みを浮かべたその女性は、Ｔシャツにズボンという服装も相あいまってだろうか、年ねん齢れいが定かではない奇き妙みような印象を蒼衣に与えた。

　言ってしまえば背の高い夏休み中の中学生にも、小こ柄がらな休日のＯＬにも見える。

　自然と蒼衣の態度も、曖あい昧まいなものになる。

「あ、えーと……僕は……」

「白しら野の蒼あお衣い君でしょう？　知ってる知ってる」

　自己紹しよう介かいしようとする蒼衣に、女性は悪戯いたずら者ものっぽく笑って、それを制した。

「え……」

「んふふ、不思議そうな顔してるね。なんせ私は君たちにお仕事頼んだこともあるからね。よーく知っているのだよ」

　女性は、機き先せんを制されて戸と惑まどっている蒼衣に含み笑いをしてそう言うと、どこか満足げに胸を張って、手を握あく手しゆの形に差し出して自己紹介をした。

「私はリカ。君の〈友達の友達〉だよ。よろしく」

　そして女性は「にしし」とアニメに出てくる猫ねこのような表情で目を細めて笑った。

　慌あわてて蒼衣も手を出して、そしてリカの自己紹介に応じる。

「そ、そうなんですか？　誰の……」

「さあ……？　誰だろうねえ？　もしかしたら友達の、友達の友達かもしれない」

　蒼衣の問いに、リカはとぼけた表情で言う。

　何を言っているのか分からない。蒼衣はその言動に翻ほん弄ろうされ混乱する。からかわれているとしか思えなかった。

「……え、あの……えーと……」

「んふふ、わけわかんないか。ごめんねー、でも事実なのさ」

　楽しそうに、リカは笑う。

「それが私の〈断だん章しよう〉なのだよ。私は毎日寝るたびにいろんな人生を送ってる〝リカ〟の夢を見て、その半分ぐらいはひっどい死に方して目ぇ覚ますんだけど、どうもそれは全部実在する〝リカ〟で、ほんとに起こってることみたいなんだよねえ……」

「……!?」

「まあ要するに〝私リカ〟はどこにでもいて、だいたい誰かの知り合いの知り合いの知り合いくらいにはいるってわけ」

　まともに想像もできない、途と方ほうもない話に蒼あお衣いは絶句する。

「んで、その夢も目が覚めるまでは本当にその人生と区別つかなくて、目が覚めてから初めて気づくから、ここでこうして話してる私がどこかの〝リカ〟の夢なのかも、正直全然わかんないんだなあ……これが」

　大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて見せる、リカ。

「……」

「ありゃま、ヒいちゃったか」

　そして何を言っていいか分からない蒼衣を見て、リカは澄すましたような、とぼけたような表情を作った。

　神か狩がり屋やが困った顔をして、リカをたしなめる。

「毎回初対面の子を煙けむに巻こうとするのはやめてください」

「いいじゃん、一応ほんとの自己紹しよう介かいだし」

　ふふん、と笑い返すリカ。

「何千何万の〝リカ〟をやってても、本当の私がどれかは私も知らない。こうして自己紹介してる自分でもホンモノかどうか分かんない自己紹介だから、し甲が斐いがなくてねー。聞かされた人の反応見て楽しむくらいしか、自己紹介の楽しみがないのですよ神狩屋サン」

　外国映画のように両手を広げるジェスチャー。

「時と場合によります」

「うん、まあ、私のことはもういいや」

　それでも渋しぶる神狩屋に、リカは何事も無かったかのように話を変え、親指で自分の後ろに建つあの家を指差した。

「……てなわけで、私がここの家で起こった問題の解決に君たちを呼んだ、〈ロッジ〉の世話役やってる〈友達の友達〉のリカです。〈チェシャ猫ねこ〉なんて呼ぶ人もいるね」

「チェシャ猫……？」

「ま、何でもいいよ。とにかく状況を説明すると、うちの〈騎き士し〉がこのお宅に出た〈泡ほう禍か〉の〈潜せん有ゆう者しや〉に攻撃をくわえちゃって、その後あと処しよ理りをお願いしに君んとこの颯さつ姫きちゃんにお出まし願ったわけですよ」

　リカは言う。

「〈潜有者〉も死んじゃったので、一緒に〈葬そう儀ぎ屋や〉さんも呼びました。ところが死んだと思ってた〈潜有者〉がいきなり〈異い端たん〉になって生き返って、全員、ここのご家族もろともお家の中に隔かく離りされちゃったのです」

「はい……そこまでは聞きました」

　そこまでの事情は、蒼あお衣いも聞いている。

「ありゃま……って、まあ当たり前か」

　リカは口を曲げる。

「まあそんなわけで、これをどうにかできそうな人材がうちにいないから、白しら野の君にお願いすることにしたわけ。中では『まだ自分だけでやれる』なんて言って意地張ってるけど、無理だよねえ？　死なない〈異端〉なんてさ」

「！」

　蒼衣の眉まゆが寄った。

「死なない？」

「そ。ついさっき分かったんだけど、何やっても死なないの。で、そいつの〈泡ほう禍か〉が家を隔かく離りしてるから、そいつをどうにかしなきゃ外に出られないってわけ。入れるんだけどね、出られないのよ」

　お手上げ、と手を広げるリカ。

「今まで二人ほど入ったみたいだけど、出てこないね」

　そんなリカに、神か狩がり屋やが訊たずねる。

「……中との連絡は？」

「電話は通じる。でも携帯は無理っぽい」

「なるほど……」

　考え深げに神狩屋。

　つまりどういうことなのか、蒼衣はもうすでに把は握あくしていた。入ったら最後〈異い端たん〉をどうにかしないと出られない。そして中にいるその〈異端〉は、話をそのまま信じれば、攻撃を加えたくらいでは死なないということ。

「……だから僕なんですね」

　蒼衣は言った。

「そ。話が早くて助かるわ」

　リカは蒼衣の言葉を聞いて、笑みを浮かべた。

「君の〈断だん章しよう〉は、条件さえ揃そろえば直接〈泡禍〉そのものを消せるんだよね？　だったら今のところ私が呼べる範囲で、この場所をどうにかできる可能性が一番高いのは君かなあ、と、このリカさんは思ったわけですよ。

　君のやり方以外では、方法は中の〈異端〉を殺しきるか、〈異端〉が〈泡あわ〉を汲くみ上げる狂気のリンクが自然消滅するのを待つのが普通。でも実際に中ではまだ奴やつを殺せてないし、〈異端〉が終了するのを待つには時間がかかりすぎる。短くて数日。運が悪ければそれこそ数百年かかったりね。いつまでかかるか分からないものをいつまでも隠かくしとけないし、入るのは自由だけど出られないなんていう危ないモン、放置もできない」

　そしてリカはすたすたと蒼あお衣いに触ふれそうなほどの近くに歩み寄り、悪人っぽい笑みを浮かべて、蒼衣の顔を覗のぞき込んだ。

「そういうわけなんだけど……やってくれるかな？」

「わかりました」

　蒼衣は即答した。

　だが、すると逆に言われたリカの方が、きょとん、とした顔になって蒼衣を見つめ、そして顔を上げて神か狩がり屋やを見た。

「……なんか神狩屋サンから聞いてたイメージと違うなあ。あんまり〈騎き士し〉っぽくない子だったんじゃなかったっけ？」

「そうですよ」

　神狩屋は答える。

「普通の生活をしたいと願って、かつそれを実践できていながら、強制もされずに〈騎士〉をやってる人は、少なくとも僕はあまり知りません」

「そう？　うーん、まあそうか……」

　どこか不満そうに、リカ。

　そんな勝手な感想を言われていることには構わず、蒼衣はリカに言った。

「あの、中の『死なない〈異い端たん〉』というのは、雪ゆき乃のさんが？」

「うん、そう。確認したのはあの子。殺しきれなかったのも、まだやれるって意地張ってるのも、両方ともね」

「じゃあ、雪乃さんは怪け我がしてますね……」

　蒼衣は溜ため息いきをつく。

「そうなるね」

「だったら────僕が引き受けない理由は、どこにもありません」

　蒼衣は、言い切る。







　　　　２




　リカが電話をかけて、応援を入れることを中へ伝えた。




「……これで全部ですか？」




　蒼衣はその傍かたわらで自分の持ってきたバッグだけでなく、医療品や食料品など中に持って行くための物資を詰め込んだバッグを肩かたにかけ、さらに手にもぶら提さげて立ち、リカと神狩屋にそう訊たずねた。

「うん、それだけだ。すまないね、白しら野の君。君だけ行かせるようで」

「いえ」

　実際その通りなのだが、蒼あお衣いは答える。

　特に苦にはしていない。自分の日常に影響が出ない限り、蒼衣は基本的に人の頼みは断れない性質たちだし、人のために働くのは好きで、そして何より雪ゆき乃のを助けるためならば、少々危険な所に向かうくらい厭いとうつもりはないのだった。

　そして世話役であり、また夢ゆ見み子こを家に残してきた神か狩がり屋やは、いつまで出られないかも分からない場所には行けない。

「仕方ないです」

　蒼衣は言い、肩かたからずれた荷物を担かつぎ直して、目的の家を見上げる。

　こうして見る限りでは、ただ静かに立っている家だ。これが中で異常現象が起こっている外界から隔かく離りされた家であるなどとは、こうして見る限りでは、想像もできなかった。

「………………」

　蒼衣の住む町よりも星が濃い、吸い込まれそうな夜空を背にして建っている、四角いコンクリートの家。

　今になって、不安が湧わき上がる。

　しかし、やめる気など、毛もう頭とうなかった。

　蒼衣は深呼吸で心の中に湧き上がるものを追いやり、済まなそうな神狩屋と、表情の読めないリカを振り返ると、

「それじゃ」

　と言って、玄げん関かん先にある腰こしほどの高さの門の格こう子しに手をかけて、力を込めて押し開けた。




　かしゃん、




　と音を立てて、門の錠じようが外れる。




　　　　†




　神狩屋たちの目の前で門が閉じると、入った蒼衣の姿が自然に見えなくなった。

　角を曲がったわけでもなく、視界の通らない扉とびらの中に入ったわけでもない。しかし、神隠かくしのように目の前で消えてしまったにも関わらず、神狩屋はそれを何の異常とも感じず────普通に中へ入って行った蒼衣の無事を祈いのって────そして数秒後に自分の認識のその異常に不意に気がついて、ぎょっ、となって息を吞のんだ。

「！　こういうことですか……」

「そ。こんな感じで〝隔かく離り〟されてるのですよ、神か狩がり屋やサン」

　リカが説明する。

「精神作用には特に耐性が強いはずの、〈保持者ホルダー〉の僕らでさえこれですか……」

「過信はできないってことだねー」

　神狩屋は眉まゆを寄せ、不安そうに、そして不ぶ気き味みそうに、無人の静かな玄げん関かん先を見ながら呟つぶやくように言う。

「わかってはいたつもりですが……」

「……」

　そんな神狩屋をリカは見る。

　そしてうっすらと笑みを浮かべて、表情を曇らせている神狩屋に訊たずねた。

「心配？」

「当たり前です」

　そのリカの問いに、渋しぶい顔で神狩屋は答えた。

「ならず者を飼かうのが趣味で世話役をやってる、あなたとは違うんです」

「よく言うなあ。ほんとはこの世のことなんかどうでもいいくせに」

　珍しく明らかに非難する口調で言う神狩屋の言葉に、リカはそう言い返すと、悪意のある猫ねこのように目を細めて、にいっ、と歯を覗のぞかせて笑って見せた。




　　　　†




　門の内側に入ると、その瞬しゆん間かん、




　がしゃん！




　と蒼衣の背後で、門の格こう子しが勝手に閉じた。

「っ！」

　ぎょっとして蒼衣は振り返る。しかしすぐに、蒼衣は再び意を決すると、元のように前を向いて、家の玄関へと目を向けた。

「……」

　そこは目の前に壁、背中に塀へいが聳そびえる、玄関先の小さな空間だった。

　蒼衣は家を見上げる。この家は外から見る限り、家をＬ字型に囲むかなり広い庭があるように見えたが、しかしそのスペースを捻ねん出しゆつするためだろうか、家の建つ位置が思い切り表に寄せられていて、玄関先の空間はほとんどなく、表玄関と庭とが全く繫つながっていないという、閉じた構造になっていた。

　冷たい印象をしたコンクリートの壁と、剝むき出しのそれに嵌はめ込まれるようにしてある、温かい風合いをした木の玄げん関かんドア。

　その中で蒼あお衣いは、「閉じ込められた」という印象を、ほぼ反射的に持った。

　意味もなく、必要以上の不安が胸の中に湧わき上がる。動かそうとした足が重い。蒼衣はドアまでのたった数歩の距離を、やけに時間をかけて、ゆっくりと歩み寄り、そしてドアの横のインターフォンの前にようやく立った。




『Makita』




　木とコンクリートがコンセプトなのだろうか、インターフォンの横には色の薄うすい木の板に濃い色の木でアルファベットを象ぞう嵌がんした、洒落しやれた表札が出されていた。

　この住宅地には広い敷地を持った家が多く見られたが、古い家が多い中で、この家は全く古さがなく、何となく住人が相当の高所得者であることが窺うかがえる。

　そんな家を訪ねることに躊躇ためらいを覚えながら、蒼衣はインターフォンのボタンを押す。

　あまり聞いたことのないタイプの、軽やかなチャイムの音。すると蒼衣の到着を待ち構えていたらしく、ドアの向こうから「そっちから開けてくれる？」と女性の声が聞こえ、蒼衣がそれに従ってドアを開け中に入ると、その直後にいきなりドアが、背後でバネ仕掛けでも仕込んでいたかのように、ばしん！　と先ほどの門と同じように激しい音を立てて閉まり、蒼衣は思わず飛び上がった。




「しばらくね。白しら野の君」

「……可か南な子こさん」




　中で待っていたのは喪も服ふくを着た、微笑ほほえむ若い女性だった。

　戸と塚つか可南子。異常な状態になった被害者の死体処理を請うけ負っているフリーの〈騎き士し〉である、通称〈葬そう儀ぎ屋や〉の、助手を務める女性。

　ここに〈葬儀屋〉が来ていることは知らされていたが、可南子が迎えに出てくることは想像していなかった。可南子はそのたおやかなラインをした喪服の腰こしにくくりつけられている、数本の鉈なたをぶら下げた無ぶ骨こつな革ベルトを揺らしながら、玄関に立ち尽くしている蒼衣を、家に上がるようにといざなった。

「どうぞ」

「すいません……って、わ、すごいですね」

　蒼衣はまず、驚いた。

　家の中はコンクリート打ちっ放しの外とは違い、廊ろう下か以降は内装全面に木が張られて、柔やわらかいトーンの木の建物風になっていた。

　そして広い玄げん関かん。そもそも玄関のドアが大きく、土間になる部分もこのような現代的な家屋としては破は格かくに広い。廊下もおそろしく幅がある。しかしどちらも元の広さよりも、かなり狭くなっていた。大きな水すい槽そうが置いてあったからだ。

　家の中には、ぶうーん、と水槽のポンプの音が空気に染み付くように響き、水槽を照らす蛍けい光こう灯とうの明かりが通路と玄関を照らしていた。

　玄関の土間にはひときわ大きなアクアリウム。そして廊下にもずらりと、玄関のものと比べれば小さいものの、十分に大きいと言える水槽が、両手の指では数えられないほどの数、二段に据すえつけられて並んでいた。

　廊下のアクアリウムは、砂利じやり、水草、流木などを組み合わせた、非常に凝こった美しいものだった。そしてそんな、瞬しゆん時じに目を奪う夢のような水中景観の中を泳いでいるのは、目も覚めるような鮮あざやかな赤い色をして、華はなやかに大きな鰭ひれを広げた、素人しろうと目めにも素す晴ばらしい形をした優ゆう雅がな金魚の群れだった。

　廊下に並ぶ水槽も、玄関のものほどは作りこまれていないが、同じ。

　金魚。そしてそれだけではなく中には水の量が控えられた水槽も置かれていて、そこには金魚ではなく、手のひらに乗るほどの丸々と大きな緑色のカエルが、流木を渡して作られた陸地の上に、大人おとなしく座っていた。

　見るからに情熱と時間と、お金を注つぎ込んだ趣味。

　蒼衣はしばし呆ぼう然ぜんと、それらを見つめた後……それどころではないことを思い出して、慌あわててかさばるバッグを水槽に気をつけながら玄関の中に入れて、上がり口に置いた。

　そして、

「……えーと……家の人は？　それから雪ゆき乃のさんは？」

　可か南な子こに訊たずねる。

　前もって住人の構成は聞いている。この家に住んでいるのは、ご主人と奥さん、そして高校一年生の長女と、小学六年生の長男、それからご主人のお母さんの五人だ。

　ご主人は数年前に独立して成功した会計士で、奥さんは主婦。

　裕ゆう福ふくだが家は一つ問題を抱かかえている。二年ほど前に家族は元は会社経営者宅だったこの家を中古で買って引っ越したのだが、当時中学生だった長女は転校後の学校に馴な染じめず不登校がちになり、何とか高校に入ったものの改善はせずに、ついに二ヶ月ばかり前からはほぼ引きこもり状態になっているということだった。

　明と暗のある、五人家族。

　そして〈異い端たん〉というのは────その中の、奥さんだった。

　話によると、たまたまリカがこの家の姉弟を知っていたらしい。その関係でこの家に降りかかった〈泡ほう禍か〉を知り、そのまま〈騎き士し〉を送り込んだり自分が乗り込んだりして解決を図ったのだが、そのうち〈潜せん有ゆう者しや〉だった奥さんが錯さく乱らんして子供らに危害を加えようとしたため、奥さんが〈異い端たん〉になりかかっていると判断した〈騎士〉が、やむを得ず攻こう撃げきを加えて殺害したのだという。

　そして解決を見たと判断し、後あと処理のために颯さつ姫きと〈葬そう儀ぎ屋や〉を呼んだ。

　しかし双そう方ほうが到着した、事件の翌日に当たる今日────どう見ても死んでいる状態だった奥さんが蘇ってこのような事態になったのだった。

「家族はようやく落ち着かせたとこよ。切れる寸前の糸だけど」

　可か南な子こは靴くつを脱ぬいでいる蒼あお衣いを待ちながら、そう蒼衣の問いに答えた。

「時とき槻つきさんは……うん、まあ、似たようなものね」

「……何となくわかります」

　蒼衣はその答えを聞いて、そう言った。軽い嘆たん息そく。

　そして「おじゃまします」と、家人のいない玄げん関かんで挨あい拶さつをして家に上がろうとした時、まだ肝かん心じんの質問をしていないことに気づく。

「あ、それで……例の奥さんの方は、どうなってますか？」

　蒼衣がそう問うと、先導しようとしていた可南子は軽く蒼衣を振り返って、少しだけ声を低くして、囁ささやくように答えた。

「拘こう束そくしてるわ。拘束していると言って差さし支つかえない、くらいの意味だけど」

「……？」

　一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せる蒼衣。

　しかし、

「あ、そうか……」

「そう。〈異端〉を動けなくしても、〈泡禍〉が止まるわけではないから。それでも居場所まで分からなくなるよりは随ずい分ぶんましね」

　納得する蒼衣。可南子は頷うなずいて、廊ろう下かの先導を始める。

「もっとも〈異端〉というだけでメーターはとっくに振り切ってて、あとはどれだけましでも誤差みたいなものだけどね」

「そうですね……」

　ついて行きながら、答える蒼衣。

　こうして〈異端〉について話し、そのことについて思うと、蒼衣は覚かく悟ごをしていたのにも関わらず、気分が重くならざるを得なかった。

　全すべての〈騎士〉は、場合によっては人を殺さなければならなくなる。

　つまりは〈異端〉。被害者が被害者のまま最悪の加害者に転じ、その名で呼ばれるモノになった時、どんなに良心が咎とがめようが気分が悪かろうが、そこで殺さなければさらなる被害が止まらなくなるのだ。

　そして最初から〈異い端たん〉がいると分かってやって来たいま、蒼あお衣いはここに人殺しに来たということになる。新たな被害者を助けるため。仲間を助けるため。そして何より雪ゆき乃のを助けるため。しかしどんなにそう正当化してみても、『普通』の人間である蒼衣の胸の奥底に、重いしこりができるのは、どうにも止めようがなかった。

　これから会うここの家族は、それを分かっているのだろうか？

　蒼衣がお母さんを殺しに来たと知って顔を合わすのだろうか？　そのことを理解してなお、そんな蒼衣を許してくれるのだろうか？

　少なくとも絶対に、普通の人間を見るようには見てくれないだろう。

　蒼衣はそれが何よりも憂ゆう鬱うつだった。気分が重かった。

　そして────




「…………この部屋よ」




　そんな蒼衣の気分とは関わりなく、ほどなく蒼衣たちは、玄げん関かんからほど近くのドアの前に辿たどりついた。

　小さな擦すりガラスの窓が四角く穿うがたれた、シンプルだがセンスを感じさせるドア。それは統一された同じデザインのドアが並んでいる、区別がつかないドアのうちの一つだったが、可か南な子こが案内したそこだけは、他とは間違えようもない明らかな目印があった。

　その周りだけ、床ゆかが、壁が、天てん井じようが、焼け焦こげていたのだ。

　部屋の前で派は手でに火を焚たいたような痕あと。ここで誰が、何をした痕こん跡せきなのか、もはや簡単に予想がついた。

「……」

　僅わずかに表情を硬くする蒼衣の前で、可か南な子こがドアをノックする。

「彼、来たわよ」

　そして可南子は部屋の中へそう声をかけると、ドアノブを握にぎり、そのまま蒼衣の内心を突き放すように、あっさりと押し開けた。

「あ……」

　中は、応接間だった。

　蒼衣の家のような普通の住宅にはあり得ない、そしてあっても似合わない、まるでデザイン事務所の一角にあるようなイメージの、洗練された応接間。

　スチール製のソファとテーブルが真ん中に据すえられて、金魚の泳ぐ美しい水すい槽そうが置かれて、観葉植物もぬかりない。しかし部屋の中では明らかに何か大きな騒さわぎがあった痕跡があり、床に血の痕あとと、土とも炭すみともつかない黒い粉が大量に散乱していて、応接セットもよく見れば位置をぞんざいに直したような微び妙みような乱れがあった。

　そしてその応接間に、二人の少女が。




「あ、白しら野のさん、来てくれたんですね！」




　蒼あお衣いが部屋に入ると、ハーフパンツに鮮あざやかな色のシャツを着て、髪かみにカラフルなヘアピンをいくつも挿さした小学校高学年ほどの少女が、嬉うれしそうに笑顔を浮かべてぱたぱたと駆かけ寄って来た。

「うん、来たよ。颯さつ姫きちゃん」

　不安に曇っていた顔に頑がん張ばって笑顔を浮かべて、蒼衣は颯姫に応こたえる。

　元気そうで安心する。となると問題はもう一人の方で、蒼衣は颯姫の肩かたに手を置きながら、そちらの方へと目を向ける。




「…………………………」




　ソファの上で片膝ひざを抱かかえて、テーブルの上のカッターナイフを暗い目で見つめているゴシックロリータの少女を。

「雪ゆき乃のさん……」

「……」

　呼びかけるが無視された。雪乃の硬質な美び貌ぼうは頑かたくなで、スカートの漆しつ黒こくの布地ごと膝を抱えている腕うでには真新しい包ほう帯たいが巻かれて、真新しい血が滲にじんでいた。

　本当は「助けに来たよ」と言いたいところだが、そんなことを言えばどれだけ機き嫌げんを損ねるか分からないのでやめる。しかしそうなると話しかける言葉が思いつかない。蒼衣は颯姫の肩に手を置いたまま、困った表情で、雪乃を見つめるしかなかった。

「……」

「雪乃さん、白野さん来ましたよー」

　颯姫が無む邪じや気きに、雪乃に話しかける。

　しかし雪乃は反応しない。颯姫が「どうしましょう？」とでも言いたげな様子で蒼衣を見上げて、首を傾かしげる。

　蒼衣も同じ思いだった。ただ蒼衣は、こうしている雪乃の無言の内に渦うず巻まいている思いが、どんなものであるかは想像がついていた。

　雪乃の口が、聞こえないほどの小さな言葉を紡つむいで動く。そしてそれは蒼衣の想像を裏付けたため、特に読どく唇しんなど特技にしていない蒼衣にも、雪乃が何を呟つぶやいたのか、簡単に読み取ることができた。




　──────『ころす』




　そう。

　殺す、と。







　　　　３




　……話はしばらく遡さかのぼる。

　今朝けさ早くに時とき槻つき雪ゆき乃のがやって来た時、この家は〈泡ほう禍か〉に襲おそわれた直後の家の、典型的な状態になっていた。




「しばらくね、時槻さん、颯さつ姫きちゃん」

「ええ」

「はい、おはようございます」




　すでに到着していた〈葬そう儀ぎ屋や〉の道具を横目に、可か南な子こと挨あい拶さつを交わした家の中。

　そこに広がる空気は、玄げん関かんにいながらにしてそれと分かるほど、異常な災さい厄やくに見舞われた直後の、絶望感と緊張感を混ぜたような虚うつろで重い独特の沈ちん黙もくに満たされていた。

「二人とも、遠くからご苦労様」

「そちらも」

　そんな中で、雪乃は可南子と労ねぎらいの言葉をかけあう。

　ゴシックロリータの衣装を着た雪乃と、喪も服ふくに鉈なたを提さげた可南子。異様な格好をした二人は初めて来たはずの他人の家で、まるでこの家には住人などいないかのように、どちらも一切の遠えん慮りよなしに振る舞っていた。

　こんな空気になっている家は、たいてい家の主人である住人が、主人として機能していない場合がほとんどだ。この家も、例のごとく家人の姿は見えず、そして雪乃もやはりこういう場所に来た場合の例のごとく、何が起こったのか聞きもしない。

　必要なことだけ聞けばいい。

　この家の主婦が〈異い端たん〉になりかかっていたので殺害されたということくらいなら、雪乃も聞いている。

　しかし終わった〈泡禍〉には、雪乃は興味がない。

　今どうなっていて何をすべきかならともかく、何が起こったかなどは、雪乃は聞く必要がないと思っていた。

「被害者は片づけ中？」

　代わりに雪ゆき乃のが訊たずねたのは、現在のこと。

「まだ準備中。あと……見ない方がいいわ」

「喜んでそうさせてもらうわ」

　可か南な子この答えと忠告にそう言葉を返して、重ねたバケツを両手に提さげて奥に運んでゆく可南子を見送り、雪乃は後ろを振り返る。

「……で？　私たちは何をすればいいの？」

「ん？」

　訊たずねた相手は、玄げん関かん先に立つリカだ。

　リカは白襦じゆ袢ばんに朱しゆ袴ばかまを穿はき、そして鏡や托たく鉢はつ僧そうの袋のようなものやらを首からかけて、巫女みこにしては怪しい格好で、何か企たくらんでいる猫ねこの表情で笑っていた。

　雪乃の記き憶おくでは、リカは過去に一度だけ会ったことのある〈ロッジ〉の世話役だった。

　詳くわしくは知らないが変わった〈ロッジ〉で、所属メンバーが全国に散っており、主にインターネットで連絡を取り合っているという、担当区域が不明確な〈ロッジ〉の代表者だということだった。

　そしてまた記憶によると……性格的にあまり合いそうにない人物。

「ああ、うん。颯さつ姫きちゃんにはねー、ちょっと過激なものを見ちゃった、小学生の息子むすこさんの記憶を消してあげて欲しーんだな」

　雪乃の質問に、リカはひとつ頷うなずくと、とぼけたような表情と口調で、そう答えて詳しい説明を始めた。

「息子さん、いろいろ怖いことがあった挙あげ句くに、お母さんに殺されそうになってねー。そのうえお母さんを、うちの〈騎き士し〉がド派は手でに殺しちゃってさ。目の前でお母さんがルチオ・フルチも真まっ青さおな状態に……って今の子はフルチなんて知んないか。映画監かん督とくなんだけど」

「知らない。興味もないわ」

「あらら。まーともかくそんなわけで、小学生にはちょっとキッツイものを見せてしまったわけですよ」

　リカは言う。

「それも、どうでもいいわ」

　切って捨てる雪乃。

「それより、記憶を消すのはその子ひとりでいいの？」

「うん、その子だけでおっけー。いまんとこ旦だん那なさんは奥さんを失しつ踪そう扱いにすることに同意してくれています」

　表情も相まって、説明するリカの口調はどこか楽しげに聞こえる。

　元々そういう話し方をする人間なのだと、これまでで十分に分かっているが、それでもやはり雪ゆき乃のはどことなく、リカという人間の言動は何というか虫が好かなかった。

「……することは、それだけでいいのね？」

　なので雪乃は、素そっ気けなく言う。

　リカは答える。

「そだよ。悪いねー。終わったら携帯に電話してくださいな。場合によっては、そのまま帰ってもいいから」

「……」

　しかしそれを聞くと雪乃は、思わず訝いぶかしげな顔になった。

「……立ち会わないの？」

「他ほかにもいくつか手配しなきゃいけないことがあってねー、ちょっと席せき外はずさなきゃなんないのですよ」

　わざとらしい溜ため息いき。

　事情は分かった。雪乃はそれだけ聞くと、リカから早々に背を向けた。これ以上彼女と話す意義を感じなかった。

「そう。じゃあ、さっさと片付けることにするわ」

「ん、よろしく」

　そんな雪乃の態度を気にした風もなく、飄ひよう々ひようと家を出て行ってしまうリカ。

　雪乃は何となくむっとして、しかしその事実そのものに対して不ふ愉ゆ快かいな気分になって、ポニーテール気味に束たばねた黒髪かみと黒いレースの豪ごう奢しやなリボンを大きく揺らして振り返り、家の奥へと向き直った。

「……さっさと終わらせて帰りましょう」

　そして雪乃は、颯さつ姫きに言う。

「あ、はい」

　雪乃は不ふ機き嫌げんを露あらわにしてしまったつもりだったが、颯姫から見ると普段とあまり変わりがないようで、颯姫は特に気にした風もなく、ずっと物珍しげに見つめていた玄げん関かんのアクアリウムから目を離して元気に返事をした。

「今日も頑がん張ばりますよ」

「そうね。お願い」

「早く終わらせて、帰って、白しら野のさんに会いたいですねー」

「…………何でその名前が出てくるのよ」

「え？　毎日会いたいからです。もし……忘れちゃったら困るから」

「……」

「ほんとは……ナイショですけど、他の人の記き憶おくを虫に食べさせるのも、ちょっとだけイヤなんです。その人が忘れて、私も忘れちゃったら……せっかく会ったのに、なかったことになっちゃうから……」

「………………そうね」

　玄げん関かんでそんな話になる二人。そして不意に重い話になってしまい、雪ゆき乃のは思わず、頷うなずく以外の返答に困る。

　やはりさっさと終わらせて帰るべきだ。

　雪乃はそう思う。そして頭の中で、この役目を終わらせるための算段を始めた。

　いくら話を通してあるとは言え、リカがいない状態では、自己紹しよう介かいや説明は最初から自分でしなければならない。どうやらリカは〈騎士団オーダー〉のセオリー通り霊れい能力者としてこの家に接せつ触しよくしていたようなので、それを踏まえてどのような切り出し方をするか、雪乃は口上と、何通りかの対応を素早く頭の中で組み立てる。

「……」

　異常な状況の中、異常な初対面で思考停止させ、そのまま用件を済ませる。

　それが一番面めん倒どうがない。一応最初からそのつもりではあった。そのためにわざわざこの服を着てやって来たのだ。

　変更はなかった。雪乃は短い思考の淵ふちから顔を上げる。

　そして雪乃が、交渉事ごとをするために意識を切り替えて、家に上がろうとした時────







「────うわああああああああっ!!」







　悲鳴。

　男性の声。

　家の奥から。

「!?」

　びくっ、とその声に颯さつ姫きが震ふるえ、顔を上げた雪乃の表情が緊張し────そして再び沈ちん黙もくが降りたその時、家の中に満ちている空気はたった今までのものとは全く変質した、凍こおりついたような恐怖と騒そう然ぜんとした修しゆ羅ら場ばの緊張感を同時に含んだ、異様な沈黙に支配されていた。




「………………………………………………」




　玄関に落ちる、沈黙。

　悲鳴が聞こえてきた家の奥、ドアが立ち並んで、突き当たりで曲がっている廊ろう下かを見つめたまま、雪ゆき乃のは玄げん関かんに立ち尽くす。

　聞こえるのは、自分の呼吸の音。

　そして廊ろう下かの奥、彼方かなたから、床ゆかを踏み鳴らし争うような、くぐもった音。

　そして音は、すぐに止やむ。

「……颯さつ姫きちゃん」

　雪乃はそこまで確認すると、低く潜ひそめた声で、颯姫にそう囁ささやいた。

「外で待ってて」

「……」

　颯姫は緊張した表情で素直に頷うなずくと、そっと雪乃から身を離して、背後のドアから出ようとした。

　が……

「あ、あれっ？」

　途と端たんに颯姫の切せつ羽ぱ詰つまった、戸と惑まどいの声。何があったのかと振り返ると、颯姫はドアの取っ手に手をやったまま、何度か動かそうとして、そしてしきりに鍵のあたりを確認していた。

「……颯姫ちゃん？」

「あ、開かないんです……おかしいな……あれ？」

　颯姫は焦あせって答える。

　見たところ鍵もかかっていない。颯姫に手を貸すため、雪乃は仕方なく微かすかな苛いら立だちと共にドアに手をやったが、そうして雪乃が力を込めてドアを押した瞬しゆん間かん、予想もしていなかった異常なことが起こった。

　勢いよくドアが開いて、そして、止まったのだ。

　確かに異様に重く感じたドアは、しかし雪乃が渾こん身しんを込めた力に負けて開いたのだが、しかし勢いよく開いた直後に外し忘れたドアチェーンが伸びきったような感かん触しよくでガツンと開くのが止まって、そして────




　開いたドアの隙すき間まと、そこから覗のぞく表の門に、びっしりと扉に絡みつく、無数の白くふやけた指が──────




「………………!!」

　ばん！　と雪乃は、反射的にドアを閉じた。

　異様な光景。ドアと壁の間でドアチェーンのように伸びきった指。表の門の鉄の格こう子しに、蔓つる草くさのように絡からみついた骨のない、白く長い指と腕うで。

　激しくなる心臓の鼓こ動どう。冷や汗あせが吹き出す。

　びん、と伸びきった指の肉がドアを止めた生々しい感触が手に残り、無意味と知りつつ、思わずドアに鍵をかける。

『ふふ……〝隔かく離り〟されてるわね』

　荒い息をつく雪ゆき乃のの耳元で、亡ぼう霊れいの声が囁ささやいた。

『無理をすれば出られると思うけど、たぶん大変よ？　これは尽きない悪夢だもの。焼いても焼いても、根を切るまで生え続ける蔓つただわ。どうする？』

「……！」

　うっすらと笑う風かぜ乃のの語る、回りくどい言葉の意味を、今この時の雪乃は、すぐさま違たがわずに理解した。

「〈異い端たん〉……!?　何で？　殺したはずでしょう？」

『さあ？』

　雪乃の疑問を、風乃はくすくすと嘲あざ笑わらった。

『でも、これだけは言えるわ。本当の狩人かりうどなら、他人が言う「殺した」なんか鵜う吞のみにしないで、自分の手で殺した〝死〟だけを、信用すべきじゃないかしら？』

「くっ……！」

　焦あせりと苛いら立だたしさ。雪乃はまとわりつく姉の亡霊と、その苛立たしさを振り払うように振り向いて、異様な気配が満ちる廊ろう下かの奥を、射るような視線で睨にらみつけた。

「……ここで待ってて」

　そして颯さつ姫きに、一言。

「え……？」

　颯姫は戸と惑まどって聞き返したが、もはや雪乃はそちらを見ずに、カッターを取り出して旅行鞄かばんを放り出し、ブーツを履はいたまま廊ろう下かへと駆かけ込んだ。

「ゆ、雪乃さん!?」

「……」

　背中に颯姫の声を聞いたが、後はもう耳に入るのは自分の暴力的な足音だけだった。

　そして激しい足音と共に、雪乃は自分の中に敵てき意いと憎ぞう悪おを加速させ、それがさらに足音を加速させた。凶きよう暴ぼうな風のようにゴシックロリータが翻ひるがえる。

　……そう、その通りだ。愚ぐ問もんだった。

　ここに〈異端〉が生きているなら、何をすべきかは考えるまでもないことだった。

　どうしてか、など、興味も意味もないはずだった。在あるなら殺す。ただそれだけ。簡単な問題。ただそのためだけに、雪乃は存在している。




「────〈私の痛みよ〉」




　廊下を駆ける。

　口の中で呟つぶやく。




「〈世界を焼け〉────」




　きちきちとカッターの刃はを押し出す。ブーツが廊ろう下かを踏み鳴らす足音が響き渡り、曇った刃の表面が、通り過ぎる水すい槽そうの明かりに照らされて、鈍にぶく輝く。

　水槽の照明が、トンネルのランプが流れてゆくように次々通り過ぎて行く。

　そして廊下の突き当たりを曲がり、思いのほか長く延びている曲がり角の向こうの廊下を、雪乃は走そう破はして────そして騒さわぎが起こったと思われる一番奥のドアに、蹴けり破らんばかりの勢いで駆かけ寄って、その中へと踏み込んだ。




「!?」




　部屋は風ふ呂ろ場ばの前の脱だつ衣い場じよで、一組の喪も服ふくの男女と、一人のポロシャツ姿の男性がいた。

　男女の方は〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子こだ。二人は大きなドラム式洗濯乾燥機の置かれた広い脱衣場で、それぞれ大振りの鉈なたを抜き身で握にぎり締めて、警けい戒かいの表情も露あらわに、風呂場へのドアに向かって身構えていた。

　雪乃が飛び込んで来ても巨きよ軀くの〈葬儀屋〉は微び動どうだにせず、可南子もちらりと目を向けてきただけだった。しかしもう一人の、三十代後半ほどの初めて見る男性はそうではなく、思い切りうろたえて声を上げ、最初の悲鳴が彼のものであることが知れた。

「な……!?　なんだ？　誰なんだ！　俺おれの家に……お前……!!」

「申し訳ないけど、挨あい拶さつは後のほうがいいと思うわ」

　ポロシャツに、細身の眼鏡めがねの男性。

　さりげなくどちらもブランドが見て取れるが、格好だけならどこから見ても休日のお父さんといった風ふ情ぜいの彼を、この家の主人と見て取って、雪乃は淡々と伝える。

「な……!?」

「何があったの？」

　そしてそれ以上は彼を無視して、雪乃は可南子に訊きく。

「生き返ったの。遺い体たいが」

「……」

　緊張した声で返って来た可南子の答え。雪乃の眉まゆが、強く寄った。

「〈葬儀屋〉さん……？」

「違うわ。瀧たきはまだ何もしてない」

　反射的に連想した雪乃の疑惑を、可南子は即座に否定する。

　そして雪ゆき乃のが理解する暇ひまも、詳くわしい話を聞く余よ裕ゆうもなく、その直後に全面擦すりガラスの脱だつ衣い場じよのドアの向こうに、滲にじみ出すようにして人の影が現れた。

「………………っ!!」




　ぴちゃっ、




　そして音を立ててガラスの向こうで動いた影は、半ば人の輪郭をしていなかった。

　風ふ呂ろ場ばに大きな窓があるのだろう、十分すぎる明かりが風呂場の様子を透すかせる擦りガラスには、ズタズタに引き千切った肉を人の骨格にへばりつかせたような輪郭をした、明らかに普通ではない色をした、赤い斑の人影がぼんやりと立っていた。




「…………………………!!」




　しん、とその瞬しゆん間かん、部屋の中の空気が凍こおりついた。

　静まり返る風呂場の脱衣場。そこにいる誰もが、擦りガラス越しに見えているその光景を前にして、息を吞のむ音さえ聞こえてしまいそうな沈ちん黙もくを作って、一言も発せず、身動きすることもできなかった。

　この静せい寂じやくが破れれば、全すべてが取り返しのつかない形に動き出してしまいそうな恐怖が、この場を支配していた。見てしまえば、確実に全ての勇気が崩ほう壊かいして絶叫してしまうだろう、そんな恐ろしいモノしか予感させない影が、たった一枚の、薄うすい擦りガラスの向こうに立っているのだ。

「…………………………………………!!」

　張り詰める、破は裂れつ寸前のガラスのような空気。

　しかし息をするだけで肺に圧迫感を感じるほどのこの緊張状態の中でも、時間は止まっていなかった。

　事態は崩壊こそしないまでも、ゆっくりと、ゆっくりと恐怖の臨りん界かいへ向けて確実に動いていた。擦りガラスの向こうの影は、ゆっくりと、ゆっくりと、少しずつ大きく、濃くなっていっていたのだ。

　近づいて来ているのだ。

　擦りガラスで乱された輪りん郭かくが、暈ぼかされた色彩がだんだんと鮮明になって、崩くずれた輪りん郭かくを、中身を晒さらした色彩を、見たくもない悲ひ惨さんでおぞましく壊こわれた人間の姿を、だんだんと露あらわにしていった。




　ゆら、




　とした歩みに、ゆら、と輪りん郭かくから垂れ下がった、皮と肉が揺れる。

　明らかに異常な位置にずれた髪かみの毛がゆらゆらと揺れて、髪の毛の先にぶら下がった塊かたまりが、輪郭に当たって、湿しめった微かすかな音を立てる。




　……ゆら、




　と足取りに揺れる、輪郭。

　その表面を覆おおう、白い死んだ皮ひ膚ふの色と、赤い真新しい中身の色と、ばらばらになった服の色を繫つなぎ合わせた吐はき気を催もよおすパッチワークの色と模様が、だんだんと見て取れるほどに露あらわになり始めていた。

「…………………………!!」

　動けなかった。

　息ができなかった。

　ゆっくりと近づいてくるおぞましい物体への恐怖と、そして緊張に、肺が、呼吸が、全身の筋肉が、強く強く締め上げられて、動きを止めていた。

　ガラスドア越しに眩暈めまいがするほどの異様な気配が流れ出して、空気が染まっていった。

　猛もう烈れつな〈悪夢〉の気配が、脱だつ衣い場じよの空気を、そしてその中にいる人間たちを吞のみ尽くして、現実を歪ゆがめ、認識を歪め、それと共にその中にいる自分の感覚が歪んでゆくような、強い眩暈を感じた。

　やがて、




　にちゃ……




　と、とうとう崩くずれた肉がドアを摑つかむ。

「………………!!」

　全員が息を吞む。緊張が加速する。その緊張の中で、擦すりガラスにべったりと生肉の色が張り付いて、決して見たくない表面に晒された断面を露わにしながら、脂あぶらと血と体液の痕あとをなすりつけて、ずるずると蠢うごめいた。

　そして。




　────かちゃ、




　ドアノブが、回った。

「……」

　可か南な子こと〈葬そう儀ぎ屋や〉が、無言で視線を合わせ、頷うなずき合った。

　しん、と沈ちん黙もくが、張り詰める。

　そして────




　きい、




　とドアが開かれて、擦すりガラスの向こうからずたずたになった人間の肉の混合物を、大きくずらして頭蓋骨に張り付かせた状態の、しかしそんな状態でも明らかに生きている恐ろしい人体が顔とも呼べぬ顔を出して──────




　にちゃ、




　と出で鱈たら目めに継つぎ接はぎされた肉が動いて、顔面にびっしりと張り付いている生肉色の蟲むしが一いつ斉せいに動いたような、本来の形とはかけ離れたおぞましい表情を作った。

「……!!」

　瞬しゆん間かん、雪ゆき乃のは叫んだ。

「〈焼け〉っ!!」

　耐え切れずに爆発したような大きな叫び。それと同時に雪乃は握にぎり締めたカッターナイフを振るって、自分の腕うでの皮ひ膚ふの上を、思い切り走らせた。

「っ!!」

　薄うすい鉄の刃はが擦こするように皮膚の上を滑すべって、そのまま皮と肉を切り裂さいて筋すじにまで切り込んで、なぞる。瞬間、電気が走るような、激しい痛みとおぞましい感かん触しよくを混合した感覚が腕から指先まで、そして頭の中までを貫いて、直後に火のような痛みが傷口から広がって、皮膚の張りに引っ張られて口を開けた肉の断面と、その周辺の神経を焼くように苛さいなんだ。

　刹せつ那な。




　轟！




　と擦りガラスの向こうが一面炎ほのおの色に変わり、ドアから覗のぞいた部分も瞬またたく間に渦うず巻まく火か焰えんに巻かれて炎と火の粉こを噴ふき出した。肉が焼け、血が沸ふつ騰とうして焦こげる身の毛もよだつ音が上り、髪の毛が焼け肉が焦げる、猛もう烈れつな臭においが炎の熱と共に吹き上がった。

『うわああああああああああああああああっ!!』

　家人と〈異い端たん〉の悲鳴が混ざって空気を揺るがし、世界を塗り潰つぶした。

　血の気が引くようないつもの光景。しかしこの日は少し違った。この〈雪の女王〉と名付けられた〈断だん章しよう〉の効果。それは〝彼女〟に対して本来よりも遙はるかに効きき過ぎて────そして同時に、全く効かなかったのだ。

　まず〈異い端たん〉は膨ぼう大だいな〈神の悪夢〉を宿すがゆえに他人の〈悪夢〉への耐性があり、ここまで激しく燃えるはずではない。

　そして〝彼女〟はそんな炎ほのおに焼かれ────にもかかわらず、死ななかったのだ。

　全身を猛もう火かに巻かれた〝彼女〟はすでに全身が炭たん化かしていたが、しかしそれでもなお動きを止めなかった。肉が焼け、縮んで、かえって人間の輪りん郭かくを取り戻した〝彼女〟は、表面の炭化した頰ほおの肉が裂さけるほど大きく口を開いて、苦く悶もんの絶叫を上げながら、そのまま脱だつ衣い場じよに入って来ることをやめなかった。

「な……!?」

　常じよう軌きを逸いつしたその光景に、雪乃は驚きよう愕がくした。

　そして驚愕と同時に、普段こんな時は心の底に押し込めている『火に巻かれて燃える人間』へのトラウマが、心の底の蓋ふたを跳はね上げるようにして心の中に噴ふき出して、あっという間に頭から血の気が引いた。

　そしてその恐怖はむしろ、〝彼女〟を包む炎を勢いづかせた。心の中に心臓を鷲わし摑づかみにするほどの冷たい液体がみるみる嵩かさを上げ、それと同時に〝彼女〟を包む炎が、ほとんど火の海のように嵩を上げて膨ふくれ上がって天てん井じようを壁をドアを、そして〝彼女〟の前に立つ〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子こを、巻き込まんばかりに渦うず巻まいて、舌したのように周囲を舐なめ尽くした。

「…………………………っ!!」

「瀧たき!!」

　雪ゆき乃のは口を押さえてよろめいて壁に肩かたをぶつけ、その目の前で炎に晒さらされた〈葬儀屋〉を可南子が庇かばって火に巻かれた。

「くっ……!!」

　雪乃は最後の使命感を振り絞しぼって錯さく乱らんしかかった意識を必死で繫つなぎとめ、必死になって膨れ上がる恐怖を押さえ込んだ。

　同時に瞬またたく間に膨れ上がっていた炎が、消えるというよりも押さえ込まれるように小さくなり、部屋の中から姿を消す。全すべてが終わり、熱と異様な臭においばかりが残った部屋の中、完全に炭化してミイラのようになった人間が、ぽっかりと口を開け、その空くう洞どうから声を上げる。




　────お………………あ………………




　全身から煙と熱を上げながら、〝彼女〟は両手を上げて、宙を搔かく。

　そして炭化した肉がへばりついた脚あしを動かして、脂あぶらじみた炭すみの破片を床ゆかにこぼしながら、よろめくように雪ゆき乃のたちの方へと向けて一歩踏み出した。

「うわ……あ……っ!!」

　家の主人が、途と切ぎれ途切れの絶叫を上げて、脱だつ衣い場じよから転がるように逃げ出した。

　もはや立ち塞ふさがっているのは雪乃だけだった。雪乃は必死で、冷たい汗あせが浮いた紙のように白い顔を上げて〝彼女〟を睨にらみつけ、しかしそうしながらも雪乃はもはや為す術すべなく、引きずるように足を下げ、一歩廊ろう下かへと後退した。




　　　　†




　そして雪乃はこの応接室で最後の抵抗を試み、それでも結局〝彼女〟を殺すことは最後までできなかった。

　雪乃は完全に追い詰められたが、その後、炎ほのおに巻かれて失神していたらしい可か南な子こが目を覚ましたことで、〈葬そう儀ぎ屋や〉が戦線復帰し、〈葬儀屋〉と可南子が二人がかりで〝彼女〟を拘こう束そくして何とか命拾いした。

「………………」

　雪乃はあれからずっと、自分の不ふ甲が斐いなさを、心の中で責めていた。

　ソファで膝ひざを抱かかえ雪乃は思う。自分は〈悪夢〉を殺すために全すべてを捨てた。少なくともこれまで、ずっとそうしてきた。してきたはずだった。

　殺すためだけの、化ばけ物ものになろうとしてきた。

　それなのに雪乃の憎ぞう悪おと痛みは、どれだけ焼いても、〝彼女〟を殺せなかった。

　これまでも、雪乃の〈断だん章しよう〉ではどうにもならなかったものはある。しかし最近、〈泡あわ〉の大きな〈泡ほう禍か〉と立て続けに遭そう遇ぐうするに当たって、そんなことが増えた。それまでの雪乃が思っていた以上にだ。

　こんなことでは、化物にはほど遠い。

　雪乃は、少しだけ視線を上げて、この〈泡禍〉を解決するために送り込まれてきた、太たい平へい楽らくに見える少年の顔を見た。




　────私の方が憎にくく、私の方が恐れ、私の方が痛い。




　そのはずだ。雪乃は強く思う。

　雪乃は強く自分の膝を抱だき締め、心の中で強く呟つぶやいた。




　────私の〈悪夢〉は…………あんな〈悪夢〉には、負けない。
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　　　三章　　屍の名の娘の嘆







　　　　１




　可か南な子こがその部屋をノックすると細くドアが開いて、明かりのない部屋の闇やみの中に翳かげって立つ、〈葬そう儀ぎ屋や〉こと瀧たき修しゆう司じの魁かい偉いな長身が隙すき間まから蒼あお衣いを見下ろした。

「……」

「見学希望よ、瀧」

　鋭い視線と険しい顔。そして絶望に満ちた葬そう列れつが放つものと同じ雰ふん囲い気きを全身から放つ〈葬儀屋〉は、可南子の言葉を聞くと、大型の肉食獣じゆうがそうするような重々しい動きで、ドアの前からおもむろに道を譲ゆずった。

「……本当に見るの？　気分を悪くするだけだと思うんだけど」

「ええ」

　蒼衣がその希望を口にしてから、四度目くらいになる可南子の念押しに、蒼衣は神しん妙みような表情で頷うなずく。

「分かってます。でも、少しでもヒントになる可能性があるなら、必要なんです」

「そう……」

　可南子は蒼衣の返答を聞くと、仕方ない、といった様子で少しだけ開いたドアを改めて押し開け、先に立って中に入る。

　部屋は、客用の寝室だった。

　そしてここには、〝彼女〟が拘こう束そくされていた。

「…………」

　ごく、と緊張に乾かわいた喉のどで空気を飲み下して、蒼衣は目の前に開いたドアから覗のぞく、廊ろう下かの明かりに照らされるだけの暗い室内を見つめる。

　そして自分の心臓の音を感じながら、一歩中へ踏み込んで────




　ベッド、クローゼット、カーテンフックなど、部屋のありとあらゆる紐ひもを結びつけることができる場所から蜘蛛くもの巣のように伸びたロープで部屋の真ん中に固定され、焦こげた全身から脂あぶらじみた浸出液をじくじくと染しみ出させる生焼けの人体が、瞼まぶたのない眼球が剝むき出しの顔を上げて、




　────許して……




　と唇くちびるのない、歯が剝むき出しの口で呟つぶやくのを聞いて…………




　　　　†




「────どうして、こんな……」




　リビングのソファで、頭を抱かかえて絶望的な声で呟く、この家の主。

　皆が集まったリビング。こうして改めて見ると意外に日焼けしている、年ねん齢れいと事務系職のイメージからするとかなりスポーツマン寄りで若々しい外見の彼を見ながら────蒼あお衣いはつい先ほど見てきた『モノ』のショックも冷めきらぬまま、自分の役目のために、向かい側のソファに座っていた。

　もう夜も遅い時間、部屋には一人を除のぞいた、この真ま喜き多た家けの家族が揃そろっていた。

　真喜多家の父親、輝てる之ゆき。

　小学生の長男、耀よう。

　その祖母になる、延のぶ子こ。

　そしてもう一人、高校生の長女、莉り緒おがいるが、いない一人が彼女だった。客である蒼衣たちへの挨あい拶さつを拒否して、少なくとも雪ゆき乃のたちが到着した朝からずっと、二階から降りてきていないのだ。

　母親の〝さやか〟は────もうここにいるべき家族とは、呼べない。

「どうして……」

　沈んだ呟きは続き、部屋の空気はこれ以上なく、重い。

　すでに『母親の異常死』という決定的な事件からは一日が過ぎていて、パニックや悲嘆の時期は通り過ぎていた。そしてその後に訪れた、鬱うつ々うつとした絶望と悔かい恨こんの時間は、あれから起こった『母親の蘇そ生せい』と『家から出られない』という異常事態によって、もはやいたたまれないほどのものになっていた。

「…………」

　蒼衣は複雑な表情で、一言もない。

　本当は、蒼衣はここで沈み込んだ家族に対して、この異常現象の原因について思い当たることがないか訊たずねなければならなかった。

　蒼衣の役目は、この〈泡ほう禍か〉について〝理解〟することだ。

　そのためにはいま起こっている現象と、過去に起こった現象について知り、同時にこの家族についても知って、ここで起こった現象があの母親の持っていたどのような悪夢が形になったものなのか、推察しなければならないのだ。

　だがさすがにこの空気の中では切り出しづらく、蒼あお衣いはまだ家族に対して、そのような話をしていなかった。

　蒼衣を中心に、可か南な子こと颯さつ姫き。真ま喜き多た家けに対している〈騎士団オーダー〉側は、その三人。

　雪ゆき乃のは応接間に閉じこもったきりで、〈葬そう儀ぎ屋や〉は〝彼女〟の様子を見張っている。そしてどちらも話し合いの中心にはなり得ないが、現時点では蒼衣も、この家族からは、中心人物とは考えられていない様子だった。

　いま彼らが、この場にいる蒼衣たちの代表者と見ているのは、可南子だ。

　年ねん齢れい的にも雰ふん囲い気き的にも、果たした役割的にも、それは妥だ当とうなところだろう。

　蒼衣はまだ、彼らにとっては家に食料品などを運び込んできた少年に過ぎない。そんな立場の自分が、いきなり家族の傷を抉えぐるような質問をするのは、極力他人の神経を逆さか撫なでしないように生きてきた普通志向の蒼衣としては、かなり強い忌き避ひ感のある行動だった。

　普通でない中心人物として見られるのも、あまり嬉うれしくない。

「……」

　蒼衣が困った表情で隣となりに座る可南子を見ると、可南子はいくらか事情を汲くみ取ったらしく、神しん妙みような表情で淡々と、打ちひしがれる家族に向かって口を開いた。

「それで……皆さん、この現象について、心当たりは？」

「あるわけないでしょう！」

　怒ったように答えたのは、主人の輝てる之ゆき。

　搔かき毟むしらんばかりに頭にやっていた手を、振り下ろすように降ろして言ったその様子は、質問者が蒼衣であったならば、矛ほこ先さきが向いたのは確実だったろうと思われた。

「……私はね、最初からこんなことになる気がしてたんですよ」

　主の苛いら立だちをよそに、次に発言したのはその母、延のぶ子こ。

　洒落しやれた洋服を着て、いかにも元気で社交的に見えるこのお婆ばあさんは、しかし目の奥に猜さい疑ぎの強さが見え隠かくれする薄うす暗い表情で、いきなり自分の息子むすこの苛立ちを逆撫でした。

　そもそもこの家に霊れい能のう者しやを入れたのは、このお婆さんだった。

　霊能者を称する人間と繫つながりがある〈ロッジ〉は多い。リカもそんなツテがあったため、それを利用してすんなりとこの家に霊能者として入り込んだわけだが、輝之は最初それを苦にが々にがしく思っていたらしい。それが自然だろうと、蒼衣も他人のことながら思う。

　それがひっくり返って協力的になったのは、彼の目の前でも起こった怪現象の末に、自分の妻が子供を手にかけようとして、殺害されたのが転換点だったようだ。

　そして今、彼はどうすればいいのか、何を信じればいいのか、分からなくなっている。

「何を言ってるんだ!?　おふくろは！」

　延のぶ子この言葉に、当然のように輝てる之ゆきは激げつ昂こうした。

　半ば腰こしを浮かせて、後ろのダイニングテーブルの椅い子すに座っている自分の母親を怒ど鳴なりつけたが、延子はそっぽを向き、やはり逆さか撫なでするように言った。

「いいえ別に」

「おふくろは、さやかが気に入らないだけだろう！」

　完全に立ち上がり、言う輝之。

　対する延子はあらぬ方向に顔を向けたまま、言った。

「そんなことはありませんよ。ただね、あれだけはいけません。あれじゃ、どっちも可哀かわい想そうですよ」

「やっぱりあのことか！」

　輝之は心当たりがあったようで、怒鳴る。

「あれは俺おれたちがみんな納得してやったことだ！　それをいつまでも……」

「納得？　納得してたらこんなこと、起こるわけないでしょう。私は最初からあの子が原因だと思ってましたよ。だからせっかくお友達から拝おがんでくれる人を紹しよう介かいしてもらったのに、あんたときたら取り合おうともしないで……」

　いまにも爆発しそうな雰ふん囲い気き。蒼あお衣いはおずおずと、口を挟はさんだ。

「あの……『あのこと』っていうのは……？」

「死んだ孫まごがいるんですよ」

　蒼衣の質問に、輝之は客がいることを思い出したかのように言葉に詰まり、代わりに延子があてこするような口調で言った。

「最初の孫はね、死んでしまったんです。あの嫁よめの不注意で」

「……おふくろ！」

「本当のことでしょう？　でもそれは残念なことですけど、仕方ありません。私がいけないと言ってるのは……死んだ子の名前を次の子につけたことですよ。それで仏ほとけさんが浮かばれると思ってるんですか？　なかったことにされるようなものじゃないですか。可哀想に」

「それは俺たち夫婦の問題だ。他ほかの誰にも関係のないことだ！」

　怒鳴りこそしないものの、強い調子で言う輝之。

　しかしその時、ソファで、そんな周囲から逃とう避ひするように携帯ゲームに没ぼつ頭とうしていた息子むすこの耀ようが、いつの間にか顔を上げていて、呟つぶやいた。

「姉ちゃん……」

「！」

　その呟きを聞いて、息子の視線の先へ向けてぎょっとしたように振り返る、輝之。

　見るとその先、リビングの入口の半分ほど開いたドアの向こうに、蒼衣や雪ゆき乃のと同い年だという娘むすめの姿があった。

「……」

　真ま喜き多た莉り緒お。

　日本人形じみた黒髪かみを、着物柄がらの髪留どめで結ゆい上げているのが印象的なその少女は、廊ろう下かに立って、部屋の中を見もせずに廊下の先を見つめていた。

「……ふーん。私、関係ないんだ」

　少女は廊下で、ほとんど聞き取れないような小さな低い声で、ぼそ、と呟つぶやいた。

「馬鹿みたい」

　そしてそれだけ言うと、さっさと部屋の前を通り過ぎて、うろたえる父親や啞あ然ぜんとする蒼あお衣いたちを残して、姿を消してしまった。




「…………………………」




　先ほどまでの騒さわぎとは、打って変わった、沈ちん黙もく。

　その気まずい空気の中で、言いたいことを言葉にできない様子でもどかしく口を動かしている輝てる之ゆきに、蒼衣は訊たずねた。

「今のは……」

「あ……ああ、娘むすめの莉緒だ」

　かすれた声で答える、輝之。

　蒼衣は言う。

「その名前が？」

「そ、そうだが……ないがしろにしてのことじゃないぞ!?　ただあの時の俺おれたちには、やり直しが必要だったんだ！」

　だんだんと声が大きくなる。

「莉緒を生まれ変わりだと思って、今度こそちゃんと育てようと誓ちかったんだ、たとえおふくろでも、部外者にとやかく言われることじゃない！」

　だが、父親がそこまで言った時だった。

　耀ようがゲーム画面に目を落としたまま、ぼそりと口を開いた。




「『今度は落とさないでね』」




　途と端たんに父親が、目を見開いて言葉を失った。

「!!　お前……」

「……」

　耀は目を合わせない。

　そして、

「……あの時、姉ちゃん泣いてたよな」

　それだけ言うと耀ようはゲームを持って、そのままソファを降りて、走ってリビングを出て行ってしまった。

　可か南な子こが口を開いた。

「今のは？」

「…………」

　輝てる之ゆきは、答えなかった。

「心当たりがあれば、教えてくださいと言いましたが」

「………………」

　結局、輝之はそれからしばらく経たって、黙だまって部屋を出て行くまで、延のぶ子こになじられたりしながらも、一言も口を利かなかった。







　　　　２




　長男、小学六年生の耀には、雪ゆき乃のの到着と共に起こった今朝けさの『事件』についてはまだ何も教えていない。

　それでも昨日きのうの『事件』だけで十分だ。現在はだいぶ落ち着いているが、昨日の『事件』からの耀はべそべそと泣き続けて、一人でいるのを怖がり、泣き疲れて落ちるように眠ねむっては、そのたびに恐ろしい夢を見て絶叫して目を覚ますことを繰り返していたのだそうだ。

　話では、昨日からほとんど睡すい眠みんをとっていないはず。

　今はゲームに逃とう避ひすることで辛かろうじて安定しているが、それもどちらかというと眠らないための対策という要素が強く、どれだけ怯おびえていないように見えても、父か祖母が見える場所から彼が離れようとすることは決してなかった。

　しかしあれからはずっと父も祖母も口喧げん嘩かばかりで、とうとう先ほどは、それに失望したようにリビングを出て行った。

　自分の保護者たちのいがみ合いに、我慢ならなくなったのだ。

　それでもやはり人がいる場所からは離れられなかったようで、リビングから壁一つ挟はさんだ縁えん側がわの廊ろう下かにうずくまるように座って、携帯ゲーム機の明かりに目を落としていた。

　つい昨日母親が死んで、みんなそれを悲しんでいたのに、それを忘れたかのようないがみ合い。あの母親の異常な『復活』を知らされていない耀にとっては、大人おとなたちの様子は、そんな風にしか見えていないに違いなかった。

「………………」

　その耀ようのいる場所に、リビングでの会話がうやむやになってしまった後、蒼あお衣いは颯さつ姫きと二人でやって来た。

　当初、颯姫がここに呼ばれた目的はまだ果たされていない。この〈泡ほう禍か〉がまだ終わっておらず、これからまだ怪現象が起きるなら、これまでの事件の記き憶おくを喰ったところで、齟そ齬ごが出るだけで意味がないからだ。

　木調の廊ろう下かの壁に背を預け、砂利じやりと竹林のある暗い庭が見える縁えん側がわを前に、Ｔシャツにダボッとしたズボンを穿はいた耀が一人。

　集中しているが手が震ふるえている。

　そんな様子を見ながら蒼衣が、廊下に座る耀に近づき、手を伸ばして声をかけた、その瞬しゆん間かんだった。




「……えーと、耀君？」

「うわあっ!!」




　まさしく飛び上がるように驚いた耀が、絶叫に近い悲鳴を上げ、いきなり持っていた携帯ゲームを思い切り振り回した。

「痛っ!!」

　ばちっ、と音がして指に激痛が走る。耀の振り回した硬いゲーム機が蒼衣の指に当たり、指先が痺しびれた。爪つめが割れていた。

「わ、白しら野のさん、大丈夫ですか!?」

「あ……」

　慌あわてる颯姫と、正気に返って呆ぼう然ぜんとする耀。

　蒼衣は痛みに眉まゆを寄せ、爪の割れた指をくわえながらも、どうにか笑って見せる。そして安心させようとして言った。

「だ……大丈夫」

「……」

　耀はそのまま俯うつむいて、小さな声で、蒼衣に謝る。

「……ごめん……」

「いや、いいよ。こっちこそ、驚かせてごめん」

　思いのほか素直な子供で、蒼衣はむしろほっとした。

　蒼衣は視線の高さを合わせるように、耀の隣となりに胡坐あぐらをかいて座り込む。そうして蒼衣は、耀に話しかけて言った。

「あのさ、実は……ちょっと君と話をしようと思って来たんだ」

「え？」

「さっきのことなんだけど」

　そう、蒼あお衣いはここに、そのために来た。

「さっきの？」

「君がお父さんに言ったこと、どういうこと？」

「！」

「僕は、今ここで起こってることの原因を調べるために、少しでもヒントになることを探してるんだ。君のお父さんは、何で君が怒ったのか教えてくれなかった。よければ教えてくれないかな？　君のお姉ちゃんが、泣いてたって話」

「…………」

　耀ようは表情を硬くする。




　　　　†




　……真ま喜き多た莉り緒おは、死んだ姉の代わりとして生を受けた。

　姉の〝莉緒〟が赤ん坊の頃にお風ふ呂ろ場ばで水死していなければ、少なくとも今の莉緒は、このような形で存在していないはずだった。

　子供の頃から何となく、本当に何となくだが、自分と接する両親が、自分を見ていないような気がしていた。そしてそれは。自分と同じ名前────いや、正しくは自分が同じ名前の、姉の存在を知った時、ほとんど確信に近いものに変わってしまった。

『お姉ちゃんの分まで幸せになってもらうために』

　両親は聞こえのいい言葉で言うが、つまり莉緒は、死んだ〝莉緒〟の代わりなのだ。

　莉緒は、〝莉緒〟の生まれ変わりということに勝手に決められたのだ。

　莉緒は、莉緒なのに。

　だが普通に生活している人間が、そんな悩んでも仕方のないことをいつまでも悩むわけにもいかない。莉緒はそんな悩みは心の底に押し込めて、ごく普通に暮らしてきた。

　あの時までは。




「────なんで、こんな……」




　莉緒は、自分の部屋でベッドに突っ伏して、焦しよう燥そうと絶望に満ちた声でそう小さく呟つぶやいた。

　二階にある莉緒の部屋。内装が全すべて同じシンプルなデザインに統一されているこの家の、例外ではないこの部屋で、莉緒は何かから逃げようとするかのように自分のベッドに倒れ込み、枕まくらに顔を埋うめて、いま自分を取り巻いている異常で非常な現実と心の中で戦っていた。

　莉緒の部屋の雰ふん囲い気きは、この家の他ほかの部屋とはやや趣おもむきが違っていた。

　机もベッドもシンプルな洋風だが、床ゆかには扇おうぎをあしらった模様のマットに、着物の端は切ぎれを使ったバッグや小物。インテリアとして置いた小さな和道具。

　小学生の頃から好きな和風小物が、この部屋の印象を他ほかとは違うものにしている。

　莉り緒おはこの雰ふん囲い気きが落ち着くが、今まで同年代の友達で同意してくれた人は半数を切る。そして両親さえも、莉緒のこの趣味に対していい顔をしたことがなかった。

　両親が莉緒のために選ぶものは、浮わついた洋風のものばかりだ。

　そして数少ない、赤ん坊の頃に使っていたらしい〝莉緒〟のお下がりは、今なお両親が莉緒に対して与えたいと思っているらしい、そんな趣味が色濃く見て取れた。

　そういう物が趣味ではなく、好んで手にする物が正反対なのが、莉緒が子供の頃から両親には密ひそかに不満だったように思われる。中学生くらいになって思い返すと、両親の態度や言動の端はし々ばしに、それが見え隠かくれしていた。もっと露ろ骨こつに両親の趣味を押し付けようとしていた時期もあった。

　考えてみれば、それは、〝莉緒〟をそう育てたかったということなのだ。

　莉緒ではなく。ずっと考えないようにしていたその真実について、今の莉緒は、考えが頭にのぼらない日はない。

　全すべてはあの時に変わってしまった。

　ここに引っ越して来る少し前、莉緒が友達から聞いた怪談話を、ちょっとだけ試すようなつもりで、夕食の席で両親に聞かせた、中学二年のあの日からだ。

　あの時────




　最後の『今度は落とさないでね』というくだりを莉緒が口にした瞬しゆん間かん、お母さんは金切り声を上げて莉緒の頰を思い切り叩いたのだ。




　お母さんは泣き出し、お父さんはお母さんの肩かたを抱だき、そしてお父さんはそのまま床ゆかに座り込んで涙なみだをこぼしていた莉緒を、強い調子で非難した。

　怒られながら、あまりのことに何が起こったのか分からなかった。

　そして「お母さんの気持ちを考えろ」という、自分の父親の叱しつ責せきの内容がようやく頭に入ってきて、それを理解した時、莉緒は反省と後悔と、それ以上の愕がく然ぜんとした思いが、胸の中に広がるのを感じた。




　やっぱり。




　微かすかに持っていた期待が、裏切られた気がしたのだ。

　何もやましいことがないなら、こんな話に、こんなに過か剰じような反応をするはずがない。

　きっと今の話を、二人はあてつけだと思ったのだ。そしてそんなことを思うからには、二人にとって莉り緒おは、二人の理想に育つはずだった〝莉緒〟であることが望まれていて、ここにいる莉緒は望まれていないのだ。

　ずっと見ないようにしてきた漠ばく然ぜんとした不安が、明らかな真実になった。

　あの時から莉緒は、自じ暴ぼう自じ棄きになった。

　といっても、暴力を振るったり、万引きや援助交際のような、自己破滅的なことを始めるような度胸は莉緒にはない。

　ただ、その後に一家はこの家に引っ越してきたが、その新生活は漠ばく然ぜんとギスギスとした嫌いやな雰ふん囲い気きのものになった。全すべては莉緒が何もかもが嫌になって、家族との対話を拒否し、転校後に不登校になったせいだ。

　莉緒という存在が、家族の空気に影を落とす。

　そのことを悪いと思ったことはない。少なくとも両親に対しては。

　この先どうするかは、しばらくは考えられなかった。ただ、今までのままでいては莉緒という存在が殺されたままだと、そんな危機感に突き動かされての行為だった。

　少しでも両親が、悩めばいいと。

　そしてそれによって両親が、莉緒が悩んでいることに気がついて、苦しんでいるということを知って欲しいと。

　だが、その莉緒の思いと行為は、予想もしなかった形で結晶した。

　どうしてそんなことになったのだろう。この家はある日〝莉緒〟によって祟たたられて────その末にお母さんが取り憑かれて、莉緒と耀を殺そうとしたのだ。

　そして、お母さんは死んだ。

　ふた目と見られない状態にされて、殺された。

　確かに殺したいとも何度かは考えたが、こんなことは望んでいなかった。どうしてこんなことになったんだろう？　私が、悪いの？

　お母さんは死に、お父さんはずっと家にいて怒ど鳴なり散らし、家にはおばあちゃんが呼んだ得え体たいの知れない霊れい能のう者しやが、ずっと居座っている。

　インチキ霊能者なら、まだ良かった。

　ホンモノだった。少なくとも、謎なぞの力でお母さんを殺すほどの。

　あれがホンモノだということは、つまりこの家を襲おそった〝祟り〟も、つまり〝莉緒〟も、ホンモノだということ。

　どうしてこんなことに？　莉緒は思う。




「────なんで……」




　顔を埋うめて、枕まくらの中に莉り緒おは呟つぶやく。

　私のせい？　全すべては、莉緒がお母さんにあの話をした、その時に始まった気がする。

　違う、私には関係ない。

　本当に……？




　…………
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「……そんで、その時から、お母さんがちょっと変になった」




　耀ようは言った。

　莉緒が両親に怪談を聞かせて、母親から叩たたかれた出来事。廊ろう下かに座った耀は、少なくとも彼が全すべてのきっかけだったと感じているその事件のことを蒼あお衣いに話した後、電源の入っていない携帯ゲーム機を弄もてあそびながら、そのまま話を続けた。

「お母さんはお姉ちゃんを無視するようになった。それから全然笑わなくなった」

「……そう」

　蒼衣は口を挟はさまず、時々相あい槌づちを打ちながら聞く。

　そういうのは得意だった。少しずつ促うながす蒼衣に、耀はぼそぼそと、この家の子供として見てきたものを、少しずつ言葉にしてゆく。

「それからお母さんは、だんだんひどくなった。いつもぼんやりして、掃そう除じとか、ご飯作ったりとか、ちょっとだけしなくなった」

　耀は、言葉を続ける。

「それから、ときどき急に大きな声だしたり、物を壊こわしたりするようになった。お父さんはお姉ちゃんのせいだって、お姉ちゃんを怒った」

「……」

「おれも最初は、お姉ちゃんが悪いからこうなったんだって思った。でも、お母さんがお姉ちゃんを叩たたいた、あのときのは、ちょっとヘンでひどかったって少しだけ思ってた。

　それに、お父さん、おれに『いじめはするな』って言ってたのに、お父さんもお母さんも、三年のときに学校でみんながカズヒロいじめてたときみたいだった。二人で弱いお姉ちゃんを悪者にしてた。『お姉ちゃんを守ってやれ』って、前にお父さんは言ってたのに自分はいじめてた。なんか変だって思った」

「……そうだね」

　正義感の強い子だ。蒼衣は微かすかな溜ため息いきと共に思う。

「だよね。でも見ないふりしてた。おれ、最低なことしてた」

　耀ようは言う。

　蒼あお衣いは慰なぐさめる。

「仕方ないよ。お父さんと、お母さんだもん」

「関係ないよ。最低なことは、最低なことだ」

　首を横に振る耀。

「自分のこと〈騎き士し〉だって言ってた兄ちゃんに言われて、ヘンだって気がついた。それで、こんなのはヘンだって、今度こそお父さんとお母さんに言おうと思ってたら────急にドアも窓も開かなくなってさ、うちから出られなくなって────お母さんが編み物の針持ってお姉ちゃんを刺さそうとしたんだ。おれ、かばってケガしたんだぜ」

　耀は顔を上げて指差す。確かによく見ると頰ほお骨ぼねの辺りに、棒ぼうの先で強く引っ搔かいたものと思われる、細いかさぶたが残っていた。

「そんで、おれと姉ちゃんとお母さんがいる部屋に〈騎士〉の兄ちゃんやお父さんが助けに来ようとしたんだけど、ドアにヘンなものがからみついて少ししか開かなかったんだ。お姉ちゃんが足刺されて、おれも首絞しめられて、死にそうになったら────〈騎士〉の兄ちゃんが、ヘンな力でお母さんを……」

　そこまで言うと耀は、表情を暗くして、言葉もないように、膝ひざを抱かかえた。

「…………そっか」

　蒼衣はそれに対して、かける言葉が思いつかなかった。

「ありがとう。参考になった」

　ただ蒼衣は、耀が話を聞かせてくれたことへの感謝を口にして、嫌いやな記き憶おくと向かい合ってくれたことを労ねぎらい、それが無む駄だではないだろうことを伝えることしかできなかった。

　耀は言う。

「本当？　ヒントになりそう？」

「うん」

　蒼衣は頷うなずく。

　実際、小学生の少年としては耀は驚くほど状況を把は握あくしていて、少なくともこの家の根底に流れている問題について、大いに把握する役に立った。

「頑がん張ばって、きっと解決するよ」

　蒼衣は耀を元気付け、安心させようと、言った。

　すると耀は、蒼衣をまじまじと見た後、少し身を硬くして、不意に訊たずねた。

「……兄ちゃんも、あの〈騎士〉の兄ちゃんみたいな、すごい力を持ってるの？」

　期待と、そして恐れが入り混じったような問いだった。

　蒼衣はその質問の内容に虚きよを突かれて一いつ瞬しゆん言いよどんだが、蒼衣なりの誠意を込めて、耀に答えた。

「僕は凄すごくない。でも凄くないから、できるだけ誰も死なないようなことができると思う」

　蒼あお衣いは言った。

「ここは、僕の役目だと思うんだ」

「…………」

　耀ようは意味を摑つかみかねたようで不思議そうな顔をして蒼衣を見たが、そのうちふいと視線を外して、膝ひざを抱だいたまま廊ろう下かの床ゆかを見つめた。

　そして。

「……死んじゃったんだ」

　急に心の堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたように、声が涙なみだにひび割れて、膝に顔を埋うずめた。

「お母さん、死んだんだ…………」

　これまで家を覆おおう異常と、刺とげ々とげしい家族の空気にずっと身構え続けていたのが、蒼衣相手に話をして崩くずれたのだろう。耀は急に思い出したかのように感情がこみ上げてきたようで、顔を伏せて、嗚お咽えつを漏もらし始めた。

「…………」

　蒼衣はただ、その傍そばにいることしかできなかった。

　その隣となりに腰こしを下ろしていた颯さつ姫きが、蒼衣の袖そでをつまんで、心配しているような、どことなく複雑そうな微び妙みような表情で、ぐすぐすと背を震ふるわせる耀を、じっと見つめていた。
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『────有名な都市伝説だね』




　電話の向こうの、神か狩がり屋やが言う。

「都市伝説、ですか？」

『うん、その「もう落とさないでね」というオチがつく話は、いくつかのバリエーションもある、有名な都市伝説だよ』

　蒼衣と雪ゆき乃の、それから颯姫がいる応接間。蒼衣は耀との話が終わった後、雪乃のいるこの部屋に戻って来て、応接間の電話を使って外に電話をかけて、これまで分かったことを神狩屋に相談していた。

　耀から聞いた、母親と莉り緒おとの亀き裂れつの原因になった話。

　それを蒼衣が話すと、聞いた神狩屋はすぐさま思い当たったらしく、開かい口こう一番そう言って、この怪談についての説明を始めた。

『近代になって生まれた有名怪談や流りゆう言げん蜚ひ語ごのたぐいのことを都市伝説と呼ぶけど、これは現代の民話とも捉とらえられていて、社会学や民俗学の一部になってるんだ』

　神か狩がり屋やは言う。

『この話もそのうちの一つで、中でも一番オーソドックスなタイプだね。バリエーションには、子供を殺す理由が違ったり、突き落とす場所が違ったりする。でも基本は同じで、二人目の子供が「今度は落とさないでね」と言うクライマックスは同じになる。興味深いのは、この都市伝説は現代のものなのに、内容は古来の伝説である「六ろく部ぶ殺し」との共通点が指し摘てきされてたりするところだね』

「六部殺し？」

『六部というのは六十六部の略で、これは室町時代辺りから始まったと言われてる、自ら写した法ほ華け経きようを全国六十六ヶ所の霊れい場じように奉ほう納のうする巡じゆん礼れいを行った旅の僧そう侶りよのことだ。昔、村落にはよく、泊めた六部を殺して金品を奪った、という内容の伝説が残ってて、大体は特定の家が急に裕ゆう福ふくになったり、急に不幸になったりしたことの由ゆ来らいとして噂うわさされたものだった。その後者に当たる六部の祟たたりのバリエーションで、内容が詳くわしく語られてるものの中に、さっきの「今度は落とさないでね」の都市伝説に似た構造の話があるんだ。

　筋書きはこんな感じ。

　ある夫婦が旅の六部を泊めたところ、その荷物に大金が入っているのを見てしまい、欲に目がくらんで殺して奪ってしまった。そのお金を元手に家は裕福になり、子供も生まれ、夫婦はその子を非常に可愛かわいがって育てた。子供が喋しやべれるくらいになった頃、夜中に「おしっこがしたい」と子供が目を覚ました。父親が子供を外に連れて行くと、子供は急に六部の声で「わしを殺したのもこんな月の夜だったな」と言った。

　……まあ伝統的な祟り物語の構造ということなんだけど、それが現代に舞台も背景も変えて蘇よみがえったというのは面白いよね。「六部殺し」の殺人は共同体外からの異い邦ほう人じんをお金目当てで殺す形だけど、「今度は落とさないでね」の殺人は自分の子供を、醜みにくいとか懐なつかなかったとか、そういう理由で殺してるんだ。世せ相そうだね』

「ははあ……」

『まあ、でもこれが〈泡ほう禍か〉とどこまで関係するかは分からないけど。きっかけになったようには思えるけど、無関係な可能性もある。一応、あくまでも今回の〈泡禍〉で予言された童話は「いばら姫ひめ」だからね。まず考えなきゃけないのはそっちだと思うんだけど……何か符ふ合ごうするような出来事は見つけたかい？』

「いえ……」

　神狩屋の問いに、蒼あお衣いは控ひかえめにそう答えた。

　ここに来るまでに物語は予習してきたが、ほとんど関係らしい関係が見つけられない。まだ直接関係している分、六部殺しの方が近い気がする。

「あ……でも家にカエルはいました」

『カエルかあ……』

　電話の向こうで、ふーむ、と神か狩がり屋やが息を吐はく。

『お妃きさきに子供ができると告げた蛙かえるだね……それじゃあ参考に、象徴とか背景とかの話をしておこうか』

「あ、お願いします」

　蒼あお衣いは答える。

『そうだね……まず蛙は、西洋では全体的に不ふ吉きつなイメージが強い生き物なんだ。特にヒキガエルは魔ま女じよと結びついた生物で、多く魔女の〝使い魔〟であるなどとされてきたし、ゾロアスター教なんかも蛙を邪じや悪あくな生物としていたらしい。泥どろの中から騒そう々ぞうしく叫ぶ様子から、間違った教えを説く異い端たん者しやのシンボルとされる場合もある。それに聖書でも、モーセのエジプト脱出のきっかけになった十の禍わざわいの中に、国を覆おおい尽くす蛙の禍があったりしてとにかく不吉のイメージがつきまとう。

　当のエジプトでは豊ほう穣じようと復活のシンボルとされていて、蛙の頭をした女め神がみなんかもいる。日本でもどちらかというと豊穣と、それから雨のイメージが強い。農耕民族にとっては雨はそのまま恵みだからだろうね。中国でも水と月に関連付けられてるし、幸運のお守りになっていたりもするから日本と大差はない。

　逆に死者と関連付けられてる場合もある。ドイツの民間伝承には、蛙は生まれて来なかった赤ん坊の泣き声だといわれてるけども……どちらかというと、胎たい児じと関連付けられていると言った方がいいのかもしれない。アフリカのある伝承では、女の胎児はヒキガエルに、男の胎児はトカゲに化けると言われていると聞いたこともある。インドやエジプトの哲学思想では、まだ未分化な生命の水や原初の物質の象徴として蛙があるけど、たぶんこれも同じ方向性から来てる考え方だろう。何だかドイツのグリム童話の割にはキリスト教的ではないけど、受じゆ胎たい告こく知ちをする生物としては適切ではあるね』

「死んだ赤ん坊というのは……少し引っかかりますね」

『そうだね。でもこの話はしたっけ？　グリム童話の初版では、お妃に受胎告知をする生き物は蛙じゃなかった』

「え」

『ザリガニだった。これこそ何で、って感じだけど、実は象徴として蛙とザリガニは結構よく似てるんだ。ザリガニは独特の不ぶ気き味みさから不吉の象徴とされていた。それから脱だつ皮ぴもすることから、復活の象徴にもされていた』

「ほんとに同じなんですね。全然姿は違うのに」

『胎児でこそないけどね、ザリガニはまた、水と月の象徴でもある。どちらも月なのは、蛙はオタマジャクシから蛙に変わる過程が、ザリガニは脱皮する過程が、それぞれ月の満ち欠けと関連付けられたせいだろう。結果、タロットカードの〝月〟の図案には、ザリガニが描かれてる。月というのは月経周期なんかもあるように女性の象徴でもあるから、結果的には胎たい児じにも繫つながると考えていいかもしれない』

「あー、なるほど」

『月も、死と再生のシンボルだしね』

　神か狩がり屋やはそこまで言って、言葉を切る。

　その間かん隙げきに蒼あお衣いは、これまでの話で感じた自分の印象を、口にする。

「死と再生……生き返る死者ですか」

『！』

　蒼衣はただ自分の見た〝モノ〟と関連付けただけだが、神狩屋はまた別のインスピレーションを受けたらしい。一いつ瞬しゆん息を吞のんだ後、神狩屋は少し興奮気味に言葉を返してきた。

『ああ、それは面白いね。どうしていばら姫ひめの受じゆ胎たい告こく知ちが蛙かえるなんだろうと思ってたけど、いばら姫はまさしく〝生き返る死者〟だ』

「あ」

『死を予言されて、眠ねむりについて、後に目覚める。蛙やザリガニがその〝生き返る死者〟の象徴とするならば、それらに誕たん生じようを予言された時点で、すでにいばら姫の運命は暗示されてたのかもしれないね』

　予想外のことを言われて、蒼衣は少し驚く。

「そこまでは考えませんでした」

『うん、でもどうしてドイツなのかは、やっぱり分からないけどね。何しろ古い類話に当たるシャルル・ペローの「眠れる森の美女」は、フランスの話ということになるけど、蛙もザリガニも出てこない。受胎告知のシーンそのものがない』

「そうでしたっけ……って、僕は『眠れる森の美女』は、子供の頃に見たアニメくらいでしか知りませんけど」

『ないんだ。ただ、それがドイツ伝承としての特徴なのかはよく分からない。というのもドイツ古来の伝承として編へん纂さんされたのがグリム童話集なんだけど、この中にはかなりフランス起源のものが混じってることが分かってるんだ。民話の聞き取り調査をした対象に、フランス系移民の子女がいたんだ』

「そうなんですか？　じゃあ……」

『そう、「いばら姫」の原話が「眠れる森の美女」である可能性は高い。現に「いばら姫」の道具立てはドイツ的だけど、例えばその最たるものが、姫に贈り物と呪のろいを与えた不思議な力を持った女性たち。「いばら姫」に出てくるそれはドイツ伝承ではおなじみの、賢い女という意味のワイズ・フラウ。ただこれは初版では〝妖よう精せい〟になってて────「眠れる森の美女」では、やはり妖精だ。フランス伝承でおなじみの女妖精、ル・フェ。グリムでは途と中ちゆうでドイツ伝承で馴な染じみのものに変えられたんだ。ただ、ザリガニや蛙かえるが、フランスとドイツのどちらの伝承に属するのかは分からない。フランス伝承の類話にあるのかも知れないし、ドイツにも似たような類話があって、それと合成されたのかもしれない』

「……」

　蒼あお衣いは、聞きながら口元に手をやって考える。

「……姫ひめが死ぬように……それから死なないようにしたのは、その人たちですよね？」

『そうだね』

　肯定する神か狩がり屋や。

『実のところ、その呪のろいをかけるのもドイツのワイズ・フラウ的じゃないんだ。ワイズ・フラウはシンデレラの名付け親がそうであるように、善良な魔ま法ほうを使う賢明な女性であって、悪事に手を染めるワイズ・フラウはほとんどいない。魔ま女じよとは明確に区別されてるんだ。だから訳される時、彼女らの使う力を魔法ではなく神じん通つう力りきと特別に訳すほどだ。

　対してル・フェは、基本的には善良だけど、気まぐれで理り不ふ尽じんなところもあるし、怒らせるとひどい目に遭あわされる。妖よう精せいとしてのパーソナリティーが強いんだ。「いばら姫」に出てくる魔法使いたちは非常にル・フェ的だ。ちなみにもっと強い傍ぼう証しようとしては言語学的なもので、ル・フェ────つまりスペルにするとＦｅｅは、ラテン語で運命の女め神がみを意味するＦａｔｅが語源だ。この運命の女神は好んで新生児の許に現れて子供の運命を決めるんだ』

「ははあ……」

『つまり、言語学的にＦｅｅがＦａｔｅを引き継ついでいるように、運命を定めるという役割も引き継いでる。それに運命の女神も、人間の運命を決めるギリシャ神話の三女神、モイラを起源にしてると言われてる。人間の運命である糸を紡つむぎ、計り、切る、ラキシスとアトロポスとクローソーだ。ちなみに欧おう州しゆうには人間の運命を決める超常的存在が子供の枕まくら元もとに立って、祝福や呪いを与える話がたくさんある。ちょうどいばら姫に祝福と呪いを与えたようにね。ギリシャではその役目を、モイラの三女神が担になうことが多い。

　北ほく欧おうでは同様に、北欧神話の運命の三女神であるノルン、すなわちウルド、スクルド、ベルダンディーが同じ役割で語られる。北欧のサガに登場する英雄ノルナゲストは、まるでいばら姫のように生後ノルンの訪問を受けて、一人目に美と勇ゆう敢かんさ、二人目から楽がく才さいと豊かさを与えられるんだけど、訪問者に突き飛ばされて怒った三人目に、ゆりかごの傍そばのろうそくが燃え尽きると共に死ぬ、という呪いをかけられた』

「……それ、どうなったんですか？」

『年長のノルンが蠟ろう燭そくを吹き消して、これに再び火が灯ともされて、燃え尽きるまで死ぬことはないから大切に隠かくすようにと母親に手渡した。こうして不ふ死じ身みの英雄になったノルナゲストはサガに語られる活かつ躍やくをして三百年生きるんだけど、後にキリスト教に改宗して、自分で火を灯して死んだ』

「ああ、自然な死を望んだんですか……」

『いや、蠟ろう燭そくが燃え尽きると死ぬという呪のろいを怖おそれていることをキリスト教の司し教きように相談したら、「そんな異教の妖よう精せいの呪いからは神が守ってくれる」と言われて火をつけた。で、死んだノルナゲストを前にその司教は一言。「心から信仰してたら助かったのに」……』

「ひどくないですかそれ」

『はは……うん、ひどいよね。まあ脱線したけどそんな感じで、実はこの生まれた子供に超常的存在が祝福と呪いを与えるという話は非常に多いんだ。そもそも、アーサー王やギルガメッシュのような英雄にもこの手の話はつきもので、素す晴ばらしい能力は神や妖精から与えられたものだとされていた感じだね。それに実は「いばら姫ひめ」の宴うたげのシーンは決して物語の中だけのものじゃなくて、実際にブルターニュ地方の古民俗に、子供が生まれたら妖精の恵みを得るために三つの食しよく膳ぜんを用意する、というものがあったらしい。これなんかはもうもう完全に「いばら姫」だし、三人分の用意というと、三女め神がみの伝承は確実に引いてるよね』

「ほんとですね、面白いです」

『……ここで喜ぶのは不ふ謹きん慎しんだけど、面白がってくれるのは白しら野の君だけだよ』

　電話から聞こえる神か狩がり屋やの声が、少し苦笑気味になる。

『あとは────そうだね、そっちの家が隔かく離りされてるのと符ふ合ごうする、茨いばらについても触ふれた方がいい気もするね』

「そうですね……」

『茨というのは要するに野ばらのことで、いばら姫も訳によっては「野ばら姫」とされてることもある』

「それだと印象がだいぶ違いますね」

『そうだね。バラというのは古来から、愛のシンボルだ。あとギリシャ神話にある、アフロディテの恋人アドニスが死んだ時、その血からバラが咲いたという伝説から愛と再生のシンボルとされた』

「これも再生ですか……」

『姫の再生を待つ城を覆おおうのが、再生の象徴であるバラ、ということになるのかな。あとアドニスの伝説のせいだろうか、神しん託たくにバラが現れるとそれは死の暗示で、西洋の夢判断でも赤いバラは死と流血の暗示とされていたらしいね。おかげで病室の贈り物にバラは忌き避ひされているみたいだ。

　あと、バラの冠かんむりはギリシャ・ローマあたりでは酔よいを醒さまして秘密の口外を防ぐお守りと考えられていたそうだ。そのせいかバラは秘密厳守のシンボルにもされていて、カソリックの教会の告こつ悔かい室しつには五弁のバラの飾りが見られるそうだ。あとそれに関係して、ラテン語で「内密に」という慣用句は「バラの下で」という。それからキリスト教美術では、バラはマリアのシンボルで純潔、処女性の象徴だった』

「秘密……」

『あと棘とげのある茨いばらは、そのまま防ぼう御ぎよや障しよう害がいの象徴だね。純潔の意味も、多分花の美しさと同時にここから来てる。「茨の野」という慣用表現は荒地を意味し、処女地の意味でもある。それからキリスト教というと、キリスト像の頭に被かぶせられた受難のシンボルである茨の冠かんむりを忘れちゃいけない。マルコ福ふく音いん書しよやマタイ福音書などの記述から描かれて完全に定着してるけど、実は初期のキリスト教美術では十字架かにかけられたキリストは何も被ってなかったらしい。定着したのは一三○○年代以降だそうだ』

　そこまで言うと神か狩がり屋やの声は、再び「ふーむ」と唸うなって息を吐はき、考え深げになった。

『あとは…………っと、少し話しすぎたかも知れないね。一度に言っても、白しら野の君を混乱させるだけかもしれない』

「いえ……と言いたいところですが、少し」

　蒼あお衣いは申し訳なさそうに答える。

『いやすまない。当たり前だ。こういうことになると、つい色々と忘れて話してしまう。悪い癖くせだとは思うんだけど……』

「いえ」

　神狩屋は自じ重ちよう気味に言ってそう言葉を濁にごし、そしてそれから少しして、思い出したように声を上げた。

『……っと、ああそう、忘れるところだった。颯さつ姫き君や雪ゆき乃の君は大丈夫かい？』

「確かにちょっと、悪い癖かもしれませんね……」

　その今さらの問いを聞いて、蒼衣は思わず苦笑して言った。

　言われなかったので心配していないのかと思えば、単に蒼衣の報告を聞いたためにすっかり忘れてしまっていただけらしい。

「颯姫ちゃんは大丈夫です。雪乃さんは……まあ、ちょっと」

『面めん目ぼくないね……そうかい』

　蒼衣は、ソファでうずくまって剣けん吞のんな目をしている雪乃を見ながら言う。

　神狩屋は蒼衣の口調からそれなりに悟さとったようで、溜ため息いき混じりにそう答えて、それ以上は聞かなかった。

　そして神狩屋は、

『……とりあえず、君たちが無事なのは安心した』

　と、会話を締めくくる。

『もう遅いから、ここまでにしよう。また明日あした定時連絡をよろしく』

「はい」

『それからくれぐれも────気をつけて』

「……はい」

　蒼あお衣いは答え、最後に挨あい拶さつを交わして、電話を切った。




「…………」




　受話器を置く。長い会話で手のひらが受話器の形に汗あせばんで赤くなり、押さえられていた耳が痛かった。

　蒼衣はソファに座ったまま目を合わせない雪ゆき乃のへも、声をかける。

「……雪乃さん、神か狩がり屋やさんが、気をつけて、って」

「…………」

　雪乃は無視したが、微かすかに煩うるさそうな雰ふん囲い気きになったので、蒼衣は特に心配はせず、むしろ雪乃がちゃんと話を聞いていることに安心した。

　蒼衣は、雪乃を見ながら思わず、少し微笑ほほえましげな表情になる。

　するとその辺りの空気を感じ取ったのか、雪乃は突如として憤ふん然ぜんとソファから立ち上がり、不ふ機き嫌げんな足取りで応接間のドアへと向かって行った。

「雪乃さん？」

「……」

　雪乃は振り返りもせずに、ドアノブに手をかける。

「どこいくの？」

「……うるさい！　殺すわよ」

　重ねての蒼衣の問いに、雪乃は剣けん吞のん極まる声でそう言い放つと、そのままドアを開けて、廊ろう下かへと出て行った。
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　この家は、茨いばらに閉じ込められた城。

　入った者は────茨に絡からめ取られて死ぬ。




「……くだらない」




　雪ゆき乃のは、つい先ほどまで聞いていた蒼あお衣いと神か狩がり屋やの電話を、そんな憤ふん然ぜんとした呟つぶやきと共に吐はき捨てた。

　水すい槽そうが点々と光る廊ろう下か。

　そこに立つ、応接間から出てきた雪乃。

　その表情は、決意と不ふ機き嫌げんを混ぜ合わせた、剣けん吞のんなもの。だがそんな凶きよう悪あくな表情も、雪乃の均整な美び貌ぼうに浮かべば、殺意を込めて研とぎ澄すまされた一ひと振ふりの剣のような、凄せい絶ぜつで硬質な美しさを孕はらんで見える。

「くだらないわ」

　雪乃は、そんな険しい表情のまま、もう一度、繰り返した。

　だが、繰り返された二度目の呟きは初めのものとは違い、蒼衣たちにではなく、自分自身に向けられていた。

　そしてどちらの言葉も、明確な理屈あってのものではない。

　ただ、自分自身のなかに渦うず巻まいている苛いら立だちの感情を、そのまま吐き出した結果、その言葉になったというだけだ。

「………………」

　苛立ち。胸の中を満たすのは、ただそれだけ。

　腹立たしい。こんな場所にのこのことやって来て悠ゆう長ちようとしか思えない話をしている蒼衣も、そして敵てき一人さえも殺しきれない上に、これまで幾度となく直面してきた怯おびえに、危うく吞のみ込まれそうになった、弱い自分もだ。

　その自分を、救うために蒼衣がやって来たのだという事実も、特に腹立たしかった。

　蒼衣もそんなことは言わないし、自分も間違ってもそんなことを口になどしないが、分かっているだけに苛いら立だちが募つのった。蒼あお衣いの気き遣づかいも、自分が蒼衣などに気遣われているという事実も、自分にはどうにもできない〈悪夢〉を蒼衣は滅ぼし尽くすことができるというただ一点の事実に自分が嫉しつ妬とを感じていることも、何もかもが不ふ愉ゆ快かいだった。

　神か狩がり屋やなら『適材適所』とでも言うだろう。

　あるいは『安全第一』。だが、そんな正論に納得して引き下がるような理屈が通用する人間は、そもそも〈悪夢〉と真正面から殺しあう役目の〈騎き士し〉になどならないのだ。

　皆、〈泡ほう禍か〉の中で心に植えつけられた、理屈などでは割り切れない強烈な『憎悪』や『使命感』や『恐怖』や『逃とう避ひ』や『自己破滅願望』から〈悪夢〉との殺し合いに身を投じる。まともな人間なら二度と直視したくない己の中の〈悪夢〉の欠片かけらを、自ら取り出して〈悪夢〉にぶつける、強烈な理由か、狂った衝しよう動どうがあるがゆえに〈騎士〉になるのだ。

　特に雪乃は、それが強い。

　だからこそ雪乃は自分の役目にはストイックに執しゆう着ちやくするが、役割分ぶん担たんという考え方とは、基本的な部分で相容いれなかった。

　自分が全くできない相手とならば、単にその人のボディーガードが役目になるだけ。しかし蒼衣のように〈悪夢〉を滅ぼすという目的が重なる相手とでは、それは完全に獲物の取り合いに他ほかならない。

　最近は特にそれを実感していた。

　だがこれまでは、雪乃がそのつもりで〈断だん章しよう〉を向けた敵てきは、全すべてその通りに燃え落ちて、その限りにおいては蒼衣の出番などなかった。

　だが、この〈異い端たん〉を雪乃は殺せず、蒼衣が派は遣けんされてきた。

「……」

　水すい槽そうの明かりがいくつもあるため明かりが点つけられていない、ぼんやりとした白い光の満ちた異様な雰ふん囲い気きの廊ろう下かで、雪乃は英国の城に現れる亡ぼう霊れいのように薄うすら白く照らされて立ちながら、すぐそばの暗くら闇やみへ向けて、低く押し込めた声で声をかけた。

「……姉さん」

『なあに？　雪乃』

　うっすらと笑みを含んだ華はなやかな声が、応こたえた。

　同時に水槽の明かりが急に劣れつ化かしたかのように、雪乃の背後の一角が明度を下げて、その翳かげりの中に黒色の衣装の中に背景を透すかせた、雪乃にそっくりな、しかし凜りんとした雪乃とは正反対の少女然とした艶なまめかしさのゴシックロリータが音もなく立った。

「姉さんなら……殺せる？」

　雪乃は心の底から嫌きらい、そして同時に目指す怪物として必要としている姉の亡霊に、低い声でそう訊たずねる。

『さあ？　どうかしら。その雪乃の質問は今夜眠ねむった時に、どんな夢を見て、どんな風に目を覚ますのかを訊たずねるのに似てるわ』

　雪ゆき乃のの問いを聞くと、風かぜ乃のは翳かげりの中から、嘲あざけるような、そして愛いとおしむような声で、そう答えを返した。

『焦あせりすぎじゃないかしら？　雪乃。それとも、〈アリス〉を意識しすぎ？』

「……うるさい」

『うふふ、せっかくの愛いとしい妹の申し出だけど、私は気が進まないわね。だって、私がいまあのお母さんを焼き殺せたとして、雪乃はどれくらい〝痛い〟の？　あの家族は？〈アリス〉は？　どれだけ痛みを感じるの？　それともこのまだ何も分かってない〈悪夢〉が燃え落ちる様さまは、どれくらい〝美しい〟と期待できるのかしら？』

「……」

『雪乃。いつも言ってるように、美しく正しい〝痛み〟は与え合いだわ。痛いから相手を傷つけて、相手に痛みを与えて、そして自分も傷つく、その絆きずなを喜ばないと。そうやって全すべては正しく燃え落ちてゆくのよ。命も、物も、心も、自然も、世界も。全ては痛みの絆の中で。私はもう痛みを感じることができないけど、雪乃はそうじゃないでしょう？』

「……もういい」

　雪乃はさらに声を低くして、眉まゆ根ねを寄せて風乃との会話を打ち切った。

「私が馬鹿だったわ。私が、やればいいだけ」

　そして雪乃は、カッターナイフをポーチから抜き出す。

　そうして口元を引き攣つるほど引き締めて歩き出そうとした時、雪乃が先ほど乱暴に閉めた応接間のドアが開いて、蒼あお衣いが声をかけてきた。

「雪乃さん、あんまり無理は……」

「しつこいわね」

　振り向きもせずに、苛いら立だたしげに雪乃は言い放った。

「何も分からないくせに、口出ししないで」

「今からあの〝お母さん〟の所に行こうとしてるよね……？　それだけは分かるよ」

　拒絶する雪乃に、蒼衣は心配そうに言葉をかける。

「たぶん、雪乃さんは自信があってやろうとしてるわけじゃないよね？　試すだけならやめようよ。それだけでも雪乃さんは怪け我がするんだから……」

「うるさい！」

　雪乃はかっとなって、いからせた肩かた越ごしに蒼衣を睨にらみつけた。

「あなたの方が先に怪我したいの!?」

　しかし蒼衣は悲しげな表情をして、言った。

「……怪我で済んで、雪乃さんがやめてくれるなら……いいよ」

「っ！　この……！」

　ぎり、と奥歯を嚙かむ雪ゆき乃の。

　そんな雪乃に、蒼あお衣いはおずおずと言葉を選びながら、しかし全く後に引く気はなさそうな様子で、雪乃を説得にかかった。

「あのさ、せめて雪乃さんが怪け我がする役目は、誰かが本当に危なくなるまで取っておいて欲しいんだ」

　そう、蒼衣は言う。

「僕は雪乃さんには怪我して欲しくないし……それにもし雪乃さんが無茶して動けなくなったら、その後で何か起こったら、誰もみんなを守れなくなるよね？　僕じゃ何かあった時、颯さつ姫きちゃんや、ここの家族を守れない。〈葬そう儀ぎ屋や〉さんたちが戦えるかは分からないけど……でもたぶん雪乃さんほどは、強くないよね？」

「…………うるさい！」

　雪乃は蒼衣から顔を逸そらして、叫ぶ。

　気を遣つかって言葉が選ばれた正論だが、要するに雪乃には無理だと言われているのだ。

　そして蒼衣がそのためにここにいるのも、誰もそうだとは口にしてはいないが、歴然とした事実。

　雪乃の感情は、それを受け入れるわけにはいかない。

「……っ！」

「雪乃さん！」

　雪乃は大おお股またに廊ろう下かを奥へと歩き出し、蒼衣が慌あわてて追いすがってきて、雪乃はさらにそれを振り切って、廊下の突き当たりを曲がる。

　しかしその瞬しゆん間かん、雪乃の足元に人間がうずくまっていた。




「きゃ！」




　思い切りそれに躓つまずきそうになって、思わず悲鳴を上げて立ち止まる雪乃。そしてすぐに後ろに追いついてきた蒼衣と共に思わず見下ろすと、その彼が顔を上げた。

「あ……おっと、すまない……」

　謝ったのは苦悩で魂たましいが抜けたような表情をしたこの家の主人、輝てる之ゆきだった。

　彼は廊下にしゃがんで、バケツや何か細こま々ごまとしたものが入った釣つり具ぐケースを横に置いて、蛙かえるの水すい槽そうを開けて、黙もく々もくと中の世話をしていたのだった。

　筋肉の張った、男性的なポロシャツの背中が水槽の中を細かく掃そう除じしている。

　その水槽の中にはアマガエルをそのまま手のひらサイズにまで大きくして太らせたような、見たことのない薄青緑色の蛙が飼し育いくされていた。

　蒼衣が言葉を漏もらす。

「それは……」

「ああ、イエアメガエル。オーストラリアのアマガエルみたいなもの、かな」

　輝てる之ゆきはマニアらしく、今にも溜ため息いきをつきそうな、浮かない表情をしながらも、自然とそう説明して答える。

　そしてそう答えた後、輝之は元のように水すい槽そうを向いて作業を再開する。もう現実を見たくないかのような表情と態度。だがそれでも輝之は辛かろうじてこの家の主人としての体面を保って、二人に話しかけてくる。

「さやかを……妻を、殺しに行くんですよね」

「そうよ」

　雪ゆき乃のは言い切った。

　蒼あお衣いが困ったように「雪乃さん……」とたしなめて言ったが、事実は事実だ。それにすでに輝之には〈断だん章しよう〉で奥さんを焼くという、誤ご魔ま化かしようもないくらいに決定的な場面を見られているのだから、雪乃という『霊れい能のう者しや』の持つ役目を彼は痛感しているはずだった。

「できますか」

　輝之は、言う。

「さっきの話、聞こえてきましたが」

「……やるわ」

　一いつ瞬しゆん渋しぶい顔をして、しかし言い切る、雪乃。

「それが……さやかを救うことに、なるんですよね」

「そのはずよ」

「それしか、ないんですよね」

「あなたがその目で見たものが全すべてよ。あれを幸せな状態と呼べるのか、それから一度あんな状態になった奥さんが綺き麗れいに生き返ってきたとして、あなたが何の疑問もなく今まで通りに生活できるのか、よく考えてみることね」

　輝之は一度、黙だまる。

　そして、

「………………何でこんなことに……」

「理由なんかない。ただ、運が悪かったの」

　深い溜ため息いきと共にひどく小さくなったような印象の輝之の背中に、雪乃はぶっきらぼうに慰なぐさめのつもりの言葉を言った。

「私も、家族を全部亡くしたわ」

「そうでしたか……」

「あなたの奥さんは、もう死んだの。確かなのはそれだけ」

「……」

「もし私たちが〝生きているように見える〟彼女を殺すのに抵抗があるなら、今の彼女の状態を、あなたの知ってる彼女自身がどう思うか、それだけを考えればいいわ。もの言わぬ死の方がマシな状態は、確かに存在する」

　雪ゆき乃のは言う。

『ふふ、実感のこもった言葉ね』

「……」

　そのマシでない状態の体現である風かぜ乃のが囁ささやいて、雪乃の言葉をまぜっかえす。

　雪乃は、黙もく殺さつする。

　廊ろう下かに、沈ちん黙もくが降りる。水すい槽そうのランプに照らされながら、しかし作業する手が止まっている輝てる之ゆきは、じっと雪乃の言った言葉を、考え込んでいるような様子だった。

　そしてやがて、輝之はぽつりと言った。

「この子ら……金魚やカエルたちの……病気や怪け我がみたいなものですかね」

「……さあね」

「どれだけ気をつけたつもりでも、時に予想もつかない形で起こる。それで……それが場合によっては、あっさりとこの子らの、最後になる」

「その解釈があなたの納得できる解釈なら、それでいいわ」

　雪乃は答える。

「さやかとは……学生時代に出会いました」

　ぽつり、ぽつりと、輝之は続ける。

「その当時からあいつはカエルをペットにしていて、付き合いを始める前から僕も影響を受けて……あいつ、女の爬は虫ちゆう類るい飼がいにしては珍めずらしく、品種とか優良個体とか水槽環境とか、どっちかというと男が好みそうなことに興味が強かった。それで僕も興味を持って、仕事が上手うまくいきだしてからは金魚の飼育を始めて、リュウキンをメインに本格的にはまり込んだ。あいつも金魚は、気に入ってくれた」

「……」

「品種、繁はん殖しよく、形のいい個体の育て方まで……一緒に……」

　そこまで言うと輝之は一度声を詰まらせ、またしばし、無言に。

　おそらく数秒の沈ちん黙もく。そんな沈黙の後、輝之はうずくまって下を向いたまま、ひどく疲れたような声で言った。

「少し……少しだけ、待ってくれませんか」

「……」

　雪乃の眉まゆが寄る。

「申し訳ない。やめてくれとは言いません。ただ……ただもう少し、気持ちを整理する時間を下さい」

「……時間は経たてば経つほど、あなたにも家族にも危険が増すわ」

「分かってます。申し訳ない……でも今のまま全すべてが終わりになったら……後悔しそうです。あれはもう、さやかではないかもしれませんが……遺い体たいには変わりないのです。葬そう式しきもあげてやれない、遺体なんです……」

　その、大だいの大人おとなの男が娘むすめと同じ歳としの雪乃に向ける弱々しい言葉に、雪乃は、ぎゅっ、と拳こぶしを握にぎり締めた。

　恐ろしい〈泡ほう禍か〉の中で、雪乃に何かを要求する被害者は少ない。

　だが縋すがられてしまうと、その意向が納得できないものでない限り、雪乃は被害者からの頼みを、あまりないがしろにできなかった。

　ここで頷うなずいたが最後、約束を守る自分が目に見えて、雪乃は歯嚙がみした。

　後ろにいる蒼あお衣いの思い通りになりそうな、この状況があまりにも腹立たしくて、そのことに雪乃は歯嚙みしながら、それでも唸うなるように輝てる之ゆきへと答えた。




「………………わかったわ。早くして」







　　　　２




　漏もれ聞こえる、廊ろう下かの父親と〝霊れい能のう者しや〟の会話。




　────どういうこと……？




　そのとき莉り緒おは、二階へ続く階段の途と中ちゆうで息を潜ひそめて立ち、彼らの会話を盗ぬすみ聞きながら、心の中をそんな疑問で一杯にしていた。

　トイレに立ち、自分の部屋に戻る途中のことだった。

　話が聞こえてきたのだ。莉緒は引きこもり気味になり始めた頃から、家の中を歩く時には足音を殺す癖くせがついていて、父親たちが莉緒の存在に気づいている様子はなかった。

　そうしていきなり耳に入ってきた、その内容。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、階段を上がりかけていた莉緒は、思わずその場に立ち止まって、そのまま壁に張り付くようにしてその会話を立ち聞きしていたのだ。




　────お母さんを、殺しに行く？




　一体どういうことだろう？　お母さんはもう死んでいる。家族全員の目の前で何かに取り憑つかれて莉り緒おたちに襲おそいかかり、〝霊れい能のう者しや〟によって殺されたはずなのだ。

　みんな見ていた。もちろんお父さんも。

　そのお父さんが口にした、『妻を殺しに行くんですか』という言葉。

　今いる〝霊能者〟たちは、お母さんに取り憑いて死なせ、それでも収まらない超常現象をどうにかするためにいるのだと思っていた。

　だがそれなのに『お母さんを殺す』？　何故なぜ？　どういうこと？

　まさか生きてる？　そんな馬鹿な。あんな状態で生きているわけがない。生きていられるわけがない。

　一体、何を話しているのだろう？

　父と〝霊能者〟の女との会話は、まるでお母さんがこの家の中を彷徨さまよっていて、それを退治しなければいけないような、そんな口ぶりだった。

　いや…………それ以外には、解釈のしようがなかった。

　そしてその解釈は、迫る母親から逃げようとしたがドアも窓も外からの〝手〟に押さえつけられて開かず、母親に編み針を目に突き刺さされそうになった恐怖と異常を、昨日きのう経験したばかりの莉緒にとって、さほどの抵抗なしに受け入れられるものだった。

　莉緒の胸の内に、黒く冷たい不安がうっすらと広がる。

　何が起こっているのだろう？　いや、普通でないことが起こっているのは、もうとっくに分かっている。

　莉緒は必死に内にこもって、家の中で起こっていることをできるだけ見ないように、考えないようにしていた。

　頭がおかしくなったかと思うような異常な現象も、母が死んだという事実も、そしてずっと続いている家族との確かく執しつも────それを恐れ、悲しみ、悩みつつ────同時にそれらの感情ばかりに身を沈めることで、実のところ直視しないようにしていたのだ。

　不安が、呼吸をうっすらと重くした。

　何が起こっているか確かめたい。しかし訊たずねようにも今は、確執のある父親には、話しかける気になれない。

「………………」

　どうしよう？　階段の途と中ちゆうに立ったまま、莉緒は迷う。

　家の中を見て回れば何か分かるだろうか？　しかしいま一人でそんなことをする気にも、とてもなれなかった。

　とにかく莉緒はここから移動しようと、そっと足音を忍ばせてこの場から身を引く。

　そして特にビジョンもないまま、階段を登って二階に戻った時、ちょうど階段下に弟が現れて、後をついて登って来ながら声をかけてきた。

「姉ちゃん……」

「！　しっ！」

　莉り緒おは慌あわてて振り返って、静かにするよう釘くぎを刺さした。

「耀よう、あんたこんな時間まで……」

　そして夜も遅くまで起きている弟をそう言って咎とがめかけたが、ふと思い直して、逆に招きよせて小声で訊たずねた。

「……ねえ、耀はお母さんのこと、何か聞いてる？」

「え？」

　ぽかんとして、耀。

「何か、って……何？」

「……」

　何も知らない様子。莉緒は溜ため息いきをついて何も説明せずに弟を追い払おうとしたが、耀はそんな莉緒を急に真まっ直すぐに見上げると、やはり声を潜ひそめて言った。

「姉ちゃん、僕、姉ちゃんに味方するからな」

「は？」

　今度は莉緒が、ぽかんとする番だった。

「い、いきなり何言ってんの？　あんた」

「いきなりじゃない！〝霊れい能のう者しや〟の兄ちゃんと話してて、やっぱりお父さんとお母さんは姉ちゃんをいじめてるのはおかしいって思ったんだ。お父さんは『いじめはするな。いじめられてる奴やつがいたら逆に守ってやれ』って言ってた。だから僕は姉ちゃんに味方する。姉ちゃん何にも悪いことしてねえじゃん」

「……！」

　莉緒は絶句する。そして胸を突かれた。

　思わぬ言葉への感激で、一いつ瞬しゆん涙なみだが出そうになった。しかし同時にそんな弟の言葉が、両親から愛されているせいであることにも気がついて、そんな真まっ直すぐさを失っている今の自分も痛感させられて、ひどく惨みじめな気分にもなった。

　弟は両親に愛され、両親の理想通りに育ち、それゆえにまた愛されている。

　自分はそうではない。だが両親が自分に求めている理想は自分ではなく死んだ姉のもので、自分はそれには従えない。そして疎うとまれる。

　そうして弟はこんなにも真っ直ぐになり、自分はこんなにもひねくれた。

　莉緒はその現実をひどく辛つらく感じて、弟を突き放したい衝しよう動どうにかられ、そして同時にひどく愛いとおしくも感じて────その結論として弟の肩かたに手を置いて押しやって、自分の体から遠ざけた。

「……ダメだよ。そんなことしたら、あんたがお父さんに嫌きらわれちゃう」

「いい。お父さんの方がおかしい」

　頑かたくなに言う耀よう。

「ダメだって……耀がそんなこと言ったら、お父さん悲しむよ」

　自じ慢まんの息子むすこに裏切られて。それを見ることはきっと胸がすく気分だろうが、それに耀を巻き込もうとは思えなかった。

「私のせいにされちゃうだろうし」

「平気だって。悪いのはあっちだ」

「馬鹿みたい。早く寝なさい。私は……」

　忙しい、と言って、莉り緒おがこの話を打ち切ろうとした時、不意に二人のいる廊ろう下かに、ズシンという重い異音が、どこからか聞こえてきた。




「…………!?」




　思わず廊下を見回し、そして顔を見合わせる二人。

　家の中に響いたその音は、まるで子供の頃に家の中で、高いところから飛び降りて、床ゆかを揺るがせた音によく似ていた。

　あるいは一いつ瞬しゆんだけ、何かが激しく暴れたような音。

「な……何？」

　しかし、そんな疑問を莉緒が口にするかしないかのうちに、二階の廊下に並んでいる部屋のうちの一つのドアが、ばん！　と激しい勢いで開いた。

　そして飛び出して来る、腰こしに刃は物ものを吊つり下げた喪も服ふく姿すがたの女性。

「瀧たき！　すぐに時とき槻つきさん呼んでくるから！」

　母が死んだ後にやって来た〝霊れい能のう者しや〟の男女のうちの片割れ。彼女は客用の寝室になっている部屋から中へ呼びかけながら飛び出して来ると、すぐに廊下の莉緒と耀の姿に気がついて、切せつ羽ぱ詰つまった表情で呼びかけた。

「二人ともこっちに来ちゃ駄だ目め！　すぐ下に降りて！」

　そして言いながらも、二人の脇わきを駆かけ抜けて、階段を駆け下りて行く。

　激しい足音。階段を降りてゆく足音とその背中を呆ぼう然ぜんと見送って、莉緒と耀は再び顔を見合わせて、そして開けっ放しになっている客間のドアを見つめた。




「………………」




　それは自然な考えだった。

　いま何が起こっているのか知りたかった莉り緒おの、それはあまりにも当然の、当たり前の考えと行動だった。

　スリッパを履はいていない裸足はだしが、前に出た。

　開けっ放しのドアへ向かって、一歩、二歩、三歩。足音を殺した歩みが廊ろう下かを踏み、廊下を奥へと進んで、ドアの開いた入口が、角度を変えながら視界の中で近づいてきた。

　明かりの灯ともっていない、真っ暗な部屋の入口が。

　一歩ごとに視界の中で、徐じよ々じよに大きく四角く、口を開けていって。

　そしてその、壁に切り取られた闇やみの前に、莉緒は無表情に目を開けて────




「……」




　立った。

　そして廊下からの明かりが真まっ直すぐに射し込む、暗い部屋の中が目に入った時、莉緒はそこに立ち尽くしたまま、ただ一言、ぽつりと漏もらすことしかできなかった。

「えっ────」







〝母〟が、いた。







　莉緒の目の前に広がった暗い部屋の光景。そこには死んだはずの母親が、母の持ち物の中には見たことがないお仕し着きせのような喪も服ふくじみた黒い服を着て、客室の真ん中の床ゆかに、深く俯うつむいて座り込んでいた。

　それは異様な姿だった。母の華きや奢しやな体のあちこちには、まるで凧たこ揚あげの糸巻きのように、何重にもロープが巻きつけられていた。そして幾本ものロープは、そのことごとくが途と中ちゆうで千ち切ぎれて垂れ下がり、暗くら闇やみの中に座ってドアからの光がかかったその姿は、糸が絡からんだ操あやつり人形がモチーフの、何か不ふ吉きつなものを催もよおさせる、不ぶ気き味みなオブジェのように見えた。

「………………」

　そしてその傍そばに無言で立つ、鉈なたを手に喪服を纏まとった、処刑人を思わせる長身の男の背中。

　目に入ったあまりに異様な光景と、そしてその部屋の中にあるもの全すべてが放っている呼吸が重くなるような異様な雰ふん囲い気きに、足が竦すくんだように、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　お母さん……？　と言葉が漏れそうになったが、それは言葉にならなかった。

　ただその光景を前にして、そしてその光景が放つ空気に巻かれて、自分の心臓の鼓こ動どうを、ひどく大きくはっきりと感じた。




　どっ……どっ……どっ……




　と心臓の音ばかりが聞こえる、数すう瞬しゆんの時間の停止。

　気味の悪いモノクロフィルムの映像のような光景を前に、息も忘れて凍こおりついた、その数秒の時間。

　そしてその緊張の中、




　ず、




　とおもむろに全身に絡からむ糸を引きずって、ほんの少しだけ、〝母〟が身じろぎする気配を見せた。それと共に重く澱よどんだ空気がゆっくりと動き、莉り緒おは目を見開いたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くして、そんな莉緒の前で処刑人の男は重々しく鉈なたを持ち上げて、〝母〟へと振り下ろさんと、己の頭の上に掲げた。

　次の瞬しゆん間かん。




「お母さん……!?」




　莉緒の後ろで、声が上がった。

　ぎょっとして振り向いた。莉緒の後ろにはいつの間にか弟の耀ようが立っていて、驚きよう愕がくの表情で目を見開いて、部屋の中にある〝モノ〟を見ていた。

「耀!?」

　心臓が冷えるような感覚。強きよう烈れつな、嫌いやな予感。

　引き絞しぼられた時間が動き出した。すなわち直後、嫌な予感を寸すん分ぶん裏切らず、耀は莉緒の脇わきをすり抜けて────そしてそれを止めようとした莉緒の思いは竦すくんだ身体からだが裏切って────耀は止める間もなく暗い部屋の中へと、母を呼びながら、あっという間に駆かけ込んでいったのだった。

「お母さ……」

「だめ！」

　全すべては一いつ瞬しゆんのことだった。

　莉緒が悲鳴を上げたこと。

　耀が〝母〟に駆け寄ったこと。

　それを見た大男が、振り下ろす寸前の鉈を止めたこと。

　そして、これまでずっと俯うつむいていた〝母〟が、駆け寄って来た耀へと顔を上げて────




　何本もの針を突き刺してまぶたを縫いとめた、血に塗まみれて塞ふさがった両目を上げて、縄なわを引きずった血だらけの両手で耀の頭を摑んだのは、ほぼ同時のことだった。




「ひっ────!!」

　肺が痙けい攣れんしたような耀ようの悲鳴。

　直後、




　ぶつっ、




　弟の目元の皮が内側から引き伸ばされて、その頂点の皮ひ膚ふを破って長い針が飛び出し、皮を引っ張りながら長々と刺さし貫いた。

　ずずず、っ、と顔の肉から飛び出す、太く長大な鉄の針。

　両手で摑つかみかかったかのように見えた〝母〟は、正しくはそうしたのではなく、片手で弟の頭を押さえつけて、もう片方の手に握った針を弟の目に突き刺そうとして狙ねらいを外し、目元から頭ず蓋がい骨こつに沿って骨を削けずりながら顔の皮を刺し貫いたのだった。

「あああああああああああああああああっ!!」

　耀の悲鳴が、絶叫に変わった。

　定じよう規ぎほどの長さはある長大さの、針状の結晶にも似た粗あらい造りをした針を握にぎり締めた〝母〟は、それを無む造ぞう作さにノコギリのように押し引きし、そのたびに弟の顔の皮膚がみちみちと引っ張られて変形した。

　傷口が破れて血が流れ出し、皮膚の中に引っ込んだ針の先せん端たんが、今度は別の場所の皮膚を貫いて飛び出した。皮膚の下の肉と神経をずたずたに針でかき回され、弟は恐怖と激痛に悲鳴を上げながら必死で抵抗し、やがて顔から針が抜けたが、〝母〟はそれでもなお機械的に弟の目を刺そうとして、それを庇かばった腕うでにも、ぶつっ、ぶつっ、と何度も何度も皮膚を貫いて、針が深々と突き刺さった。

「嫌いやあっ!!」

　莉り緒おが恐怖に悲鳴を上げた刹せつ那な、巨大な影が動いた。

　狙ねらいを定め直した喪も服ふくの男が、高々と振り上げた大振りで肉厚の鉈なたを、思い切り〝母〟の肩かた口ぐちに振り下ろしたのだ。

　空気が凶きよう暴ぼうに唸うなり、直後、




　ごしゃっ!!




　としか形容できない、骨を割って肉を叩たたき斬きる、身も竦すくむような重く湿しめった音が部屋を震ふるわせた。そしてその一いつ瞬しゆんで、研とぎ澄すまされた凶きよう悪あくな鉈なたの刃やいばは、〝母〟の肩かたから胴体に深々と埋うまって、何本もの骨ごと脇わき腹ばらまで弟を摑つかんでいた腕うでを断ち切った。

　ばしゃあ、と大量の血が暗くら闇やみの中に飛び散って、鉄臭くさい臭においが充満した。

　弟を摑んでいた腕が一部皮で繫つながったまま重い音を立てて床ゆかに落ち、それによって弟は拘こう束そくから解かれたが、飛び散った血を浴びた弟はそのまま逃げることもできずにその場所に、力なくへたり込んだ。

　しかし、




　ずる、




　とその目の前で、〝母〟が這はいずるように身を乗り出す。

　伸びきった皮で胴体に繫がった千ち切ぎれた腕を引きずりながら、血溜だまりを広げて蠢うごめき、目を針で縫ぬい閉じた血ち塗まみれの顔を反そり返るように上げて、〝母〟は弟の目の前で頰ほおが裂さけそうなほどに、大きく大きく口を開いた。

　そして。







　────きゃあアアアアアアアアアアああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアああああああああアアアアアアアアアアああああアアアアアアアアアアあアアアアアアアアアアああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!







　一いつ瞬しゆんの間の後、耳を劈つんざき、身が竦すくむ恐怖の絶叫が、その口から噴ふき出した。

　凄すさまじい恐怖を含んだ爆発的な絶叫は、鼓こ膜まくが破れるかと思うほどの大きさで部屋中、家中の空気を震わせて、耳から入った瞬しゆん間かんにあまりのおぞましさに悪お寒かんが身体からだの芯しんを貫き、全身の皮ひ膚ふに一いつ斉せいに鳥とり肌はだが立った。

「………………………………………………っ!!」

　思わず爪つめを立てんばかりに激しく耳を塞ふさぎ、強く強く身を縮ませた。

　その絶叫に含まれた本能的な恐怖が瞬またたく間に心身に広がって、つられて悲鳴を上げそうになりながら、痙けい攣れんのように身体を震わせた。

　そしてその絶叫の中、〝母〟の腕が蠢く。

　まだ残っている、針を摑んだ方の腕が鎌かま首くびをもたげるように持ち上がり、針の先せん端たんを、魂たましいを失ったように動かない弟の顔に向けた。

　その目を、縫ぬい潰つぶそうと。

　やめて！　心の中で叫んだが、莉り緒おの身体からだは竦すくんだまま動かず、その目の前で針は先せん端たんを細こまかく震ふるわせながら、ゆっくりと弟の目に近づき、下瞼まぶたに触ふれた。

「────あ──」




　だん！




　と恐怖と絶望が胸の中に広がったその瞬しゆん間かん、強く踏み込む足音と共に、莉緒の横を黒い影がすり抜けた。

「!!」

　影は喪も服ふくの女性だった。女性は部屋に踏み込むや否いなや腰こしのベルトから抜き出した鉈なたを素早い動作で振りかぶり、すでに中で同じように鉈を振り上げていた大男と、一切の打ち合わせなしで全く同時に〝母〟に向かって叩たたきつけた。

　男の鉈が〝母〟の残った肩かたを、女の鉈が〝母〟の頭を、同時に叩き割る。

　ぐしゃっ！　と骨を割り、肉を断ち切る重く嫌いやな音が再び響いて、二本の刃やいばに胸まで深々と切り割られ、口から溢あふれていた〝母〟の絶叫は空気が漏もれるような音に変わって、ごぼごぼと血ち泡あわに沈むように途と切ぎれた。

　そして────




「〈焼け〉っ!!」




　莉緒の背後で少女の裂れつ帛ぱくの叫びが聞こえた瞬間、目の前の部屋の中に突如として爆発的な火の手が上がり、視界を炎ほのおの色が吞のみこんだ。

「ひっ……！」

　怯おびえで声が漏れた。思わず顔を庇かばった莉緒の耳に、血の海が激しく蒸発する音が聞こえ、血と肉と髪かみの毛が焦こげる異様な臭においが、むせ返るほどに立ちこめた。




　────ぎゃっ!!




　火の中に動物を投げ込んだような短い叫びが上がり、それと同時に動物が、その身を床ゆかに叩きつけて暴れるような激しい音が響いた。両目を針で縫い潰し、両肩と頭を胴体に達するまで深く鉈で叩き割られて、さらに全身を激しい炎に巻かれた〝母〟が、それでもなお死ぬことなく暴れまわっている音だった。

「…………………………っ!!」

　目を開けたそこは、地じ獄ごく絵図だった。

　部屋の中にガソリンを流し込んで火をつけたような猛もう火かの中、割り竹のように深い切り込みが入った人体が、千ち切ぎれかけの両腕うでを、文字通り振り回してもがき苦しんでいたのだ。

　全身の皮ひ膚ふを、そして断ち割られて露出した中身の肉を焼け爛ただれさせながら、激しく転がり回る〝母〟。

　炎ほのおを上げて沸ふつ騰とうして泡あわ立だつ血の海の中で、もはやあるべき形を保っていない〝母〟が身をよじらせて暴れ、皮一枚で繫つながっていた腕が千ち切ぎれ転がる。

　体中に巻きついたロープが、燃えながら振り回され、火の粉こを飛ばしながら床ゆかを叩たたく。

　その光景を、部屋の隅に移動した喪も服ふくの男女が、〝母〟から引き離した弟を庇かばいながら、厳しい表情で見つめている。

　そして。

「邪じや魔まよ」

　この光景を作り出した、背後の声の主が莉り緒おを押しのけて、前に出た。

　凍こおりつくような美び貌ぼうをしたゴシックロリータの少女。炎ほおのの熱が吹き上げる熱風に、漆しつ黒こくと純白の衣装を揺らせながら前に出た彼女は、片手に赤いカッターナイフを握にぎり、もう片方の手から赤い血を滴したたらせて、しかし何故なぜだか逆に追い詰められているような表情をして、〝母〟を見据すえてその前に立ち塞ふさがった。

「〈私の痛みよ〉────」

　少女はその表情のまま、呟つぶやきながら自分の腕にカッターの切っ先を当てる。

　そしてそのまま、先ほどの叫びと共に、腕を切り裂さこうとした、その瞬しゆん間かんだった。




　────ぎゃっ!!




　床で蠢うごめいていた〝母〟が突如として身を捻ひねって立ち上がり、倒れこむように窓へ向けて身を躍おどらせたのだ。

「!!」

　突然の激しい動きに跳はね上がった燃え盛るロープが顔をかすめ、少女が反射的に怯ひるんだその瞬間、〝母〟はガラスの割れる大音響と共に窓を突き破って、火の粉こを撒まき散らしながら、庭の方へと落下していった。

　落下したガラスが次々砕くだける音と、そして重いものが地面に叩たたきつけられる音。

「な……!?」

　慌あわてた少女と、そして黒こく衣いの男が窓に駆かけ寄って、ガラスのなくなった窓から身を乗り出して外を確認した。

「いない……」

　険けわしい表情で、呟つぶやく少女。

　そして少女はすぐに窓から離れると、一いつ瞬しゆんにして炎ほのおが消えてなくなった部屋を横切って、莉り緒おには目もくれずに部屋を出た。

「……探してくるわ。可か南な子こさんたちはみんなを」

「ええ」

　緊張に満ちた声で言葉を交わす、二人。

「気をつけて、時とき槻つきさん」

「……」

　中からの声には答えることなく、少女は廊ろう下かを駆かけ去って姿を消し、すぐに廊下の向こうから、階段を駆け下りる音が聞こえてきた。

「あ……」

　呆ぼう然ぜんとそれを見送り、そして部屋の中に目を戻す、莉緒。

　そして目に入ったのは、ガラスのなくなった窓から入り込む風に、充満した異い臭しゆうのする熱がかき混ぜられている、荒れた部屋。

　未いまだ湯気の立つ、焦こげた血の海。

　その中に転がる、半ば炭化した、針はりを握にぎった腕うで。

　大きく場所が動いた家具に、引き千ち切ぎられたように壊こわれたカーテンレールや、作りつけのクローゼットの扉とびら。

　そしてその中に立つ喪も服ふくの男女と、その女性に抱かかえられて、死んだようにぐったりとしている、血で汚れた弟の耀ようの姿。

　見た瞬しゆん間かん、血の気が引いた。

「……耀っ!?」

「待って」

　駆け寄りかけた莉緒を、喪服の女性は制すると、耀を抱え上げて、そのまま莉緒のいる廊下へとやって来た。

「死ぬような怪け我がはしてないわ。それより血を拭ふいてあげて。それから救急箱も」

「う……うん」

「私はみんなを集めて来るわ。下に来て。それから、できるだけ私たちの誰かと離れないようにして、もしそうできない場合は、何かあったらすぐに人を呼んで」

　そう言うと、女性はぐったりと重い耀の体を莉緒に預けて、最初の「来るな」という言いつけを破ったことについては一切咎とがめ立てせずに、一階へと降りていった。
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　結局〝母親〟は、見つからなかった。




「…………くっ……」




　窓の外の暗くら闇やみを睨にらんで、悔くやしげに呻うめく雪ゆき乃の。もう真夜中の真ま喜き多た家けのリビングは、〈異い端たん〉である〝母親〟に逃亡されて状況が悪化した今、あれからの騒さわぎの緊張と不安がまだありありと残る空気の中で、今なお眠ねむることのない部屋となっていた。

　正確には、眠ることのできない部屋。

　どこかに潜ひそむ〝母親〟の影とその〈悪夢〉を怖おそれながら、家族をかき集め、雪乃たちはここに立てこもっている。

　部屋にいるのは雪乃と蒼あお衣いと颯さつ姫き、それから〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子この、全員。

　家人は輝てる之ゆき一人だけだった。ここにいない気を失った耀ようと、年寄りの延のぶ子こは、リビングの隣となりにある延子の部屋の窓を家具で塞ふさいで、そこで休ませていた。

　バリケードは気休めだが、ないよりマシだ。

　それよりも何かあった場合に、すぐに雪乃たちが駆かけつけられる、隣の部屋であることの方が、よほど重要だ。

　雪乃たちはあれから二階を捨てて、リビングを中心とした数部屋に必要なものを全すべて移したのだ。家中に家族が散っていては何かあった場合にすぐさま対応できないためで、莉り緒おだけがその提案を渋しぶったが、それでもあんなことがあった後に一人だけ離れた自室で過ごす気にはなれなかったらしくさほどの抵抗なしに同意した。

　それでも莉緒はソファにいる父親には近づこうともせず、部屋にも入ろうとせずに、リビングの近くをうろついている。

　その行動はリビングから去った後の、耀のものと似ていた。妙みようなところで姉弟が似ているのだった。

　ともかく────




　不安と心配と、絶望。

　緊張と苛いら立だちと、隔かく意い。




　そんなものが満ちるリビングで、雪ゆき乃のは窓の近くに一人、椅い子すを持ち出して座っている。

　雪乃の苛立ちは、今や焦あせりに近い。今日ここに来てからの、自分の体ていたらくを思い出しては歯嚙がみするしかない雪乃は、ただ真っ暗な窓の外と、同じように真っ暗な自分の内面を、ただじっと、睨にらみ続けていた。

「……」

「雪乃さん、焦らない方がいいよ。雪乃さんが強いことは、みんな知ってる」

　そんな無言の雪乃の神経を、蒼あお衣いが逆さか撫なでする。

「うるさい」

　雪乃はけんもほろろに言い返し、蒼衣が困ったように溜ため息いきをつく。

　雪乃はずきずきと痛む包ほう帯たいの下の腕うでに熱を感じながら、頭を窓ガラスにつける。じゃり、と髪かみの毛が音を立て、頭皮にひんやりとしたガラスの温度が伝わってきたが、別にそれで、血が上った頭が冷えたりすることはなかった。

「…………」

　無言が広がる中、リビングに聞こえるのは可か南な子こが電話をする声ばかりだった。

「……ええ、私たちの油断ですね。もう少し注意して観察していれば、異常に気づいたかもしれないのですけど」

　先ほど起こったことを、外に報告する電話。

　電話の相手は、リカだろうと思われる。確かに最初に着手したのがリカの〈ロッジ〉であるため筋すじとしてはそうなるのだろうが、ここに関わっている〈騎き士し〉が現在〈神か狩がり屋やロッジ〉の者ばかりな以上、その必要はないだろう、という気にもなる。

　可南子は、現在の家の中の状況を、細かく説明しているようだった。

　雪乃はそれを意識の端はしで聞きながら、不ふ機き嫌げんな物思いに沈んでいる。

　そうするうちに可南子は用件を終え、電話を締めくくる。

「あと、神狩屋さんに替わって下さい。瀧たきが息子むすこさんの怪け我がに責任感じてるみたいなんで、何か言ってもらおうかと思って」

　そして可南子は、最後にこうして見る限りではとてもそうは思えないようなことを付け加えると、くすりと笑って、険しい表情でソファに座り続けている〈葬そう儀ぎ屋や〉の手にコードレスの受話器を押し付けた。




「……ごめんなさい、改めて、こんなことになって」




　可か南な子こはそうして、ようやく一息ついた様子で雪ゆき乃のや蒼あお衣いの方を見ると、曇った表情を浮かべてそう謝罪した。

　それに対して蒼衣は例のごとく、気き遣づかうような調子で、曖あい昧まいな返事をする。

「いえ……」

「……」

　雪乃は何も言わない。そして実際責める気もなかった。

　雪乃の興味は自分にしかなかった。今の雪乃が責める気があるものがあるとしたら、自分が自分の望むものから遠ざかること、ただそれだけだった。

　ソファの輝てる之ゆきが、呟つぶやいた。

「僕が……待って欲しいなんて言ったから……決断できなかったから、こんなことに……」

　血ち塗まみれになった耀ようの姿を見てひどく取り乱していたばかりの輝之は、苦く渋じゆうに満ちた表情でやはり自分を責めながら、そうひたすらに悔いていた。

　その決断をしたとしてどうなったかは、実のところ分からない。

　確かに耀の怪け我がはなかったかもしれない。しかしあそこで雪乃が〝母親〟の抹まつ殺さつを実行に移したとしても、本当に殺せたかどうかは、当の雪乃が考えても怪しかった。

　あるいは殺害に失敗し、もっと酷ひどいことになった可能性も高い。

　ただ、雪乃の冷静な部分はそれを理解していながら、雪乃の感情的な部分が、それを認めるわけにいかないだけだ。

　そしてそれを思うにつけ、雪乃の自己嫌けん悪おも深まる。

　雪乃は窓ガラスに頭をつけたまま、強く眉まゆ根ねを寄せて、不快げに目を閉じる。




「…………」




　雪乃、輝之、可南子、〈葬そう儀ぎ屋や〉、そしておそらくは莉り緒おも────それぞれがそれぞれの形で、己に責任を感じて空気を重くしていた。

　蒼衣がそんな空気の中で、控えめな調子で、慰なぐさめの言葉を口にした。

「……こんな異常なことですから、誰が悪いとか、言えないと思います」

　控えめながら、この場をまとめようとするかのような台詞せりふ。雪乃は思わず「あなたに何がわかるの!?」と激げつ昂こうしかけたが、それさえ自己嫌悪を深くするだけなのが目に見えたので、すんでのところで口をつぐんだ。

「それよりも……どこからこの針は、出てきたんでしょうね」

　雪乃のそんな葛かつ藤とうをよそに、ダイニングテーブルに座っている蒼衣は自分の前に置かれたモノを見下ろした。

　そこには広げたティッシュペーパーの上に、ほとんど鉄てつ串ぐしといってもいい長さをした、明らかに乱雑な造りをした長い鉄の針が、まさに証しよう拠こ品とでもいった様子で、ぽつんと一本置かれていた。

　あの時〈葬そう儀ぎ屋や〉によって斬きり落とされた、〝母親〟が握にぎっていた針だった。

　牢ろう獄ごくがわりのあの客間に拘こう束そくされていた〝母親〟は、バスルームで最初に雪ゆき乃のに焼かれてから後、燃え尽きた服の代わりに〈葬儀屋〉たちによって簡易の屍し衣えを着せられ、一切何も持っていない状態で縛しばり上げられていたはずだったのだ。

　そうしてずっと〈葬儀屋〉たちによって、監かん視しされていた。

　しかし〝母親〟はその状態から、どこからともなくこれらの〝針〟を手にして、拘束していたロープを一部断ち切り、そのまま凄すさまじい力で暴れて全身の拘束を引き千ち切ぎったということらしい。

　そしてその後、さらにどこからか持ち出してきた何本もの同種の小さな針で、両の目を縫ぬい潰つぶした。両手で顔を覆おおい、泣いているのかと思っていたら、そのようなことになっていたと、可か南な子こは言っていた。

　出所不明の────針。

　可南子は蒼衣の疑問を聞いて、やはり首を傾かしげて、困ったように答えた。

「うーん……私たちにもちょっと、分からないわね……」

　歯切れの悪い返答。

　当然だ、と雪乃は思う。どんなことでも起こり得る〈泡ほう禍か〉に対して、そんな疑問を持つこと自体、ナンセンスの極みなのだ。

「そうですか……」

「……」

　見当違いな疑問に対して納得いかなげに腕うで組ぐみする気楽な蒼衣と、その隣となりの椅い子すで眠ねむたげにしている颯さつ姫き。

　そうしていると輝てる之ゆきも、苦悩の表情のまま、続いて言った。

「僕も……まったく分かりません。うちのものじゃない。見たことがない……」

　息子むすこを傷つけた凶きよう器きの出で所どころに、本当に困こん惑わくしている様子の輝之。

　それを見た時にふと気づく。蒼衣の疑問は見当はずれというよりは、普通の人間なら疑問に思うだろうことを、素すで疑問に思っているのだ。

　これまであれほど、〈泡禍〉に関わっておきながら。

　ここに〈騎き士し〉として居ながら、まだ〈騎士〉としての常識に染まりもせずに、ただの一般人が疑問に思うようなことに、悠ゆう長ちように首を傾かしげている。

　苛いら立だたしかった。あまりにも自分の理想と、ほど遠いがゆえに。

　そしてそんな悠長な疑問が、〈騎士〉に自らを染めきった雪乃には手が出せない〈泡禍〉をいずれ駆く逐ちくする結果に至るのかもしれないと思うと、複雑な感情が湧わきあがった。

「……」

　がた、と雪ゆき乃のは席を立つ。

　とにかく頭を冷やしたかった。あのバスルームでの屈くつ辱じよく的なしくじりの後、それを収拾するために、よりによって蒼あお衣いがやって来てからというもの、雪乃は一時たりとも落ち着いた精神状態でいたことがなかった。

　雪乃はリビングの人間たちに背を向けると、廊ろう下かへのドアを開けて、部屋を出る。

　そんな雪乃に、蒼衣が気き遣づかわしげな視線を向けたが、当然雪乃は無視する。廊下に出ると空調の効いていない温度の高い空気が、室内で冷やされた頰ほおに、じわりと触ふれた。

「はぁー……」

　そして、閉めたリビングの戸を背にして、雪乃は額ひたいに手を当て、深く溜ため息いきをつく。

　冷えた指先に感じる額は熱っぽい。腕うでの傷のせいだ。

　しかしそのうちの何割かが感情のせいだと考えても、今の自分なら納得できる。雪乃は深呼吸を繰り返す。傷の痛みが、呼吸に従ってずきずきと強さを増す。

　……あまり良くない。二度も深く切りつけた腕はまだ塞ふさがっておらず、徐じよ々じよに雪乃の体力を奪っていた。

　そもそも、普通なら縫ほう合ごうが必要な、放っておいては塞がらない傷なのだ。

　そういう意味では悔くやしいが、蒼衣の言うことには一面の正しさがある。このまま何も起こらず長期戦になれば、雪乃は遠からず何もしないうちに戦闘不能になるだろうことは、確定事項だった。

　蒼衣が持ち込んだ荷物の中には、一応、神か狩がり屋やの血を沁しみこませたガーゼもあった。

　いつまでも乾かわかない不死の血の染しみ。神狩屋の〈悪夢〉ゆえに口にすると傷が塞がる超常の薬だが、一度に使って問題のない量を判断できる本人がいないため、この腕の傷さえ塞ぐのにも十分な量を渡されていなかった。

　それに雪乃自身も、それは望んでいなかった。

　神狩屋の〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉も〈悪夢〉の一環なので、それなりの量を使うと何がしか影響されて雪乃の〈断だん章しよう〉が不安定になる。この状況下で消しよう耗もうと、自分の武器が不安定になることの、どちらを取るのかと問われれば、少なくとも雪乃にとっての結論は、考えるまでもなく前者に決まっていた。

「……ふう」

　雪乃は一息つき、額を覆おおっていた手を外す。

　部屋を出て少しは落ち着いた。そうしてふと廊ろう下かに視線を移すと、そこにいつの間にか一人の少女が立っているのが目に入った。

「！」

　雪乃の視線に気づいて、少女は気き後おくれした表情になる。

　雪ゆき乃のと同い年だというこの家の娘むすめ、莉り緒お。アクセサリなどにやや変わった趣味が見て取れ、独特の雰ふん囲い気きを持っているが、それでも何もかもが規格外の雪乃の前では格段に存在感の差があって、それに気け圧おされていた。

　そしてつい先刻に見せた────〈騎き士し〉としての雪乃の、恐るべき姿にも。

「あ……」

「なに？」

　その微かすかに怯おびえの混じった視線に、雪乃は冷たく言う。

　なけなしの社交性は、もうこの時点で尽きていた。精神の昂たかぶりが落ち着くに従って、全身に疲労が回り始めたせいだが、今の莉緒の態度も、それに一役くらいは買っていた。

「あ……さ……さっきは、ありがとう……弟を助けてくれて」

　問われた莉緒は一いつ瞬しゆん気き後おくれして、ようやくといった調子で、雪乃に礼を言った。

　それに対して雪乃は、礼は無用だと伝える。

「ただの役目だわ。構わないで」

　ただし、その言葉と態度の選択には、若じやつ干かんの問題はある。

「な、何よ……」

　話しかけた会話を断ち切られ、莉緒はそれ以上の言葉をなくして引き下がるが、ここから離れるのは不安なようで、居心地悪げにしながらも廊ろう下かからは動かず、こちらを気にしながら足元の水すい槽そうの蛙かえるをガラス越しに構い始めた。

「……」

　自分でそうしておきながら、雪乃は少し罪悪感を覚える。

　しばらくの沈ちん黙もくと躊躇ためらいの後、雪乃は仕方なく、口を開く。

「あなた……蛙が好きなの？」

「うえ!?　え、えっと……」

　突然の問いに、莉緒は驚いた様子で顔を上げた。

　そして動揺したまま慌あわてて言葉を捜さがし、しばし悩んでから、言いよどみつつ莉緒は、雪乃に答えて言った。

「え……えっと、別に……普通……」

「……そう」

　取っ掛かりを失敗したと内心苦い思いをしたが、やむを得ず雪乃は続けた。

「飼かってるくらいだから好きなのかと思った。お父さんはマニアっぽかったけど」

「お、お父さんは関係ない！　カエルは私が生まれた時から家にいたから平気だけど、別に好きなわけじゃ……！」

　莉緒は父親の名前が出た途と端たん、急にムキになった。

「なんとも思ってない……！　だいたい、お父さんやお母さんとは、趣味が合わないんだから。私の趣味を理解しようともしないお父さんとお母さんの趣味を、私が理解する必要なんかないでしょう!?　違う？」

　確かに見れば、莉り緒おの服装のセンスは父親や弟のものとは傾向が違った。彼らの服はおそらく生前の母親が選んでいたか、そうでなくとも影響が強いはずなので、彼女は自分の服を、完全に自分で選んでいるのだろう。

　そう思って改めて見ると、引きこもりだという割には、莉緒の服装は小こ奇ぎ麗れいだ。

　家の中に閉じこもっているならば服装はいい加減になりそうなものだが、まだ引きこもり暦が浅いせいなのか────あるいは彼女の口ぶりから察するならば、自分の趣味を誇こ示じして、両親に逆らう意味があるのかもしれないと雪ゆき乃のは思った。

「……そうね。当然あるべき選択肢しだわ。理解もできなかったものを、今になって真似まねることを選ぶ羽は目めになった私と同じように」

「えっ……？」

　不思議そうに問い返した莉緒に、雪乃は首を振って見せた。

「何でもないわ。ただ私も────姉とは、趣味が合わなかっただけ」

　雪乃はそう言って、莉緒から視線を外し、少し歩くと、金魚の泳ぐ水すい槽そうを見つめて、背を壁に寄りかからせた。

「……」

　雪乃は黙だまって、水槽の中で泳ぐ金魚たちを眺ながめる。

　廊ろう下かの水槽は、玄げん関かんや応接間にある本格的なアクアリウムとは違って、水草や流木などのアクセサリは、最低限しかない。

　それでもその中で泳いでいる極上の金魚の、真しん珠じゆのような白とオレンジがかった鮮あざやかな朱色が、たゆたう薄うす絹ぎぬのように照明の中で揺らめいている姿は、いつまでも目で追い続けられそうな気分になるほど美しい。

　そしてその光景は、ふと莉緒の頭についている着物柄がらの髪かみ飾かざりを連想させて、頑かたくなに父親との関わりを否定する彼女の、血の繫つながりのようなものを思わせた。

　同時に、それに対して頑なになる彼女の気持ちも、雪乃はよく分かる。

　雪乃は何も言わずに、ただ無心にたゆたう金魚の　翻ひるがえる赤を、じっと見つめた。

　水に浮かんで揺らぐ金魚は、じっと眺ながめていると、まるで揺らめく火のように見えてきた。

　ゆらゆらと踊る火。そう思ってしまった途と端たん、雪乃はその光景に、心が冷たくざわめくのを感じて、思わず水槽から目を逸そらした。

　……その時だった。




「えっ……何これ!?」




　急に莉り緒おが、怯おびえの混じった驚きの声を上げたのだ。

　ばっ、と反射的に物思いから我に返り、雪ゆき乃のは振り返った。見ると莉緒はもう一つ奥にある蛙かえるの水すい槽そうを見下ろして、後ずさる寸前の様子で、顔を強こわ張ばらせて立っていた。

「……なに？」

「………………！」

　言葉を失っている、莉緒の横顔。

　一気に雪乃の意識に、緊張が張り詰めた。

　雪乃は、莉緒に近寄る。莉緒はそんな雪乃に目を向けず、まるでそこから視線を外すのが怖いかのような、そんな様子で、水槽を見つめ続けていた。

「……」

　雪乃は、その視線を追う。

　莉緒が目を注そそいでいる水槽の中には、あのオーストラリア産だとかいう、大きなカエルが水の中にいた。

　浅瀬に身を浸すように、じっと。

　────違和感。

　その姿に何か妙みようなものを感じて、雪乃は一歩進み出て、水槽に近寄った。そして少しだけ身を乗り出して、水槽の中の〝それ〟を覗のぞき込んだ。




　両目から、芽が生えていた。




「な……っ!?」

　見れば薄緑色の蛙の大きな両目からは、まだ双ふた葉ばになったばかりの産うぶ毛げの生えた小さな芽が昆虫の触しよつ覚かくのように生え、その芽から続いている白い未発達の根が、眼球の表面にある濡ぬれた透明の層の中に、まるでとぐろを巻いた毛細血管のようにびっしりと広がっているのが見えたのだ。

「………………!!」

　浅瀬に大人おとなしく座っているように見えた蛙が、ひくひくと断だん末まつ魔まの痙けい攣れんをしながら、深みの方へと力なく浮かんだ。

　そしてそんな異常な光景を目に入れてしまって、嫌けん悪お感から思わず後ずさった視界に、ラックの上段に置かれた金魚の水槽が目に入って、そこに泳いでいる全すべての金魚の目から同じように小さな芽が、




　にゅっ、




　と生えているのを見てしまい────

「!!」

　硬直した二人の耳に、かた、と小さな硬い音が聞こえた。

　凍こおりつく空気の中、視線を下ろすと、目の前の蛙かえるの水すい槽そうの蓋ふたが内側から持ち上げられているのが目に入って────そしてその中から真っ白にふやけた赤ん坊のように小さい〝指〟が、ぬる、と並んで這はい出して、

　水槽の縁ふちを、




　ひた、




　と、摑つかんだ。







　　　　２




　………………




　真っ暗な中で、ふと目が覚めた。

　重い体。

　重い頭。

　重い瞼まぶた。

　重い意識。

　タオルケットが、体にかかっている感かん触しよくがする。

　暗くら闇やみの中で、じんわりと体を包んでいる、布ふ団とんの熱と、顔を伏せた枕まくらの熱。

　……体を覆おおう薄うすいタオル地の感触が、妙みように重い。




「…………ん……」




　少年────耀ようは、それらの感覚に包まれながら目を覚ました。

　ぼんやりとした頭で、うっすらと目を開ける。

　暗い眠ねむりの底から、意識が浮かび上がるにつれて、自分が寝ていたことと、そしていま目を覚ましたことを理解し始める。

　いつの間に寝たのかは、定かではない。

　だが、それを思い出そうと考えるほどには意識は目覚めておらず、ただ寝起きの感覚が染み込んでいるのを、ぼんやりと感じるだけだった。

　重い意識が見ている暗い視界に、ゆっくりと目が慣れてゆく。

　横を向いた視界。それに映るモノクロの闇やみに沈んだ部屋は、いつも目が覚めると目に入ってくる、自分の部屋ではない。

　おばあちゃんの部屋だということが分かるまで、少し時間が必要だった。

　どうしておばあちゃんの部屋で寝てるんだろう？　ようやく頭の中に、ぼーっとした疑問が浮かぶ。

　そして────




「んんっ……!!」




　寝返りを打とうとして動かした途と端たんに腕うでに痛みが走って、耀ようは不快げに呻うめいた。

　自覚した途端に、腕はずきずきと重く痛み始め、手の甲こうにも手の平にも、同じような痛みがあることに急に気がついた。

　それはむかし安全ピンの針を深く突き刺さしてしまった時に、ずきずきとしばらく肉の奥にあった痛みを何倍にも大きくした感じの痛みだった。それから腕のあちこちにあるその痛みの上から、何かが張り付いている感かん触しよくと、皮ひ膚ふが引き攣つったような感覚。

　目が覚めた。

　そしてようやく焦しよう点てんがはっきりした目で、うつ伏せに寝たまま自分の腕を見た。

　いくつものガーゼが、腕を覆おおうかのように貼はり付けられていた。そしてガーゼを貼り付けているテープが皮膚に張り付いて、肌はだを引き攣らせていたのだった。

「……」

　しばし何でそんなことになっているのか理解できず、ぼーっと痛みを感じながらその光景を見つめた。

　どうして痛いのか。

　どうしてガーゼが貼られているのか。

　どうしておばあちゃんの部屋で寝ているのか。

　それに自分が、いつの間に寝てしまったのか。

　思い出そうとしても、自分が寝たということや、その辺りの記き憶おくが全くなかった。昨日きのうはお父さんが嫌いやなお父さんで、お父さんとお婆ばあちゃんが口喧げん嘩かをして、霊れい能のう者しやのお兄ちゃんと話をして、お姉ちゃんの味方をしようと決心して────




　………………思い出せない。




　その辺りからどうなって、どうして今こうなっているのか、全然わからなかった。

　いま自分は、お婆ばあちゃんの部屋で寝ている。お婆ちゃんの部屋のベッドの上。そしてすぐ近くからお婆ちゃんの匂においと体温と、寝息がする。

　暗くら闇やみの中、顔だけを上げた。

　もう暗闇に慣れた目で周りを見回し、そして自分とお婆ちゃん以外には誰もいない、少し蒸す部屋の中で、もそもそと起き上がった。

　起き上がった体は、やっぱりひどく重かった。

　それから力を入れた腕うでも、やっぱりずきずきと痛かった。

　リビングに続いているドアから、細く光が入ってきていた。

　何だか白しら々じらしく虚うつろな部屋の暗闇と、ドアの向こうにある、空々しい人の気配。

　隣となりには誰かいるらしい。耀ようはそれを見ると、立ち上がってそちらに行こうと、体をずらしてベッドの端はしに座った。

　そして立ち上がろうとしたが……腕の痛みが気になって、それから腕がどうしてどうなっているのかが気になって、ふと動きを止めてガーゼの貼はられた腕を見下ろした。

「…………」

　怪け我が。

　耀は自分の怪我や体調の悪さを、あまり親に言わない子供だった。

　親が騒さわいだり、怒られたりするのが、怖いしプライドが傷つくのだ。ハサミで遊んでいて、うっかり切ってしまったかなり酷ひどい怪我を、必死で親に隠かくして薬箱を探したのは、ほんの三年ほど前のことだ。

　なんで、どんな怪我をしたんだろう？

　それが気になった。ドアを開けてリビングに行って、そこでお父さんと顔を合わせることになるなら、それは重大事だった。

　自分が起きて行った時、お父さんはどんな顔をして、どんなことを言うだろう？

　腕はガーゼだらけ。顔の横にもガーゼがある。どんなことになっているのだろう？　怒られるような怪我だろうか？

「………………」

　息を潜ひそめるようにして、じっと、見つめる。

　腕中あちこちに、肉の中に埋うめ込まれたような、痛み。

　痛みの棘とげが刺ささったかのような、肉の中に小さな芯しんが埋まっているような鈍痛。

　手を動かすと、腕の中の筋肉が動いて、その中に種たねが埋まったようにも感じる、痛みの塊かたまりが引き攣つれて痛む。

　ガーゼの下で。




　────どうなってるんだろう？




　耀ようは暗い中、腕うでに顔を近づけて、ガーゼを貼はり付けている、肌はだに密着したテープの端はしを指でつまんだ。

　そしてテープの粘ねん着ちやく面めんに皮ひ膚ふを引っ張られながら、ゆっくりとテープを剝はがした。肌に張り付いた部分を剝がし切ると、急に指先にかかっていた抵抗がなくなって、ガーゼの端が少しめくれた。そのままテープを引っ張って、ガーゼの下を覗のぞき込んだ。

「……………………」




　何かが生えていた。




　一いつ瞬しゆん、何がどうなっているのか、理解できなかった。

　なのでドアの隙すき間まから差し込む細い光から、微かすかに届いてくる淡い光に透すかし、もう一度見直した。

　そしてそれが、ガーゼの下の、腕に点在している痛みの部分それぞれから、まるで寄生虫が潜り込んでいるかのように皮膚に開いた穴から細い芽のようなものが生えている光景なのだと理解した時────耀の全身に一いつ斉せいに、生理的な恐怖とおぞましさと共に、悪お寒かんと鳥とり肌はだが、駆かけ上がるようにして広がった。




「………………………………………………っ!!」




　鳥肌。

　鳥肌。

　鳥肌。

　ガーゼをめくった自分の腕に、理科の教科書に載のっているような、まだ双ふた葉ばも広がっていない背を丸めた細い『芽』が、ぶつぶつといくつも皮膚に開いた穴から虫が顔を出すようにして、何本も何本も生えていたのだ。

　自分の肌にできているあまりにも気味が悪い病変に、あらん限りの恐怖と不安が、音もなく胸の中で爆ばく発はつした。

　悲鳴を吞のみこんだ。

　心臓がばくばくと鳴り、手が震ふるえた。




　────どうしよう……！




　心の中で、悲鳴のようにそう思った。

　これは何？

　これは病気？

　これはどうなるの？

　そして何よりも、お父さんがこうなっていることを知っているのかということを、耀ようは何よりも強く気にした。こんなものを見せればお父さんは恐ろしく心配したり騒さわいだりして、そして耀が何をしてこんなことになったのか怒り、激しく問い詰めるだろうと思った。




　────何とかしなきゃ。




　頭の中が、それで一杯になった。

　耀は自分の心臓の音を聞きながら、そっと振り返って、ベッドの上のお婆ばあちゃんがよく寝ているのを確認すると、起こさないようにこっそりベッドを降りた。

　そして足音を立てないように部屋の中を歩くと、お婆ちゃんの机に近づく。

　たどり着くと、机の上に手を延ばし、お婆ちゃんが新聞を読んだりするのに使っている、ライト付きの卓上ルーペを手に取った。

　昔は面白がって、よく遊んでいたルーペ。

　それを持ち出すと、耀は再びこっそりと歩き出し、カーテンの閉まった大窓のところへ行って、カーテンを頭から被かぶった。

　できるだけ明かりが漏もれないように、その中でルーペのライトを点つけるためだった。

　スイッチを入れると、黄色っぽい明かりで狭い世界が照らされ、目の前の窓ガラスに、パジャマを着てガーゼが貼はられた自分の姿が映った。

　その姿はそれだけ見ると重傷者のもので、ただでさえ感じている不安と怖さが、さらに心臓を締め上げるくらいに強くなった。その明かりと不安の中で耀は、ごく、と乾かわき切った喉のどで空気を飲み込んで、意を決して再びガーゼを留めるテープをつまんで、べりべりと腕うでを覆おおっているガーゼを剝はがした。







　ぶつぶつぶつぶつ、と腕中に、まばらに芽が生えているのが露あらわになった。







「………………う……!!」

　ぞわ、と改めて鳥とり肌はだが立った。悪お寒かんで全身の毛が逆さか立だった。

　皮ひ膚ふのあちこちに穴が開き、それが噴ふん火か口こうのように内側から盛り上がって、そこから小さな芽が顔を出していた。まるで複数の虫か何かに寄生されたかのような気き色しよく悪い状態になった肌はだは、全体的に熱を持ち、そして全すべての芽がずきずきと熱く痛んだ。

　赤くぶよぶよと腫はれて痛む、小さな火口。

　その周辺に、固まった、黒い血と黄色い組織液をこびりつかせて、皮ひ膚ふに寄生する虫が穴から顔を出したように、葉の閉じた小さな芽が生えている。

　穴に生えた芽は明らかに筋肉の中にまで達している感かん触しよくがして、腕うでを動かして筋肉が収縮するたびに種たねが埋うまっている感触と共に鈍にぶく痛んだ。そしてそのたびに芽と肉の隙すき間まから、血と粘ねん液えきの混じったような、薄うす赤黒い液体がじわりと染しみ出した。

　剝はがしたガーゼが、黄色と赤黒い色がこびりついて、ごわごわになっていた。

　耀ようはそれを床ゆかに置いて、今度は逆の手のガーゼも剝がしにかかった。

　べりべりとガーゼが剝がれた利き手は、もう一方の腕よりも穴のカズが倍以上多く、より酷ひどい有様になっていた。

「………………!!」

　耀は不安と恐怖とおぞましさに鳥とり肌はだを立て、涙なみだ目めになりながら、震ふるえる指先で腕から生えた芽に、軽く触さわってみた。

　発芽して間もない柔やわらかい植物の芽はぐにゃりと曲がり、しかし根元は皮膚に埋まりこんでしっかりと根付いている様子が嫌いやでも見て取れた。太い芽は肉を押し広げながら、そして細い芽は血ち膿うみを染み出させながら、腕中に開いた穴に生えていた。




　────何とか……何とかしなきゃ。




　がくがくと震えながら、耀は必死でそう思う。

　こんなの、何とかしないと騒さわぎになる。怒られる。耀はどんどん酷くなる心臓の音の中で、芽に触ふれた指先を再び動かして、細い芽を一本慎しん重ちようにつまんだ。

　そして、そっと、軽く引っ張る。




　ぴん、




　と芽と繫つながった肉が引っ張られ、張った根の感触が肉の中にして、痛みが強くなったが、しかし完全に腕の肉と神経に食い込んで、抱だき込んだまま緩ゆるみもしなかった。

　そして少し引く力を強くすると、痛みと共に、芽と肉の境から血が滲にじみ出した。

「…………ん……！」

　しかし軽く引いてもびくともしなかった根は、そうすると少しだけ穴から持ち上がり、筋肉の中に血管のように張った根の感触が、ぷち、ずずっ、と、少しだけ腕の中で動いた。

　抜ける！

　緊張し、痛みに耐えながら、ゆっくりと力を強くした。

　指に力を込めてゆくにつれて、ぷちぷち……ずずずっ……という細い根が肉から引き剝はがされたり千ち切ぎれたりする感かん触しよくが、引っ張られる肉の中で動いて、じわじわとした痛みが腕うでの中に広がった。

　徐じよ々じよに芽は腕の肉から引き抜かれ、それにつれて穴から汲くみ出されるように赤黒い血が染しみ出して穴の縁ふちに溜たまった。

　痛みと恐怖と緊張にぶるぶると震ふるえながら、それでもゆっくり力を入れて芽を引き抜いてゆくと、やがて「もりっ」という感触と共に抵抗がなくなって、穴の中に剝むき出しの肉と神経を擦こすりながら、腕に生えていた芽が根っこに血を絡からみつかせながら引き抜けた。

「んんっ!!」

　腕に開いた穴の中から根が引き抜けるおぞましい感触に、思わず声が出た。

　ぶつっ、と体内で音を立てて芽が抜けた途と端たん、赤黒い血の溜まった穴から、どろりと血が溢あふれ出して腕を伝った。

「……はあ……はあ……っ」

　痛みと安あん堵どで、震えながら肩かたで息をする、耀よう。

　震える指先につままれた、たったいま引き抜かれたばかりの小さな『芽』は、気味悪く血で汚れて、ぽとりと床ゆかの上に落ちた。

「はあ……はあ……」

　抜けた。やっと、抜けた。

　たった一本を抜いただけで、ひどく全身の体力と、精神力が消しよう耗もうしていた。

　芽を抜いた後の穴には、ぽっかりと丸い穴が開いていた。赤黒い血が湧わいて溜まった穴。おぞましい芽をこうして引き抜いても、この穴は残る。そしてこの穴だけでも十分に、目を背けたくなるくらい痛々しく気味悪かった。

　泣きたい。

　怖い。

　痛い。

　腕一面に生えた芽。全すべて抜かないといけないのに、一本だけで死にそうだ。

「……う……」

　ほとんど泣きながら、耀は自分の両腕を見る。

　二十だろうか、三十だろうか、両腕にはたくさんの芽が、まだまだたくさん生えて、ひどい痛みと痒かゆみを発していた。

　そして────




　どろっ、




　と芽を抜いたばかりの穴から、急に塊かたまりのような大量の血が、一度だけ溢あふれ出した。

　赤黒い液体の溜たまった皮ひ膚ふの穴。そしてすぐに流れ出すのが止まったその穴の開口部の、膜まくを張るように溜まった血の中に、何かが沈むように詰まっているのが見えた。

「……!?」

　呆ぼう然ぜんと見ていると、溜まった血を押し上げて、穴の中から詰まっていた『それ』がみるみる上へと盛り上がってきた。その血に塗まみれた小さな塊は、穴の周りの肉を押し広げて、鈍どん痛つうと共に穴から顔を出し、そして畳たたんだ小さな〝葉〟をゆっくりと空気の中に反そり返らせた。




　────『芽』だった。




「………………!!」

　うっ、と喉のどの奥で、こみ上げる音が鳴った。

　涙なみだの溜まった目を、大きく見開いた。自分の肉の中から、芽が生える光景を今まさに見せ付けられて、そしてその光景は、たったいま終えたばかりの必死の努力を完全に無に返し、そしてこれからの努力も無む駄だだという絶望をも暗示するものだった。




　芽は────抜いても、減らない。




　そして〈悪夢〉の実態は、それ以上だった。

　絶望して見つめる両腕の皮膚に、点々と痛む箇所が、突然病びよう斑はんのように浮かび上がり始めたのだ。その鈍痛は腕の皮膚の、皮一枚下の肉の上に異物感と共に浮かび上がって、圧迫感と共に強くなり、そしてその感覚が浮かんだ皮膚には次々と皮の下に、大きな黒子ほくろか血豆のようなしこりのある濃い斑はん点てんが浮き上がったのだ。

「あ…………あ…………!!」

　瞬またたく間にびっしりと黒っぽい斑点に覆おおわれた腕。

　生理的嫌けん悪おに鳥とり肌はだが立つ。しかしその間にも鈍にぶい圧迫感と痛みを伴う斑点は次々と数を増やして、腕から手へ、二の腕へ、そして肩かたへと向けて、みるみるうちに皮膚病のように広がっていった。

　浮かんだ圧迫感と異物感はみるみるうちに強くなり、そして皮膚の下で、米つぶのようなしこりになり始めた。しこりの色は強くなり、最初は濃い黒子のように、やがては腫しゆ瘍ようのように肉と皮の間で盛り上がって、そのうち塊に肉と皮が圧迫されて剝はがれ、ひりつく痛みが次々と腕の表面に咲いた。

　痛みと異物感の斑はん点てんが、ぶつぶつと疱ほう瘡そうのように腕うでから体中へと広がる感覚。

　そしてみちみちと皮を押し上げながら膨ふくれ上がる緑の混じったどす黒い塊かたまりが、やがて目の前で次々と、ぶつっ、と虫の卵が孵かえるように皮を突き破って、皮ひ膚ふの外へと顔を出した。

　血の混じった組織液でぬらぬらと光る、それは折りたたまれた〝葉〟。そしてそれは皮の下の肉にしっかりと食い込んだ根と繫つながって、皮膚から虫のように這はい出すと、新たな『芽』となって、腕から、




　みち、




　と、鎌かま首くびをもたげた。

「あ……ああああああああああ……っ!!」

　口の端はしから、掠かすれた悲鳴が漏もれた。

　そして心の中ではそれとは比べ物にならないほどの凄すさまじい悲鳴が爆ばく発はつし、頭の中を真っ白に塗り潰つぶして、心身が激しく痙けい攣れんした。

　痛みと恐怖と生理的嫌けん悪おが、病びよう斑はんが広がるより早く全身に広がった。

　目の前にある自分の腕から次々と皮膚を破って『芽』が伸びるのを見ながら、パニック状態で、それでも必死に悲鳴を押し殺しながら、しかし耀ようはどうすればいいのか全く判断することができなかった。

「あ……!!　あ……あ……!!」




　ぷつぷつぷつぷつぷつ、




　と皮膚を食い破って体内から這い出す、無数の蟲むしのような植物の芽。

　皮膚の下、肉の中で寄き生せい虫ちゆうが這い回るような、無数の根が蠢うごめいて伸びるおぞましい感かん触しよくと、ひりつく痛みが、腕の中一面に広がってゆく。

「………………!!」

　耀は泣きながら必死で、まるで自分の中から湧わき出すものを隠かくそうとでもしているかのように自分の体から生えるものを搔かき毟むしった。

　ぶちぶちと音を立てて、まるで毛を毟るような痛みと共に芽は次々と千ち切ぎれたが、血が出るばかりで切れた芽は次々と伸びて元に戻り、千切れた芽が爪つめの間に入り、そしてばらばらと床ゆかに降り積もるばかりだった。




　ぶちぶちぶちぶちぶち……




　芽を引っ搔かき、ぼろぼろに穴の開いた皮ひ膚ふをも引っ搔いて、血で汚れた芽の残ざん骸がいが、ばらばらと床ゆかに散らばってゆく。

「ひ…………ひ……い……!!」

　掠かすれた悲鳴を上げながら、もう腕うでを覆おおい尽くすほど吹き出して伸びた芽をひたすらに搔き毟むしり続けるが、続けても続けても、芽は少しも嵩かさを減らさない。

　最初前ぜん腕わん部ぶだけだった芽はすでに二の腕まで広がり、その皮膚を、そして皮膚の下を根で覆おおっていた。そして皮膚をぶつぶつと破って這はい出す芽の感かん触しよくは肩かたから首くび筋すじ、背中にまで広がって、みるみるうちにぶつぶつぶつぶつと密度を増して──────







　　　　３




　………………




　真っ暗な中で、ふと目が覚めた。

「……耀ようちゃん？」

　気がつけば隣となりに寝かせていた、孫まごがいなかった。

　延のぶ子こはベッドの上で身を起こすと、暗い部屋を見回した。

　お洒落しやれな木調内装の洋間。リビングの隣に位置し、小型の仏ぶつ壇だんが部屋の隅すみに置いてある、この家の最年長である、延子が起居している部屋だ。

　お洒落だが、ここに引っ越して来るまではずっと和室暮らしだったので、しばらくは慣れない思いをしていた部屋。そしてようやく自分の部屋として馴な染じんだ、息子むすこの買った、新しい我が家の部屋。

　祟たたりに遭あって怪け我がをした孫を、寝かせていたはずだった。

　いない。

　心配になって、部屋を見回した。

　そうすると、すぐに部屋のカーテンに子供が潜もぐり込んだ盛り上がりと、その中で灯ともされている明かりが見えた。カーテンの生地にしゃがんだ子供の影が透すけて、少し持ち上がったカーテンの下から黄色っぽい明かりが、床に漏もれていた。

「もう、耀ちゃん何しとるの……」

　延子は声をかけ、ベッドを降りる。

　子供がこんな風に遊ぶのは分かるが、時と場合による。今は怪我をしているのだ。

　静かで暗い部屋。部屋の中には薄うす墨ずみのような闇やみが満ちている。

　ドア一つ挟はさんだリビングからは人の気配を感じるが、押し黙だまったようにほとんど音のしない人の気配は、むしろ不安を煽あおるかのように、妙みように遠く、空々しかった。

「……」

　そんな部屋の中に、繭まゆのように膨ふくらんだカーテンが、一つ。

「耀ようちゃん……」

　延のぶ子こはスリッパを履はいて立ち上がると、そう呼びかけながらカーテンの膨らみへと向けて、一歩足を進めた。

　呼びかけても、カーテンから、答えはなかった。

　そして明かりの漏もれる膨らみは身じろぎさえすることなく、本当にただ、布ふ団とんでも詰めてあるだけのように静かだった。




「…………………………」




　ただ無言の、息いき遣づかいも気配も感じられない、人の形のカーテンの膨らみ。

　だんだんと心配が、老いた胸の中で膨らんだ。

　孫まごが怪け我がや病気を隠かくそうとする子だということは、知っていた。

　最初は遊んでいるのかと思って呆あきれたが、ひょっとすると痛かったり苦しかったりするのを隠すため、子供心にこんなところに隠れて、そのまま悪化して答えることも動くこともできなくなったのではないかと思い至った。

「…………」

　うずくまった、子供の形。

　それはぽつんと暗い部屋の片隅すみで、中身の影を、ぼんやり透すかせていた。

「耀ちゃん……？」

　ぱた、とひとつスリッパの音を立てて、近寄る。

　返事はない。

　身動きもない。

　息遣いも気配もない。

　それはまるで、中にあるものが生きてはいないような────




　いや、はっきりと言ってしまえば死体の入った袋のような────




「耀ちゃん!!」

　慌あわてて、近寄った。

　そしてカーテンに、手を延ばした。

　明かりの漏れる、膨らんだカーテンの端はしに手をかけた。

　そうしてカーテンの向こうにいる〝うずくまった孫まご〟を覆おおっている、ごわごわとした厚手の布を、まるで追い詰められたかのような表情で力一杯摑つかむと、勢い良く〝それ〟の上から取り去った。




「──────────────────!!」




　耀がいた。

　耀ようは膝ひざを抱だくようにして足を折り畳たたみ、両手で頰ほおを覆うようにして、黄色っぽいライトに足元から照らされながら座った状態で、カーテンの裏うらから現れた。

　しかし一いつ瞬しゆん、延のぶ子こはそれが孫であることはおろか人間であることさえ分からなかった。

　耀は、まるで何かを詰め込んだかのようにぼこぼこに膨れ上がった服とズボンを身に着けて、そして露出した手と顔は一面巨大な黴かびが生えたかのように、あるいはその肌はだに開いた毛け穴あな全すべてを食い破って皮ひ膚ふの下から緑色の寄き生せい虫ちゆうが這はい出したかのように、びっしりと全身を植物の芽に覆われていたのだった。

　絶叫するかのように大きく開けた口の中、喉のどの内側、頰ほおの奥、舌したの表面まで。

　そして恐怖に見開いたかのように開かれた両目にも、眼がん窩かと眼球の間から瞼まぶたを押しのけて、びっしりと芽が生え、伸びていた。

　腐ふ乱らんしきった死体すら思わせる、びっしりと植物に食われて崩くずれた異常な面相が、ライトに照らされて祖母を見上げた。




「ひっ────!!」




　延子はその場に立ち尽くすと、奇くしくも目の前の〝死体〟がそうしているように頰に爪つめを立てんばかりに顔へと手をやり、同時に肺が引き攣つったかのような音を立てて息を吸い込んで、直後、空気が割れそうなほどの金切り声で恐怖と悲嘆の絶叫を上げた。




　　　　†




「………………っ!!」




　ばん！




　と音を立てて、雪ゆき乃のは体当たりするようにリビングのドアを閉めた。

　凍こおりついたように足が竦すくんだ莉り緒おを、押し込むようにしてリビングに避ひ難なんさせ、中へ。そうして雪ゆき乃のが一気に緊張の表情になったリビングの面々に警告しようとした瞬しゆん間かん、隣となりの部屋からお婆ばあさんの、凄すさまじい叫び声が聞こえてきた。

「おふくろ!?　……耀よう!!」

「あなたは動かないで！」

　色めき立つ輝てる之ゆきを、雪乃は制止する。

　それと同時に〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子こがソファから立ち上がり、それぞれ置いてあった鉈なたを手にし、可南子が輝之に言った。

「私たちが」

「あ、ああ……わかりました、早く……！」

　うろたえる輝之。

　可南子は頷うなずいて延のぶ子この部屋へのドアに向かいながら、雪乃に向けて、鋭く訊たずねた。

「そっちは、何があったの？」

「水すい槽そうの中から赤ん坊が出てきたわ」

「……!!」

　今度は雪乃の方を見て、表情を引き攣つらせる輝之。

　たったいま閉めたばかりの鍵がないドアを睨にらみつけ、身構えながら、雪乃はその輝之や隣りん室しつに向かう〈葬儀屋〉たちをも横目に見つつ、苦にが々にがしげに表情を厳しくした。

『逃げ場なしね』

「……うるさい」

　ふふ、と風かぜ乃のが、誰にも聞こえない言葉で雪乃に囁ささやく。

　言われなくても分かっている。雪乃は苛いら立だたしさに歯嚙がみしたが、それに構う余よ裕ゆうなどないほどに、焦あせってもいた。

　自分の痛みを────ひいては命を炎ほのおに変える雪乃は、本命である〝母親〟以外の異常現象が起きれば起きるほど消しよう耗もうして不利になる。

　たったいま廊ろう下かで見たモノ。

　そしてお婆さんの部屋で上がった悲鳴。

　それぞれ何が起こり、どれと戦わなければいけないのかは分からないが、確実なことは一つだった。後ご手て後手に回り続ければ最終的に、〈悪夢〉の物量に押し潰つぶされるのは、確実に雪乃の方なのだ。

「……」

「颯さつ姫きちゃん、こっち……」

　焦しよう燥そうにかられる雪乃の視界の端はしで、蒼あお衣いが颯姫の手を引いて、部屋の中央まで移動した。

　どうせ確実な逃げ道がないのなら、どこにでも逃げられる位置の方がいいという判断なのだろう。たまには妥だ当とうな選択をする。

　そうする間にも〈葬そう儀ぎ屋や〉たちが、隣りん室しつに続くドアの横の壁に映画の突入シーンさながらに張り付く。そして頷うなずき合ってドアを開けると、中に踏み込み────その直後にすぐに息を吞のむような気配と、それから〈葬儀屋〉たちが入ったことによって恐怖が揺り返したらしい延のぶ子この再びの絶叫が、今度は開いたドアからリビングの中に雪崩なだれ込んできた。

「おふくろ!!」

　輝てる之ゆきが、叫んで隣室に飛び込む。

「ちょっと！　あなたは動くなと……」

　慌あわてて雪ゆき乃のが叫んだが、間に合わなかった。すぐに輝之は隣室に消えてしまい、その直後、輝之の恐ろしい絶叫が響き渡った。




「う……!!　うあ……うわあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!　耀よう!!　耀ーっ!!」




　それだけで、何があったかの大おお筋すじは知れた。

「耀？　なに？　耀がどうかしたの!?」

　そしてその声を聞いた途と端たん、怯おびえて立ち尽くしていた莉り緒おが、はっ、と振り返り、父の後を追うように隣室へと駆かけ込んでいった。

「ちょ……もう、どいつもこいつも……！」

　誰も彼もの勝手な行動。雪乃は呻うめく。

　ぎり、と音がするほど歯嚙がみしながらも、しかしドアから目を放すわけにはいかず、雪乃はただそこで、意識を張り詰めさせて身構えるしかない。

　背後で、不安に怯おびえた颯さつ姫きの声がした。

「ゆ、雪乃さん……」

「……」

　デジャ・ヴを感じるシチュエーション。

　まるで最初に、応接間に立てこもった時のようだ。

　あの時は、同じように怯える颯姫を背後に庇かばって、ドアから入って来ようとする〝母親〟を迎え撃うった。

　今はこうして、水すい槽そうから出てきた〝赤ん坊〟を────




　……水槽？




　そこまで思った時、急に嫌いやなことに思い当たって雪乃は慌あわててリビングを振り返った。

　隣室に〈葬儀屋〉たちは消え、後には残された蒼あお衣いと颯姫が、部屋の真ん中に身を寄せ合っている広いリビングを。

　雪ゆき乃のはふと、そこにあったものを思い出したのだ。

　リビングのインテリアとして、壁側に据すえつけられた、玄げん関かんのものほどではないものの、それなりに大型の──────




　水すい槽そうの中は、全身から寄生虫のように無数の芽を生やした金魚の死骸たちが、ゆったりとポンプの水流に流されて浮き沈みしていた。




「…………!!」

　雪乃の目が見開かれた。それは雪乃が廊ろう下かで見た水槽の中の光景と、同じものだった。

　大きな眼球から、赤と白の鱗うろこの間から、芽が生えて、金魚が死んでいた。そしてぴくりとも動かず、あるいは時おり痙けい攣れんする金魚が、薄うす絹ぎぬの塊かたまりのように浮かぶ水槽は、もしも廊下にあったものと同じだとするならば一つの予想が頭をよぎらないわけにはいかなかった。

　そして、それは現実となった。

　張り詰めた、空気の中。

　雪乃が見る、水槽の縁ふち。

　その縁に、




　ぬう、




　と蓋ふたを小さく押し上げて白いものが小さく覗のぞいて。

　そして、




　ひた、




　と湿しめっぽく、その小さな〝指〟で、水槽の縁を、湿っぽく摑つかんだのだった。

「…………………………!!」

　水槽の水の中。金魚とアクアリウムの死し骸がいしかない、その水面から。

　白くふやけた水死体じみた赤ん坊の手が、ゆっくりと這はい出していた。

　そしてそれは、ぽちゃ、と微かすかな水音と共にゆっくりとその身を露あらわにしていった。

　まずは薄うすい色の柔やわらかい毛が生えた頭部が、まだ生え揃そろっているとは言い難い眉まゆが、そして見開かれてなお、ほとんど白目が見てとれない黒目がちと言うにはあまりにも不ぶ気き味みな両目が水槽の縁から、まだ気づいていない蒼あお衣いたちをじっと見つめて────




「離れて!!」




　雪ゆき乃のは直後、叫んでカッターの刃はを思い切り押し出した。

　ぢぎぢぎぢぎっ、と不ふ吉きつな音と手応ごたえを発して、曇った銀色の薄うす刃ばが目一杯柄えから押し出され、水すい槽そうから這はい出そうとする〝赤ん坊〟を睨にらみつけたまま、雪乃がそれを自分の左腕うでに当てようとしたその時、




「……雪乃さんっ!?」




　蒼あお衣いが目を見開いて、思い切り切せつ羽ぱ詰つまった表情で雪乃の背後を指差して叫んだ。

　瞬しゆん間かん、首くび筋すじに感じる生暖かい空気。

　はっ、と気づいた時には、もう遅かった。

　慌あわてて振り返った時には、すでに雪乃の背後のドアが細く開いていた。そして廊ろう下かから流れ込んでくる湿しめった生暖かい空気と共に、ドアの隙すき間まから、




　じーっ、




　と〝母親〟の血に塗まみれた白い貌かおと────その顔に待ち針で留められたかのように針が刺ささって、縫ぬい潰つぶされた〝目〟が、雪乃を見つめていたのだった。

　そして、




　ぶつっ、




　と直後、二の腕を貫く鋭く重い痛み。

「くっ!?」

　痛みに思わず身が縮み、反射的に跳はね除のけ、離れた。

　離れた途と端たんに、腕に発した痛みに、重みと異物感が加わった。

　腕には、太く造りの粗あらい針が刺さったまま、傷に重みをかけながら、肉にぶら下がってゆらゆらと揺れていた。

「雪乃さん!!」

「この……!!」

　蒼衣の悲鳴じみた叫びと、凶きよう暴ぼうに唸うなる雪乃。

　その目の前で、ドアがゆっくりと開いて、〝母親〟の半身が、ドアの隙間に覗のぞいた。

　ぼろぼろの黒い屍し衣えをまとった〝母親〟は、その剝むき出しになった片方の腕を、もう一方の手でゆっくりと搔かき毟むしっていた。

　手の爪つめで。

　血が出るほど。

　皮ひ膚ふが剝むけるほど。

　まるで皮膚の下が痒かゆくてたまらないかのように。そしてそれでもなお執しつ拗ように搔き毟られ、搔き崩くずれて露出したぼろぼろの皮膚の中から、血に塗まみれた異物が覗のぞいていた。それは崩れた肉の繊維の中に混じるように、存在していたが、まるで違うものだった。




　針が、埋うまっていた。




　肉の中に大小無数の針が埋まり、〝母親〟はそれが痒くてたまらないかのように、引っ搔く自分の爪や指がずたずたに傷つくのさえ気にならない様子で、ひたすらにばりばりと腕を搔き毟っていたのだった。

　爪の間に血と肉が、そして折れた小さな針の破片が入る。

　その爪が大きな針に引っかかって割れ欠け、それでも執拗に、指先がずるずるに剝けてもなお、同じ場所を搔き毟る。

　そしてひときわ大きな針が爪に引っかかり、ずる、と肉の間から露出した。

　すると〝母親〟は、それを皮膚の下に埋まった毛でも抜くように、ずるずると肉から引き出して、握にぎり締めてぶら下げた。

　その瞬しゆん間かん、既視感があった。

　あの〝母親〟がぶら下げた針に、自分の腕に刺さった針に、覚えがある気がしたのだ。

「……!?」

「その針……！」

　しかし雪乃の中でその既視感が具体的になる前に、蒼あお衣いが何かに気づいたらしく叫んだ。だが全すべてを言う暇ひまはなく、聞く暇もなかった。

　廊ろう下かの〝母親〟がドアを押し開け、ほぼ同時に水すい槽そうの〝赤ん坊〟が、水に濡ぬれたビニールのような音を立てて、ぐしゃり、と床ゆかに落ちた。

「ひ……!!」

　颯さつ姫きの怯おびえた声。しかし雪乃もそれだけに構うことはできなかった。

「……白しら野の君!!」

　雪乃は歯は軋ぎしりする思いで、これまで徹底的に避け続けてきた自分のパートナーの名前を呼んだ。

「颯姫ちゃんをお願い！」

「わ、わかった！」

　頼りないパートナーは引き攣つった声でそう答えると、颯さつ姫きの腕うでを引いて、部屋の全すべてのものから逃げるように窓のほうへと離れた。

　そして窓を開けると、颯姫を庭へと押し出して、




「危ないから、離れてて」




　と優しく言うと、まるでかつて雪ゆき乃のが応接間でそうしたように、窓を閉めてその前に立ち塞ふさがった。

「白しら野のさん!?」

　窓の外で、颯姫が叫ぶ。

「大丈夫だから、離れてて！」

　蒼衣はそんな颯姫にもう一度言って聞かせると、手近なところからダイニングテーブルの椅い子すを持ってきて、持ち上げて身構えた。

　かつて、雪乃がそうしたように。

　様さまになっていない。

　緊張と恐怖で、表情も情けない。

　しかしそれでも蒼衣は雪乃を見ると、精一杯の調子で、笑って見せた。




「………………!!」




　それを見た雪乃は、一いつ瞬しゆん何だか形容しがたい感情が自分の中に湧わくのを感じて、しかしそれを片隅すみに押し潰つぶすと、いま目の前にいる自分の〝敵てき〟へ再び鋭い視線を向けて、殺意を込めてカッターナイフを目の高さまで上げた。
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　　　間章　　いばらのしたに







「白しら野のさん!?」




　叫んだ颯さつ姫きの前で、ばしん！　と音を立ててリビングの窓が閉じられた。

「離れてて！」

　そんな指示と共に、夜の空の下に締め出される颯姫。

　急に明るく閉じた部屋から、暗く広がった庭へと、周囲の世界が広がる。そしてそんな庭に広がる湿しめった夏の生ぬるい空気と、玉砂利じやりの敷かれた庭の地面に、窓から四角く落ちている、家の中からの白い明かり。

　空調された部屋から急に放り出され、途と端たんにじっとりと肌はだにまとわりつく蒸した空気。

　その中で、颯姫は怯おびえと不安に表情を強こわ張ばらせながら、蒼あお衣いの背中が見えているリビングの窓を見上げて、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「し、白野さん……雪ゆき乃のさん……」

　身に沁しみる、心細さ。

　心細さと危険さ。どちらがマシとは言い難い。しかし離れていろと指示された以上、それを破ることは、颯姫にはできなかった。

　首から下げた手帳を握にぎり締めて、立ち尽くす颯姫。

　己の〈断だん章しよう〉に記き憶おくを喰われ、約束を憶おぼえていられない颯姫にとって、憶えている約束は、どうしても守らなければいけないものだった。

　そして同じ理由で、颯姫は怖いことも嫌きらいだった。

　笑い方も、泣き方も、放っておくと忘れてしまいそうになるのに、恐怖の仕方だけは、放っておいても決して忘れはしないのだ。

「………………」

　颯姫は、周りを見回す。

　家の中は言うに及ばずの危険地帯と化しているが、そこから逃がされたからといって、ここが安全とは限らなかった。

　広い庭だった。

　不思議なデザインの、空間だった。

　高く聳そびえるコンクリートの家壁と、同じく高いコンクリートの塀へい。

　人工的なそれらに高く囲まれた、箱の中に閉じ込められたようなこの空間には、白い玉砂利と飛び石が一面に敷かれて、その中に池と大きな竹たけ藪やぶが配された、和と無機質を近代デザインによって組み合わせた、現代美術館の中庭にでもありそうな立派な庭だった。

　広く、閉じた、人工的な空間。

　その中に立って見回すと、小さな自分は、まるでたった一人ぽつんと取り残され、箱庭に閉じ込められてしまったような気分になる。

　しかし颯さつ姫き自身は、その感覚を表現することができない。

　表現に使う固有名詞も、過去の体験に照らし合わせるための過去も、忘れ続ける颯姫は、ほとんど記き憶おくしていないからだ。

　表現することも、過去に照らすこともできない。

　それゆえに、その庭から感じる感覚は、颯姫の中でさらに得体の知れなさを増し、颯姫はその感覚に怯おびえて身を竦すくませる。

　この庭は、怖かった。

　形容もできないほど知らないものは〝怖い〟。少なくとも颯姫はそれ以外に、この庭を表現する言葉を、知らなかった。




「………………」




　怖い、庭。

　怖い家から逃がされて怖い庭へ。颯姫は目の前に見える明るい窓に戻ることもできずに、ただそこに立ち尽くした。

　防音された家の中からは、音はほとんど聞こえてこない。

　ただ蒼あお衣いが椅い子すを持ち上げて何かしているのが見えるが、窓を塞ふさぐように立っている背中しか見えないので、中がどうなっているかは分からない。

　分かっているのは、中が〝お化け〟に襲おそわれているということ。

　そしていつ同じように、ここが襲われるとも限らないということ。

　しかし中の蒼衣や雪ゆき乃のには、こうすることしかできないということ。

　颯姫はこうして待っていることしかできず、またこうすることが、颯姫の『役目』であるということ。

「……白しら野のさん……」

　再び、呟つぶやく。

　颯姫には何もできない。祈いのることしかできない。




　────みんな、無事でいてください。




　颯さつ姫きは祈いのる。

　心の中で、必死で呟つぶやく。




　────みんなを、助けてください。




　乞こい。

　願う。




　────おねがいです、神様……




　胸の手帳を、聖書のように握にぎり締めて、ただ純粋に祈った。

　小さな颯姫には、それしかできない。颯姫は白く光を落とす窓の前で、ステンドグラスの聖人像に祈りを捧ささげる敬けい虔けんな信徒のように、強く目を閉じて、強く強く、必死で蒼あお衣いたちのために祈り、願った。

　……と、その時だった。







　じゃりっ、







　突然背後で、玉砂利じやりを踏む小さな音がした。

「……っ!!」

　静けさの中に響いたその音が耳に入ったその瞬しゆん間かん、颯姫はびくっと背せ筋すじを震ふるわせ、閉じていた目を開けた。誰も頼れない、一人ぼっち。颯姫はあまりにも暗い夜空の下で、たった一人、気がつけば背後に立った〝音〟と共に庭の中に閉じ込められていた。




「あ……」




　目を見開き、下を向いたまま、一人。

　颯姫はその場に立ったまま、後ろを振り返る勇気もなく、硬直していた。

　汗あせが吹き出し、じっとりと蒸むす夏の夜の空気を、ひどく冷たいものに変えた。塀へいに囲まれた庭の虚うつろが、今までそれに気づいていなかったかのように、急にそれまで以上に空っぽに感じられて、強烈な孤独感が胸を襲おそった。

　空っぽで、閉じた空間。

　空っぽを、閉じ込めた空間。

　その中に一人、ぽつんと颯さつ姫き。

　そしてその背後にぽつんと、砂利じやりを踏んで立っている〝モノ〟。




　……ひゅーっ、




　と自分の息が、細くなった。

　背後に立った〝音〟の気配を背中に感じ、背せ筋すじが硬直した。

〝それ〟の視線を、首筋の後ろに感じた。まるで意思を感じられない、まるで人形に見つめられているような、あまりにも無機質で異質な視線が、たった一人残された颯姫の背中へと、じーっ、と無言で、注そそがれていた。

「…………………………」

　全身を悪お寒かんが蝕むしばみ、鳥とり肌はだが立ったが、震ふるえはなかった。

　震えることさえできないほど意識が冷たく凍こおりつき、身体からだも同じように停止していた。

　あまりにも無力な、怯おびえ。

　ここで何に襲おそわれても自分には何もできず、抵抗もできず、おそらくは助けも間に合わずに殺される、ただその厳げん然ぜんたる事実への怯え。

　死ぬ。

　殺される。

　死ぬのは怖かった。それはきっと、全部忘れてしまうようなものだからだ。

　死んだら、きっと頭の中のものも、身体の中のものも、全部忘れてしまうのだ。そして周りの人たちもだんだんと自分のことを忘れて、自分の中からも外からも、自分が全部忘れられてしまうのだ。

　自分と自分の存在が、世界から忘ぼう却きやくの穴の中に消えてしまうのだ。

　それ以上に怖いことはなかった。颯姫は思い出せないことが、何よりも怖かった。

　だから颯姫は、死ぬことが怖かった。死んだら何も思い出せなくなる。蒼あお衣いも、雪ゆき乃のも、神か狩がり屋やも、夢ゆ見み子こも、みんなみんな思い出せなくなるのだ。死ぬと言うことは、颯姫にとってはそういうことなのだ。

　怖い。

　怖い。

　怖い。

　怖い。

　何の助けもない無機質な暗くら闇やみに一人、颯姫は背後に立つ〝何か〟の気配を感じながら、凍りついたように立ち尽くした。

　悪お寒かんが体の中を駆かけ回り、ぴくりとも動けなかった。

　頭の中は冷たい恐怖で真っ白になって、ただ恐れること以外、何をすることもできなくなっていた。

　怖い。ただひたすらの、怯おびえ。

　その心臓と肺を締め上げる怯えの中で、颯さつ姫きは視線をゆっくりと、動かした。

　分からない恐怖を、見ようとした。凍こおりついた意識の中で、視界がゆっくりと、後ろを向いていった。




「…………」




　庭の光景が動く。

　視界の端はしが、横を見る。




「…………」




　ゆっくりと視界が後ろへ動いてゆく。

　自分の呼吸の音を聞きながら、冷たく凍りついた意識が、それを見る。




「…………」




　視界はすぐに限界になり、そして視線の移動に引っ張られるようにして、硬直した首が動いてゆく。

　体がゆっくりと、後ろを向いてゆく。




「………………」




　後ろへ。

　後ろへ。




「…………………………」




　箱庭のような庭の景色けしきを、ゆっくりと後ろへ。

　ボール紙の箱のような、コンクリートの壁に囲まれた景色が、巡めぐる。

　そしてやがて塀へいの角が見え、それを覆おおい隠かくす背後にまで広がっている竹たけ藪やぶが見えて、それからあの〝音〟が立った、自分の真後ろへと──────




　少女が立っていた。




「…………………………っ!!」

　無表情に立つ女の子の白い貌かお。それが目に入ったその瞬しゆん間かんに、颯さつ姫きの背せ筋すじに電気のような恐怖と悪お寒かんが駆かけ上がり、びくん、と全身が固まった。

　ひっ、と一いつ瞬しゆん息が止まった。竹たけ藪やぶの前に、知らない女の子が立っていた。

　年のころは小学生ほどの、シャツにショートパンツ姿のその女の子は、まるでたったいま竹藪から出てきたように一本の竹に手をやって、意思がないかのような無表情な瞳ひとみでじっと颯姫の方を見て、無言で微び動どうだにせず立っていた。

「ひ────」

　怯おびえで肺が痙けい攣れんし、息ができなかった。

　しかしその瞬間、颯姫の意識に疑問が浮かんだ。その少女を、どこかで見たことがあるような気がしたのだ。




　赤いチェックのバンダナを、三角巾のように頭に巻いたその少女を。




　立ち尽くした颯姫は、今にもひっくり返りそうな肺で途と切ぎれ途切れに息をすると、その引き攣つった息の中で、ようやく一言だけ、その少女へ向けて言葉を発した。







「──────誰？」







　かくして〈悪夢〉は、また少し、続く。
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　なかがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御礼申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。とうとう『断章のグリム』も、十巻目となりました。




　さて……こんな巻になって今いま更さらですが、すっかり言うのを忘れていたことがあります。

　それは「雪ゆき乃の」の名前のことです。いきなりですが、話は２００４年末に遡さかのぼります。

　当時発売のドラクエ８で、渡わた瀬せ草そう一いち郎ろうさんが主人公に「レタス」という超いい加減な名前をつけ、そこからドラクエ主人公のネーミングの話題になったのが全すべての始まりでした。





甲田「……ああ、そういえば昔スーパーファミコンのドラクエ３が出た時、パーティの名前を全員友達の名前にして、そのキャラに関する不満や苦情を本人にぶつけるという嫌いやな遊びが流行はやったことがありまして」

渡瀬「それは……例えば『ゆきのに危ない水着きせてもあんま色っぽくねぇんだよなー』とか……そういうことですか？　そ、それはセクハラじゃないですか!!」

甲田「誰ですかその『ゆきの』ってのは」

渡瀬「そりゃ……きっと甲田さんの……」

甲田「……渡瀬さんがハッキリしないので、私の次作のヒロインにでもしようかと思います」




　　　～一年半後～




甲田「実行しました」

渡瀬「うわあ!?」






　……それでは、この本の製作に関わった全ての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈おくりつつ、今回はこれまで。

　原稿遅れが続いて申し訳ないです。

　今回もまた、お話は、続きます。





二○○九年三月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。最近のお気に入りは万年筆のようでして、インク部分が見えるスケルトンのものを肌身離さず持っています。具合のいいインクを探して、六社のボトルインクを買ったそうで……。
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。ホラーは苦手なので、10巻になってもブルブル震えながら仕事なので何度も原稿読み返し……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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